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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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【雨あま野の景けい太たと品切れソフト】






　トップは、やはり断然オフライン協力プレイのあるアクションＲＰＧだ。

　……何の話って、僕、雨野景太が独断と偏へん見けんでお送りする、

「兄弟で遊ぶのが楽しくて仕方ないゲームジャンルランキング」

　の話に決まってる。

　ちなみに二位以下は団だん子ご状態だ。お祭り感のある格ゲーも、パズルゲーも、すごろくゲーも、横スクロールアクションも、シューティングも、兄弟で遊べば大たい概がいのものはそれなりに面白い。

　しかし僕の中で「オフライン協力プレイのあるアクションＲＰＧ」というヤツは、兄弟で遊べるジャンルとして頭一つ飛び抜ぬけている。しかも携けい帯たい機を持ち寄ってゲームをするモンハン的なものではなく、大画面一つで見下ろし型のハクスラ……所謂いわゆるディアブロライクなゲームだとベストだ。

　それの何がいいって、まず「二人で仲良くゲームしてます感」だろう。対戦プレイでなく協力プレイであるところがミソだ。そうそうケンカにもならない。更さらにそこにＲＰＧ要素が加わると、長期間にわたってモチベーション高く遊べるのも非常にありがたい。

　兄弟というのは、毎日家で顔を合わせる関係だ。当然ながら、二人して暇ひまを持て余あますことも多い。そんな中、一本のソフトで、二人とも同時に楽しく冒ぼう険けんに勤いそしめるということが、どれほど価値のあることか。

　僕と弟が居間にゲーム機を持ち込んで大画面でわいわい遊んでいるのを、母親が「ちょっと部屋でやってよ」と迷めい惑わくそうに文句を垂れる中、父親は意外と興味深そうに画面を見つめながらも、無言で、広げた新聞紙の上でピスタチオの殻からを剝むく。

　それは、基本中二病な僕でさえほっこり幸せを感じてしまう程の団だん欒らんだ。

　だから、これがたとえば「友達同士で遊ぶのが楽しいゲームジャンル」とかとなると、話は全く変わってくる。長時間一いつ緒しよの家にいるわけじゃない者同士ならば、それこそ携帯機を持ち寄って時折協力する狩かりゲーなんかがベストに上がってくるかもしれない。

　…………いや、まあ、その。




　僕、雨野景太には現在、一緒に狩りゲーしてくれる友達なんていないから、その辺は正直よく分からないんですけどね。




　……い、いや、勘かん違ちがいしないでほしい。僕だってほら、高校入学前……中学や小学校時代には、親しい友達もいたんだ。ほ、本当に。

　ただその頃ころはイヤイヤ在籍していた野球部で結構な時間拘こう束そくされていたし、たまに遊ぶ際は田舎いなかの子供だっただけに外で遊ぶ機会が多く、また、ごくたまにゲームをしても、それこそ刹せつ那な的な対戦ゲーぐらいだったものだから……。

　ま、まあ、素直にぶっちゃけると、ゲーマーゲーマー言いつつも、僕、雨野景太。

　高校二年にして、未いまだ狩りゲー協力プレイ童どう貞ていですよね、はい。

　……い、いや、やっぱり言い方変えよう。

　僕、雨野景太は、気け高だかき孤こ高こうのソロプレイヤーだ。

　寄生プレイでハンターランク上げるくらいなら、一人で静かに心折られてそっと引退する道を選ぶ。これを漢おとこと言わずして、なんと言う！

　……はい、そうですね。「ぼっち」ですね。知ってました。知ってましたとも。

　と、とはいえ一つ言っておくと！　確かに一ヵ月前の僕ならいざ知らず……今の僕には一応、「友達」と呼べるクラスメイトもできたわけで！

　まあ、その友達っていうのが……。




「弟と遊ぶことを幸せの頂点みたいに言い出したら、人はおしまいだな」

　このすげー辛しん辣らつな男なんですけどね。

　喧けん噪そうと活気に満ちた朝の教室内。僕の前の席の椅い子すを引っ張ぱり出して横向きに腰こし掛かけた彼、上うえ原はら祐たすく君は、僕の話を聞くなり露ろ骨こつに肩かたを竦すくめて嘆たん息そくしてきた。

　普ふ段だんは気弱でもゲームに関しては一いつ家か言げん持つ僕としては、流石さすがに反論に出ようと心の中で腕うでまくりをする。が、上原君が教室にやってきた他のクラスメイト達と快活に朝の挨あい拶さつを交わしまくるのを見るにつけ、僕の気き概がいはしゅるしゅると萎しぼんだ。

　そう、彼は所謂リア充じゆうというヤツだ。沢たく山さんの友達がいて、モテて、可愛かわいいカノジョさんもいる。休み時間に一人でソシャゲをチェックすることだけが心のオアシスな僕とは、対極も対極の人間。

　当然ながら、いくらクラスメイトと言えど、そんな真逆の人間同士、彼と僕とはつい最近までほぼ交流なんてなかった。だけど少し前にちょっとしたキッカケがあり、今はこうして友人関係……というか、上原君が僕を気に掛けてくれるような関係性が続いている。

　彼はクラスメイト達と次々挨拶を交わしながらも、その傍かたわらで僕が所在なさげにもじもじしているのを見てとると、今一度大きく嘆息して、僕を見つめてきた。

「雨野さぁ。別にいきなり俺みたいにしろとは言わねーけど、もうちょっと、努力ぐらいはしねぇ？」

「そ、そうは言うけどさぁ」

　友達作る努力というのが、僕にはイマイチピンと来ない。小学校中学校がそうだったせいか、僕の中には未だに「友達は自然にできるもの」「無理に作るものじゃない」という思想が根幹に根付いてしまっている。更に元来内気な僕は、とてもじゃないけど、自分から誰だれかと距きよ離りを詰つめるというのが苦手であり。

　むーと唇くちびるを尖とがらす僕を、上原君がまるで父親のように諭さとしてくる。

「再三言っていることだけどよ。確かに友達いないことイコール、不幸せでもねえさ。家族の団欒を生き甲が斐いにするのもいいだろう。でも今のお前の場合、目標があるんだろう？……あの天てん道どうとお近づきになるっつう、身の程を弁わきまえないドデカイ目標がよ」

「うぐ……」

　それを言われると弱い。確かに現在僕は、とある事情から同学年の女生徒、天道花か憐れんさんと親しくなることを目標にしている。それの何が大それてるって、この天道花憐という人、所謂学内アイドルというヤツなのだ。

　容よう姿し端たん麗れい、文武両道、才さい色しよく兼けん備び。日本人でありながら金きん髪ぱつ碧へき眼がんという噓うそみたいな特とく徴ちようも相あい俟まって、最も早はやリア充云うん々ぬんを飛び越こした、地元ヒエラルキーの頂点存在。

　そんな彼女に、この僕……モブキャラはモブキャラでも、台詞せりふのないモブキャラ級の底辺存在たる雨野景太がお近づきになろうとするだなんて、確かに馬ば鹿かげた話だ。

　少しだけ希望があるとすれば、彼女と僕は一応「知り合い」ではあるということだ。以前、とある奇き跡せき的な巡めぐり合わせから天道さんに声をかけられたことがあり、それを機に僕も彼女に名前ぐらいは覚えて貰もらっているものの……。

「まあ……僕もこのままじゃいけないとは、思っているんだけどさ」

「だろう？」

　上原君が満足そうに頷うなずく。僕は拳こぶしをきゅっと握にぎり込んで窓の外を眺ながめた。……まるでいつかのことを思い出す、薄うすぼんやりとした曇どん天てんだ。

　僕と天道さんの関係は現在、極きわめて「ビミョー」だ。普通でも、極悪でもなく、「ビミョー」。当然、悪い意味の方の「ビミョー」だ。

　そもそも、あの学内アイドルたる天道さんと「ただの知り合い」程度で済んでいたら、普通に光栄だったんだ。けれど……主おもに僕側の責任で、彼女から僕に対する印象は現在、あまり良くない（と、思われる）。つまり、大きな借りがある状態っていうのかな？

　そうなると、流石に僕も「ゲームさえあればそれでいい」だなんて開き直ってばかりもいられないわけで。謝りたいっていうのともまた違って……なんていうか、関係性を多少なりとも改善しておきたいっていうのかな。

　……やっぱり、偶ぐう然ぜんと言えど自分なんかに声をかけてくれた恩人に、悪印象持たれたままっていうのは、悲しいじゃないか。うん。

　僕が決意を新たにしていると、上原君がなぜかニヤニヤとこちらを窺うかがってきた。

「まあ、憧あこがれの美少女相手に近付こうとするのは、男として当然の本能だわな」

「そ、そういうんじゃないけどさ！」

「本当に？」

「……いや……まあ……そりゃ天道さんは当然、誰よりも素敵な人だけどさ……」

　僕が頰ほおを染めて俯うつむきながらぶつぶつと呟つぶやくと、なぜか上原君は呆あきれたように溜ため息いきを吐ついた。

「……どうしてこれで、まだ付き合ってねぇんだろうなぁ、お前ら……」

「？　はい？　なにその話の飛ひ躍やく」

「いや別に、なんでも──」

「まるで天道さん側も僕のこと好きみたいじゃないか、その口くち振ぶりだとさ」

「なんでこういう場面では鋭するどいんだよ！　お前もっとボケっと鈍どん感かん主人公してろよ！」

「ええ!?　なにそれ!?　ありえない冗じよう談だん言われた上に、なんでそれを指し摘てきした側の僕が怒おこられているの!?」

　理り不ふ尽じんにも程がある！　っていうか、どうして上原君は天道さんのことに関して、僕を煽あおるようなことばかり言うのだろう。ぼっちが学内アイドルに無む謀ぼうな挑ちよう戦せんをする姿がそんなに面白いだろうか。……いや、うん、確かに傍はた目めから見る分には面白いかもそれ。

　なんにせよ、僕も上原君も互たがいに変なテンションになってしまったため、僕はこの微び妙みような話題を切り上げ、無理矢理話を転てん換かんさせる。

「そういえば上原君、一つゲームソフトいらない？」

「あん？」

　僕の急な話に、上原君が不思議そうに首を傾かしげる。僕は机の横に提さげた鞄かばんを探ると、中から据すえ置き機用のゲームソフトを一本取り出した。上原君が「おっ」と声を上げる。

「クリクレ３じゃねえか。よく買えたなおい」

「あ、うん、まあ一応予約してたしね」

　上原君が興味深そうにパッケージを手にとって眺める中、僕はポリポリと頰を搔かく。

　クリスタル・クレイドル──略してクリクレシリーズは、見下ろし視点型のハクスラアクションだ。この手のゲームとしては珍めずらしく一いつ般ぱん層にもスマッシュヒットを飛ばして売れ行き好調なシリーズで、世評の良さもあってか、先日発売したばかりのこの３に至っては現在どこでも品薄状態。またパッケージ版には中々えげつない特典ＤＬＣダウンロードコンテンツがついてくることもあって、ネットオークション価格も上じよう昇しようの一いつ途とを辿たどるばかりだから、上原君が入手を感心するのも分かる。ただ……。

　羨うらやましそうにためつすがめつする上原君に、僕はおずおずと提案する。

「上原君、それ、貰ってくれないかなぁって……」

「はぁ？　貸してくれるじゃなくて、貰ってくれって？　こんな貴重なもんを？」

「あ、うん」

　全く理解できないという風に首を傾げる彼に、僕は慌あわてて説明する。

「いや、ダブっちゃったんだよ。元々購こう入にゆう予定だったから当然予約していたんだけどさ。同時に、以前ちょっとした気まぐれでネットの懸けん賞しように応おう募ぼもしちゃっててさ。で、あろうことか、こんな時に限って当選していたらしく……」

「なるほどな。お前らしい話だ。まあそういうことなら理り屈くつは分かるが……」

　言いながら、上原君が妙みように険しい顔をする。僕が「どうしたの？」と訊たずねると、彼は気まずそうに頭を搔きながら応じてきた。

「いや……こういうものを、お前はなんですぐ、俺に渡すかなぁと」

「？　なんでって……上原君、喜ぶかなと思って」

　無む邪じや気きににこっと微笑ほほえむと、上原君は一いつ瞬しゆん「うっ」と照れ臭くさそうに引きつり、しかしすぐにこほんと咳せき払ばらいして応じてきた。

「あ、ありがてぇ話だけどよ。お前さ、もっと使い道考えた方がいいぜ？」

「？　ああ、ネットで高額で売るとか？　んー、でもなんかそういうのはなぁ……」

「いやそれもそうだけどよ。それよりもまず第一に検討する使い道、あるだろうがよ」

「？　なんだろ……」

　僕が心から不思議に思って首を傾げていると、上原君はこれ見よがしに嘆息した後、ニヤリと小こ狡ずるそうな笑みを浮うかべ、ソフトを顔の横に持ち上げながら告げてきた。

「まずはこれ、あの隠かくれゲーマーたる天道が持ってるかどうか、確認すべきじゃね？」

「あ！」

　刹那、僕の口から漏もれた素すっ頓とん狂きような声が、朝の教室内に響ひびき渡わたったのだった。




　　　　＊




　結論から言って、上原君の狙ねらいはドンピシャだった。

　つまり、天道さんはクリクレ３を入手しておらず、なおかつ現在探している最中だと判明したのだ。

「彼女にしては珍しいぐらい、必死で欲ほつしているみたいだよ」

　とは、僕の数少ない友人の一人にして、現在天道さんとかなり親しい位置にいる才能溢あふれる美少年、三み角すみ瑛えい一いち君の言葉である。

　昼休みに彼とコンタクトを取り、教室に情報を持ち帰った僕は、早さつ速そく上原君にそれを報告した。すると彼は、カノジョたるアグリさんとの弁当タイムを早々に切り上げ（なんかアグリさんにすげー睨にらまれた。勘かん弁べんしてほしい）。そして朝と同じく僕の前の席に腰を下ろすと、早速悪わる巧だくみでもするように作戦を煮に詰つめ始めた。

「お前、こりゃ、中々でかいチャンスだぞ。このソフトを如何いかに使うかが、このラブコメにおける重要な──」

「あ、ところで上原君、本当にクリクレ３要いらない？　これ超ちよう面白いよ──」

「アホかお前は！」

「てっ」

　なんか思いっきり頭にチョップされた。涙なみだ目めで唸うなる僕を、上原君はなぜか全力で叱しつ咤たしてくる！

「お前っ、ホント、そういうとこだぞ!?　ここで俺が『クリクレ３やりたい』って言ったら、普通に渡すのかよお前は！」

「あ、うん、上原君がやりたいなら、是ぜ非ひ。ホント面白いから……って、痛い！」

　なんかまたチョップされた。同じ箇か所しよに連続でそこそこの威い力りよく二回は辛つらい。再び涙目で「えぅ」と呻うめく僕に、上原君はなぜか顔を真っ赤にして叫さけぶ。

「なんなんだよお前は！　馬鹿じゃねえの！　ホント馬鹿じゃねえの！」

「二回言うってことは、本当に大事なことなんだね……」

「当たり前だ！　ったくよぉ、んっとに……。……まあ、お前がそんなだからこそ、むしろ俺が必死になっちまうわけだが……」

「あ、えへへ、上原君って、僕のことそんなに好きな──って、あいたぁ！」

　三度殴なぐられた。酷ひどい。これは酷い。こぶができる。親にもこんなに殴られたことないのに。いやホントマジで。

「お前なぁ……。……もういいや。とにかく、このソフト、俺は本気で要らんから、なにはなくとも天道に渡すんだ。っつうか死ぬ気で渡せ」

「し、死ぬ気で美少女にゲーム渡しに行くオタク野や郎ろうって、なんか超怖こわくない？」

「う、まあ、確かに。……じゃあ、さりげなく、爽さわやかに、でも死ぬ気で渡せ」

「何だか物もの凄すごく深い闇やみを感じる行動だね……」

　僕はイマイチ上手うまくいくビジョンの浮かばない計画に嘆たん息そくしながらも。

　机の上に置かれたソフトを、何気なく指先で叩たたいてみたのだった。




　　　　＊




「え、天道さん、ゲーム部に来てないの？」

　放課後、僕はゲーム部部室の前で早速途と方ほうに暮れていた。

　半分事情を知る三角君が、少し申し訳なさそうに顔を顰しかめる。

「ごめんね雨野君。ボクも彼女の『クリクラ３欲求』をちょっと甘く見ていたみたいだ」

「どういうこと？」

「つまり、天道さんは今日……ゲーム部を休んでまで、街にソフトを探しに行ってしまったということだよ」

「うぇぇ!?」

「しかも、彼女のスマホの電源切れちゃってるみたい。全然連れん絡らくつかないんだ」

「あらぁ……」

　僕がショックを受けていると、三角君も困った様子で頭を搔く。

「うーん、ボクも天道さんって基本、ストイックな優等生だと思っていたんだけどね……」

「だよねぇ。まあ、とはいえ核かくは、ゲーム部目的で高校選んじゃう人だけどさ……」

「あー……」

　三角君と二人、苦笑いを交わし合う。とりあえず僕は彼に礼を言うと、部室棟とうを離はなれ、渡り廊ろう下かを歩きながら善後策を練る。

「（うーん、やっぱり明日あしたにしようかな？……でも、今日天道さんが店でソフト見つけちゃったら、おしまいだしなぁ。いや、見つからなかったら見つからなかったで、この勢いなら、天道さん、ダウンロード版とかで妥だ協きようする確率も結構高い気がする）」

　やはり、物で人を釣つろうなんて邪よこしまな企くわだては、上手うまくいかないものなのか。

　僕はとぼとぼと校舎を出ると、地元行きのバス停留所──ではなく、市街地へと向かう道へと足を踏ふみ出した。

「（いや、駄だ目めだ！　僕の好感度はさておいても、このソフトをあげれば、天道さんは無む駄だにお金使わなくて済むじゃないか！　だったら、もう少し努力しよう！　天道さんを探してみるぐらいは、しよう！）」

　彼女は僕の恩人だ。だからその人のためになる可能性が少しでもあるなら、僕はそれを簡単に諦あきらめるべきじゃあ、ない。

　決意を新たにした僕は、小走りで街へと向かった。

「（この辺で新作置いてるゲーム売り場は、デパートの中なんかを含ふくめて三つかな）」

　頭の中で効率のいいゲームショップ巡めぐりルートを確認する。僕だってゲーム好きの端はしくれ、放課後にこのルートの巡じゆん回かい経験は沢たく山さんある。が……。

「（天道さんが先に学校を出ちゃっていることを考えると、むしろ遠い方から逆に回った方がいいかも……）」

　その方が、愚ぐ直ちよくに追うよりは途と中ちゆうでバッティングする可能性があるだろう。

　僕は心を決めると、まず音おと吹ぶき高校からは一番遠くてゲームの品しな揃ぞろえも悪い、デパートの中の玩具おもちや売り場を目指した。

　エスカレーターを上り、高校生にもなると少々居辛い玩具棚だなの間を抜ぬけ、ゲームソフト陳ちん列れつ棚を目指す。が、一見したところ、周囲に天道さんの姿はなさそうだ。

「（ハズレっぽいな……）」

　残念ではあるものの、落らく胆たんはない。最初から「出で逢あえれば儲もうけもの」ぐらいの感覚だ。……いや、僕は別に儲けないんだけどさ。

　天道さんの姿はなかったものの、一応、この売り場にクリクレがあるのかどうかも確認しておくことにする。

「ええと……うーん、この、ゲームになんの愛もない雑然とした並べ方がなんとも……」

　デパートあるあるだ。かろうじて新作コーナーみたいなのはあるけれども、そこにさえ一ヵ月以上前に発売したゲームが平気で置かれていたりする。けれどこれにも妙な味わいがあったり、だからこそ変なソフトが見つかったりするので、僕は結構好きでもあるのだけれど、目的のソフトを探すのには不向きで──

「ですから、くり……クリスマス・アイドル？　とかなんとかっていうゲームソフト、ないんですか!?」

　突とつ然ぜん、玩具売り場には似つかわしくない男性の張り詰つめた声が場に響いた。僕はびくんと肩かたを震ふるわせ、恐おそる恐る声の聞こえてきた方を見やる。

　と、そこにあったのは、レジで女性店員さんに詰め寄る、四十代ぐらいと思おぼしき男性の姿。白シャツの長なが袖そでをたくし上げ、首元のボタンを外し、右手にジャケットを持った姿はいかにも仕事帰りの様相だ。が、下はチノパンなのでサラリーマンという感じでもない。

「（なんだか格好がラフな割には、妙に『決まっている』人だなぁ……）」

　顔の造作がいいというのも勿もち論ろんあるのだけれど、レジカウンターに両手をついて必死に店員さんを見つめる姿が、なんというか、ドラマの如ごとき作り物めいたワンカットとして成立している。

　店員さんが少し引き気味に「クリスマス・アイドルという商品は、当店にはなかったかと……」などと応対する中、男性はダンッとレジに拳こぶしを置くと、妙に真しん剣けんな眼まな差ざしで店員さんへと告げる。




「そもそもっ、クリスマス・アイドルというソフトじゃ、ないかもしれません！」




『えー』

　思わず店員さんと同時に、僕も声をあげてしまう。すると男性は一瞬こちらにチラリと視線を向けてくるも、すぐに再び店員さんへと向き直った。

　が、僕の心臓は妙みようにばくばくと早まる。

「（な、なにあの眼がん力りき。役者さんか何か？　完全に舞ぶ台たいの上のテンションだよ……）」

　今にも「おおっ、神よ！」とか嘆なげきだしそうだ。

　店員さんは困った様子で彼に応対する。

「あの、正確な商品名が分からないことには、流石さすがに……」

「く……！　万ばん事じ休すか！」

　項うな垂だれる男性。……そんな台詞せりふリアルで言う人、僕初めて見ましたよ。

「（なんか凄すごいけれど、見てる場合でもないな。天道さん探さないと）」

　僕は気をとりなおすと、ゲーム棚に「クリスタル・クレイドル３」がないのだけサッと確認して、その場を離れ──

「くり……く、『栗くりを割る、コンドル』とか！　そんな感じのやつの、スリーです！」

「!?」

　僕はハッとして彼を振ふり向く。まさか……。

　しかしそんな僕とは対照的に、特に興味もないのであろう店員さんは律りち儀ぎに「栗を割るコンドル……」とレジで商品を検けん索さくし、当然ながら「ないですね」と応対する。

「く……！　ここに進退窮きわまったか！」

　だから、なぜわざわざそんな言い回しを。……いやそれはいいとして、彼の探しているものって、まさか……。

　僕がどうしたものかとオロオロしていると、突とつ如じよ男性がそれを目ざとく見つけ、急に大声を上げてくる。

「そこな少年よ！」

「そこな!?」

　だから、なんなのその言い回し。

　僕がびくんっと背筋を伸のばして「は、はい？」と応じる中、男性は瞳ひとみに鋭するどい光を滾たぎらせて言った。

「万引きは、れっきとした犯罪だぞ！」

「はいぃ!?」

　なんかとんでもない言いがかりをつけられた。しかし男性はなぜか一人満足げに腕うでを組み、うんうんと唸っている。

「いい、いい。言わずともいい。若いうちは過あやまちの一つや二つ犯す。今日のところは、見み逃のがしてやろうじゃないか。な、田た辺なべさんよ」

「はい？」

　店員さん──どうやら田辺さんというらしい女性が、何を言っているんだこの人はという顔で呆ほうける。どうやら、彼女は僕の万引きなど微み塵じんも疑っていないらしい。そこは安心したけれど……でも……。

「……行け、少年よ」

「いやいやいやいやいや！」

　行けるか！　この状じよう況きようで、やってもいない罪を見逃されて、行けるか！

　急いでいることもあってなんだか頭に血が上ってきた僕は、早足で彼に近付いていくと、しっかりとその眼力を跳はね返しつつ……精せい一いつ杯ぱい、今の僕が言えることを告げてやった。

「く、クリスタル・クレイドル３だと思います！」

「……なに？」

　目をぱちくりとさせる男性。万引き容疑への抗こう議ぎよりも先にゲームソフトタイトルの訂正が優先して出てきちゃうあたりが、僕の僕たる所以ゆえんだ。……駄目すぎる。

　と、次の瞬しゆん間かん、店員さんが「あ」と声を漏もらし、レジ内で商品検索を開始する。どうやら、商品名に思い至ったようだ。

「クリスタル・クレイドル！　お客様が探しておられる商品は、クリスタル・クレイドルじゃありませんか？」

「ん……？…………。…………ああ！　それだ！　それだった気がする！」

　男性はパァッと表情を輝かがやかせて応じる。そうしてニコニコ笑顔のまま僕の方を見ると、無理矢理僕の手を取ってぶんぶん振り回してきた。

「ありがとう、少年！　キミのおかげで、私は大切なことを思い出せたよ！」

　また大おお袈げ裟さなことを。僕が「いやぁ……」と苦笑いをしていると、彼は笑顔のままで続けてきた。

「よしっ、その善行をもって、万引きの罪を水に流そうじゃないか！」

「いやいやいや、ですからっ、僕はそもそも──」

「ありました！」

『え』

　僕と男性の間に、店員さんの声が割って入る。なにかと思って二人で見ると、彼女は笑顔で告げてくる。

「ありましたよ、クリスタル・クレイドル３！　在庫が一本だけ、店内に……」

『ええ!?』

　男性は勿論、僕まで素すっ頓とん狂きような声を上げる。あれぇ、おかしいな、僕が確認した時は、店頭に空パッケージさえ既すでになかったけれど……。

「で、そ、それは何処どこに!?」

　男性が前のめりで店員さんに訊ねる。店員さんは「ちょっとお待ち下さいね」とレジ操作を始めるも、その作業の途中で……。

「あ」

『……あ？』

　なにやら妙な声を漏らす。僕らが首を傾かしげていると、店員さんは気まずそうな笑顔を向けてきた。

「クリスタル・クレイドル３の在庫が、たった今、なくなりました」

『はいぃ!?』

　意味が分からず声を上げる僕ら。いや別に僕は欲しくないんだけれど、それでも、色々不可解がすぎる。なによりそれは、天道さんが手に入れるはずだったものかもと考えると、なんだか少し悔くやしかった。

　店員さんがなにやら困った様子で視線を彷徨さまよわせる。……？　僕と男性は一度顔を見合わせると、何気なく、店員さんの視線の先を追い……。

「……あ」

　そして、見つけてしまった。

　店内逆側の別のレジで、誰だれかが、今まさに何かの精算を終わらせて、明らかにゲームソフトが入っていると思しきサイズの袋ふくろを手に取る、まさにその瞬間を。

『あ！』

　僕と男性があげた大声に、今まさに商品を受け取った人物が振り向く。……って、あれ、今気付いたけど、あの制服……そして、あの特とく徴ちよう的なワカメヘアーって、まさか……。

「……ケータ？」

「チアキ!?」

　僕の天敵、星ほしノ守もり千ち秋あきが不思議そうに首を傾げてそこに佇たたずんでいた。
















　彼女は僕の視線が自分が手に持つレジ袋に向かっていると気付くと、なにやら察した様子でニタァと意地の悪い笑みを浮うかべる。

「やーやー、クリスタル・クレイドル３最後の一個が手に入るだなんて、自分は、超ちようラッキーですなぁ、えっへっへ」

「く……チアキお前……！」

　なんと性格の悪い！　なぜこんな女の人気が現在我が校で急きゆう上じよう昇しよう中なんだ！　い、いや、よく考えたら、僕はもう二本も持っているのだけれど。だから彼女にドヤ顔される謂いわれは一切ないのだけれど。それでも……それでも、なんだろう、この妙な敗北感は！

　そう。ソフトを既に持っている僕さえこんななのだから、当然の如く、それを今の今まで必死で探していたらしい隣となりの男性にしてみれば……。

「き……貴様ぁ！　そこに直れぃ！」

「ひぃっ!?」

　自分が煽あおられたのだと勘かん違ちがいしたらしい男性が、チアキに向かって全力で叫さけぶ。

「（やばっ！）」

　元来、僕以外に対しては超気弱な女の子であるチアキがウサギの如く涙なみだ目めでぷるぷる震え出す中、僕は慌あわてて男性に取りすがる。

「ちょ、ちょっと待って下さい！　今のは違うんです！　っていうかチアキも、馬ば鹿かなことしてないでさっさと行く！　しっしっ！」

「う……うぅ！……け、ケータのバーカバーカ！」

「なんで!?」

　何やら涙目でぴゅーっと去って行くチアキ。なんか知らんが、折せつ角かく助けたのに好感度下がった。……いやいいんだけど。別にチアキの好感度なんてどうでもいいんだけど。

「離はなせ！　離せ少年！　この、悪の一味共め！」

「こっちはこっちでエラい勘違い発生してるし！」

　僕は必死で男性を宥なだめると、とにかく、僕はともかくとして、ゲームソフトを買っただけのチアキには何一つ罪がないじゃないかと説明した。

　そうして次第に落ち着きを取り戻もどした男性は「す、すまない……」と謝罪の言葉を口にすると、本当に申し訳なさそうに、僕と店員さんに頭を下げた。

「ワタシはどうも、感情が昂たかぶると舞台のテンションになりがちらしく……」

『知ってます』

　僕と店員さんが即そく答とうすると、彼はもう一度頭を下げ、そして「あ、これを」と丁てい寧ねいにも名めい刺しを差し出してきた。果たしてそこに書かれていたプロフィールは……。

「俳優の、宮みや本もと聡さとしさんですか……」

「ええ、主おもに舞台を中心にやらせて貰もらってます」

　白い歯をキランとさせながら応じる男性。残念ながら僕はその名前を聞いたことがなかったが、身み形なりを見るだにちゃんと売れてそうな人っぽい。

　彼はもう一度店員さんに頭を下げると「ではこれで……」と売り場に背を向ける。僕もこれ以上そこにいても仕方ないため、とりあえず店員さんに「本当に万引きはしてませんよ！」とだけ言うと、「分かってますよ」と苦笑する彼女に見送られ、その場を後にした。

　当然男性にももう用はなかったのだけれど、彼は僕に歩調を合わせると、なぜか隣に並んで、大人な笑顔を見せてくる。

「ふ……ワタシもキミも、反省しないとな」

「いや僕に反省する箇か所しよなんて一つもなかったですけれど!?」

　なんで巻き込まれてるんだ僕。っていうか彼の中で万引きの疑い解けてないのかよ。

　とりあえず一生懸けん命めい万引き容疑への釈しやく明めいをしながら歩き、デパートの入り口に差し掛かかったあたりで「じゃあこれで……」と彼と別れる。

「ああ、すまなかったな、少年！　強く生きろよ！」

「は、はぁ」

　街中へと向かう僕の背中に大きな声がかけられ、周囲の主婦達が注目する中、ぶんぶんと大きく手を振ふる宮本さんに僕は小さく会え釈しやくだけ返して、そそくさと場を去る。

「（なんだか妙みような人に絡からまれたけど……と、とにかく次だ、次。目的を忘れるな、僕）」

　気を取り直し、改めて天道さんを探すためのゲームショップ巡めぐりを再開させる。

　二軒目は、この街唯ゆい一いつの家電量りよう販はん店だ。ポイントのことを考えれば一番ソフトが割安で買えるのだけれど、どうもあまりゲームに力を入れていない店てん舗ぽらしく、品しな揃ぞろえや在庫数が酷ひどい。僕的には「一応最初に、期待せず見に来る場所」という感じだ。目的のソフトがあればラッキー、なくて普ふ通つう。そんな場所。

　五分ほど街中を歩いて家電量販店へと辿たどり着くと、ゲームコーナーを目指しつつ、なんとなく最新の液えき晶しようテレビを眺ながめてみたりする。……僕は別に映像の僅わずかな遅ち延えんとかまで気にするゲーマーじゃないけれど、普通にでかくて画質の良いテレビには見とれてしまう。

　また丁度大型のテレビにゲームのＣＭが映し出されたものだから、僕はしばらくほけーっとそれを眺めてしまった。結局最後まで見終わったところでハッと我に返ると、僕は周囲に天道さんがいないかを探しながらゲームコーナーへと向かう。が……。

「（やっぱり、天道さんはいないか……）」

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんでオーラバリバリの天道さんは、いれば一目で分かる。というか、周囲の人の視線がわんさと集まっているから、傍そばにいて分からないということがありえない。

　仕方なく僕は店内ソフトのチェックだけ済ませ、案の定ここもクリクレ３の在庫がないのを確認すると、その場から──

「タルタルソース・ガブ飲ンドルはございますか!?」

　──去りかけた瞬間、ゲーム売り場のレジのほうから聞き覚えのある男性の大声が響ひびいてきた。僕は嫌いやな予感に身を震ふるわせながらも、そっと、棚たなの陰かげから顔を出して様子を窺うかがう。と、そこには……。

「ですからっ、タルタルなんたらです！　いや、タルタルでさえないかもしれない！」

「はいぃ？」

　──相変わらず店員さんを困らせる、圧の強い男性俳優の姿があった。

　若いバイトと思しき店員のおにーさんが困った様子で助けを求めているも、生憎あいにく周囲に他の店員さんはいない。その間もずっと、彼──宮本さんは漠ばく然ぜんとした妙なタイトルを連呼する。

　……本来ならば、無視して帰りたいところだ。僕には僕の用事がある。しかし……。

「……あの、店員さん。この人の言っているのは、最近発売されたクリスタル・クレイドル３のことです。在庫ありますか？」

「あ、キミは……」「しょ、少々お待ち下さい」

　宮本さんが驚おどろく中、店員さんは得心がいった様子で在庫検けん索さくをかける。その間、宮本さんがまるで運命の出で逢あいでも果たしたかのような笑顔を僕に向けてきた。

「これは僥ぎよう倖こう！　まさに奇き跡せきの采さい配はい！」

「あはは……ど、どうも」

　相変わらずの舞ぶ台たい演劇がかったテンションに、僕は苦笑いを浮かべる。と、今いま更さらながらに宮本さんが不思議そうに首を傾げた。

「しかしなぜキミがここに？　まさか、キミも同じソフトを探しているのか？」

「え？　あー、まあー、そんなとこです」

　本当は、探している人を、探しているんだけど。そんなこと説明したってしゃーない。

　宮本さんは「そうか……」と呟つぶやくと、表情を険しくして続けてきた。

「どうやら相当な人気ソフトのようだな。……これは、ワタシも褌ふんどしを締しめてかからねば」

「……あの、もしかしてですけど、本来あんまりゲームに興味のない人ですか？」

　僕は気になって訊たずねてみる。いや、本当に興味があるなら、タイトルぐらいきちんと覚えるだろうと思ったのだ。

　宮本さんは、少し照れた様子で頭を搔かいた。

「実はそうなんだ。世間で今大人気と聞いてから、興味を持ってね。で、探してみたら本当に見つからないものだから、今は半ばムキになっているわけだ」

「はぁ……そうですか」

　最早クリクレもそんな領域に入ったのか。普ふ段だんゲームやらない人まで興味を持つとは。そりゃ品しな薄うすにもなっちゃうわなぁ。

「（……とはいえ、だったら、もっとちゃんとゲームに興味ある人の手に渡わたって欲しいかも……。少なくとも、この人と天道さんなら、断然天道さんの手に渡って欲しいよなぁ）」

　別にそこに差なんてないのだけれど、そこまで興味ない人に買われて放置されてしまうぐらいなら、とりあえず今は内容がやりたくて欲ほつしている人の手に届いて欲しい。

　そんなことを考えていると、店員さんが申し訳なさそうに報告してきた。

「あー、ないみたいですね、クリスタル・クレイドル３。申し訳ありません」

「そうですか……。分かりました。お手数おかけしましたな。では！」

　そう告げると、颯さつ爽そうと場を去る宮本さん。僕もなんとなく一いつ緒しよに歩き出すと、彼は頰ほおをぽりぽりと搔いて、誰にともなく呟いた。

「うーむ、ないものだなぁ。こうなったら金に糸目はつけないのだが……」

「だったらネットオークションとかありますけど」

「む、いや、それは何か違うな少年。ワタシは、今すぐ手元に欲しいのだ。それならば、金はいくらでも払はらっていい気分というかだな」

「はぁ……」

　気持ちは分からないでもない。僕だって、欲しいソフトを探し回って、結局何の割引もない定価で買っちゃうこともあるわけだし。

　量販店入り口まで向かい、「じゃあ僕はこれで……」と街に歩き出したところで。

　宮本さんの大きな独り言が、背中越ごしに聞こえて来た。

「ああ、誰だれか、余ったソフトを持っている人間でもいないものか……」

「（ぎくり）」

「もしそんな者がいたら、全力で粘ねばり腰ごしの交こう渉しようをする所存なのだがなぁ……」

「（ぎくりぎくり！）」

　そぉっと背後の様子を窺う。……特に、僕の方を見み据すえている感じとかではない。本当に、単なる独り言のようだ。……独り言、だよな？　で、でも俳優さんだし……。

　と、ふと彼と視線が合いそうになり、僕は慌てて前に向き直る。

「（こりゃあ……僕がソフトを余分に一本持っているとバレたら、すげぇ面めん倒どうなことになるぞ……！）」

　背筋にゾッとするものを覚えながら、そそくさと場を去る。

　僕は息が上がる程の早足で、最後の店……僕が一番よく利用する、行きつけのゲームショップへと向かう。

「（……と、またあの人とバッティングしないように気をつけないと！）」

　そう決意した僕は、普段は使わない小路を利用してショップへと向かう。この道は距きよ離り的には大通りを行くのと大差ないが、少し狭せまかったり薄うす暗ぐらかったりするため、通常ならわざわざ使用する理由もない道だ。

「（とりあえず、宮本さんがここを通ることはないだろう……って、あ）」

　小路を往ゆく途と中ちゆうで、大事なことに気付く。

「（つまり、それは天道さんも使わないってことじゃないか！）」

　なにをしているのだろう、僕は。宮本さんから逃のがれることに意識がいきすぎて、当初の目的……天道さんと逆回りでのバッティングを狙ねらっていたことを、すっかり忘れていた。

「（うわぁ、ここですれ違ちがっていたらどうしよう……）」

　そうは思うものの、今更引き返して分ぶん岐きをやり直す距きよ離りでもない。

　僕は一つ嘆たん息そくすると、とりあえず、まずショップに向かってしまうことにした。もしかしたら、なんらかの理由で僕の想定よりずっと下校の遅おそかった天道さんが、今まさに店にいるかもしれないし。

　淡あわい期待とともに、最も早はや安心感さえ覚える程に見知った個人経営のゲームショップへと入店する。……思えば、初めて天道さんに声をかけられたのも、ここだったっけ。

「（うん。そう考えると、なんだか……ここで、運命の再会ができそうな気がする！）」

　これがラブコメなら、ここにイベントを配置しないでどこに配置するっていう場面だ。

　ドキドキと胸を高鳴らせながら、店内奥へと歩を進めていく。

　果たして、僕の期待は見事に──

「（…………ですよねー）」

　──打ち砕くだかれた。店内には金きん髪ぱつ美少女の姿なんか、どこにもありゃしない。

　そりゃこれまでの人生、平へい凡ぼんに平凡を重ねてきた僕だ。ラブコメテンプレの法則なんか、この僕に適応されるわけがない。むしろ、適応されそうなフラグと言えば──

「店主よ、頼たのもう！」

「（ほぅら来たよ！）」

　もう見なくても分かる男性の声を受け、僕は咄とつ嗟さに棚の後ろへと身を隠かくす。

　男性──宮本さんはドスドスと足音を鳴らしながら入店してくると、露ろ骨こつに僕を探さがしている様子でキョロキョロと店内を見み渡わたしながら、レジの方へと近付いていく。

「（こ、この店の構造を完かん璧ぺきに把は握あくしていて、助かった……）」

　僕は彼の視線からうまく逃れる様に、棚の間を移動する。……ちょっとしたスネーク感覚に一いつ瞬しゆん興奮を覚えたものの、しかしすぐに「なにやってんだ僕は……」と落ち込む。……僕は今日、こんなことをするためにゲームショップ巡りしていたわけじゃないだろう。

「くり……。……クリスタル・クレイドル３はあるか、店主よ！」

「いや、俺はバイトなんですけど……」

　ようやくタイトルを正確に言えた宮本さんの様子を窺いながら、ジリジリと入り口へと近付いていく。……既すでにこの店にクリクレ３がないのは確認した。僕の経験上、ここは店頭にパッケージがないのに在庫はある、なんてケースはない。

　実際、想定していた通り、店員さんはすぐに申し訳なさそうに応じた。

「クリスタル・クレイドル３でしたら、昨日にはもう完売してしまっておりまして……次の入荷も、未定です」

「く……！　万ばん策さく尽つきたか……！」

　レジ前で遂ついにはくずおれる宮本さん。……なんだあの、一人舞ぶ台たいは。店員さん、すげーオロオロしていらっしゃる。そりゃそうだろう。

「（よし、この隙すきに……）」

　僕は宮本さんの意識が逸それている間に、入り口へと移動を再開する。……結局天道さんとは会えなかったけれど、まあ、仕方ない。というか、結局どこの店にもクリクレ３がほぼなかったことを考えると、恐おそらく、天道さんも今日は手に入らなかったはずだ。

　となれば……。

「（普通に、明日あしたの休み時間渡せるかもな、これ！）」

　ネットオークション等で買ってしまう可能性もなきにしもあらずだけれど。でも、少し様子を見る確率も高いわけで。

　しかも、今日一日自分の足で探し回って、それでも手に入らなかったソフトを渡せたとなれば……恩返しになるのは勿もち論ろん、僕への好感度もかなり上がってくれるハズ！

「（ちょっとずるいかもだけど……でも、天道さんも喜ぶことだし！　うん、こういうのは前向きに考えてぐいぐいいかないとな！）」

　僕は宮本さんという危機を乗り越こえられた達成感からか珍めずらしくポジティブシンキングになると、レジに注意を向けながらも、足取り軽くショップを去──

「あ。雨野君！」

「……え？」

　突とつ然ぜん、入り口から誰かに声をかけられて、ぎくりと身を強こわ張ばらせる。ぎぎぎと軋きしむ首を捻ひねって声の主ぬしを確認する。と、それは……。

「み、三角君!?　な、なんでここに……」

「ああ、部活早く終わったから、僕もクリクレ３探してみようかなって」

「そ、そうなんだ……」

　額にぶわっと汗あせが噴ふき出してくる。なぜって……三角君がどうこうというより……その……明らかに……今……レジ方面から僕の方に視線が注いで……。

　が、状じよう況きようが分かっていない様子の三角君は、笑顔で、地じ雷らいを踏ふみ抜ぬいていく。




「それで雨野君、余っていたクリクレ３、ちゃんと彼女に渡せたかい？」




「（三角くぅぅぅぅぅぅぅんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん！）」

　爽さわやかに微笑ほほえむ彼の顔が、こんなにも小こ憎にくたらしく思えたことが、これまであったろうか！　彼に悪意がないのは百も承知だけれど……ごめん三角君！　今すげー殴なぐりたい！

　が、僕が彼の顔にひょろひょろ猫ねこパンチを叩たたき込む暇ひまもなく、背後から迫せまる気配。

　ハッとして振ふり向くと……そこには、三角君とはまた違った、いやに爽やかな笑顔を湛たたえた宮本さんが立っていた。

「やぁやぁ、奇き遇ぐうだねぇ、少年！」

「ぎゃああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　思わず楳うめ図ずか○おタッチの表情で悲鳴を漏もらす僕。状況が読めず首を傾かしげる三角君。ニコニコと微笑む宮本さん。

　宮本さんは、だくだくと冷ひや汗を垂らす僕の前に佇たたずむと……次の瞬しゆん間かん、突然、その場に膝ひざをついて土下座を繰くり出してきた。

「お願いだ！　いくらでも出すから、そのソフトをワタシに譲ゆずってくれ！」

「いやです！」

　ソッコー全力で拒きよ否ひる僕。こ、これは、最早僕にとってただの値打ちあるソフトじゃない。天道さんの心に架かける橋だ。お金でどうこうというレベルのものじゃない。

　しかし、それでも宮本さんの嘆たん願がんは続く。

「では何が欲しい!?　サインか!?　ワタシのサインが欲しいのか!?」

「要いりませんよ！」

「要らないとはなんだ！　俳優に対して失礼じゃないかねキミ！」

「ごめんなさい！」

　あまりに圧がアレだったので脊せき髄ずい反射で謝ってしまった。が、すぐに気を取り直す。

「いや違います！　サインがどうこうじゃなくて、僕は、ただただこのゲームを譲る気がないんです！」

「じゃあ何となら取引に応じてくれるというのかね！」

「何にも代え難がたいんですよ！」

「ワタシの首をやると言っても駄だ目めかね！」

「色んな意味で駄目でしょうよ！」

「よし分かった。非常に不本意ではあるが…………一度ぐらいなら、デートしてあげても構わない！」

「不本意なのはこっちですよ！　首と同レベルの要らなさですよ！」

「サイン、首、デート、そのどれも要らないとは、少年、キミはどこまで無む欲よくなのだ!?」

「普ふ通つうですよ！　だったら金が一番良かったですよ！」

「よしでは金銭で取引成立だな！　千五百円でいいか!?」

「そういう話じゃないし！　あと安い！　普通にソフトの定価より安いですよ！」

「……く、なんて独特の価値観を持ち合わせた少年なのだ」

「これ以上なく普通の価値観だと思いますけど!?」

　そうして、僕らの背後で三角君がオロオロとし、店員さんが「店先で変なやりとりすんのやめてくんねぇかな……」的視線で見つめてくる中。

　僕と宮本さんはしばし無言の睨にらみ合いを続けるも……先に折れたのは、意外にも彼の方だった。

　彼は突然ふっと笑って立ち上がると、膝の埃ほこりを払はらって、僕に苦笑いを向けてきた。

「いや、すまなかったな、少年。みっともないとこを見せた」

「え？　いえ……」

　その案外あっさりした引き際ぎわに、僕はキョトンと目をしばたたかせる。

　宮本さんはポリポリと頭を搔かき、続けてきた。

「本来縁えんもゆかりもないワタシのような人間に、これまでイチイチ救いの手を差し伸のべてくれたような優しいキミが、どうしても譲れないと言うんだ。それ相応の理由があることは明白だ。……悪いことをしたね。許してくれ」

「え……あ、いえ……そんな……。……こちらこそ、すいません」

　なんだか急に宮本さんからこそこそ逃にげ回った自分が恥はずかしくなり俯うつむくと、彼は快活に笑ってポンポンと僕の肩かたを叩いてきた。

「何をキミが謝ることがあろうか。ワガママを言ってばかりなのはワタシだぞ？」

「そう……かもしれませんけど……」

「本当に気にする必要はないよ。実際、ワタシもあのゲームがどうしてもやりたくて欲しかったわけでもない。少し意地になっていただけでな」

「は、はぁ……そう言って下さると……」

「ああ。……っと、すまない、電話だ」

　言って、胸ポケットからスマホを取り出す宮本さん。僕は彼と三角君を交こう互ごに見ると、「じゃ、じゃあ僕はこれで……」と切り出す。

　最後までイマイチ状況の分かっていなかった様子の三角君が「じゃ、じゃあ」と告げ、宮本さんが颯さつ爽そうと手を上げて微笑む。

「ああ、もしもし、ワタシだが……」

　彼が電話で話し始めたのを確認すると「ボクは少し店内を見ていくよ」と言う三角君と軽く別れの挨あい拶さつをし、僕はようやく店から去──




「ああ、カオリ。すまなかったな。例のソフトはどこも売り切れだったよ。ああ。……そうだな、家族一いつ緒しよに遊べるものは他にもあるだろう。ああ、娘むすめにもそう言って──」




　…………。

　気付けば僕は、店の入り口で、ぴたりと足を止めてしまっていた。




　　　　＊




「行きずりのおっさんにタダで譲っただぁ!?」

　早朝の教室内に、上原君の怒ど声せいが響ひびき渡わたる。クラスメイト達どころか廊ろう下かを往く生徒達からさえ注目を受ける中、僕は小さく自分の席で縮こまった。

「……すいません」

「すまんで済んだら、ラブコメ警察は要らないだろう！」

「いやそもそもどこにいたんですか、ラブコメ警察」

「ここだよ！　俺が署長だよ！　そして俺の独断でお前は今や無期懲ちよう役えきだ！」

「警察の管かん轄かつを大きく外れている気がしますが……」

「黙だまれラブコメ自殺未み遂すい！」

「なんて斬ざん新しんな罪状！」

「どうしてお前はそう、いつもいつも、明確な自己意志で天道とのフラグをクラッシュするんだ！　偶ぐう然ぜんのすれ違ちがいとかならまだしもよ！」

「返す言葉もございません。ただ、あの、弁護人の三角君だけでも呼んで貰もらっても……」

「うちの署じゃ取り調べに弁護士は立ち会わせねぇぞ！」

「腐ふ敗はいしきってますねラブコメ警察」

「そりゃ扱あつかう事件が事件だからな！　現場もクサクサするさ！」

「加害者も被ひ害がい者も捜そう査さ関係者も、誰だれ一人幸せにならないシステムですね、ラブコメ警察」

「うるさい！　それでもお前みたいなのを取り締しまれるなら、俺達は本望なのさ！」

「なんて不毛な組織だ。そして、そこまで言われる程の罪、僕犯しましたかねぇ？」

「……ああん？」

「すいません、僕、檻おりに入ります。自分から檻に入らせて頂きます」

　上原君のあまりの剣けん幕まくに、しょんぼりと俯く僕。彼はそんな僕の様子をしばし眺ながめたのち、諦あきらめたように「はぁ」と嘆たん息そくしてきた。

「……もういいさ。お前がそういうヤツだってのは、俺も知ってるわけだし」

「わ、なんか凄すごく友達っぽい台詞せりふだね、今の！」

「うっせぇマジでしばくぞコラテメェ」

「わー、なんか凄くイジメ主犯格っぽい台詞だったね、今の……。……ごめんなさい」

「……はぁ」

　上原君はもう一度これみよがしの溜ため息いきを吐ついて、続けてくる。

「まあ元々お前のソフトだ。誰だれに譲ろうと自由は自由だけどよ。それにしたってお前……たまたま知り合ったおっさんに、ゼロ円って。いくら金積まれても譲れないって気き概がいじゃ、なかったのかよ？」

「え？　うん、まあ、その気概は今も変わってないよ？」

「はぁ？」

　理解できないという風に首を傾げる上原君に。

　しかし僕は、ケロッと告げる。

「確かにいくらお金を積まれても譲れないけどさ。でも、そこに幸せなゲーム風景ができるっていうなら、それはもう譲らないわけにはいかないよね」

「……なんだそりゃ。お前は仏か。ゲームの神様か何かか」

　呆あきれる上原君に、僕は苦笑いで返す。

「別にそういうわけじゃないけどさ。うーん……わかんないかな？　自分の好きなゲームが、誰かに、心底楽しんで貰える幸福っていうの？」

「……その相手は、天道じゃなくていいわけか？」

「うん、まあ、天道さんにも楽しんで貰いたいけどさ。でも、多分天道さんなら遅おそかれ早かれ手に入れると思うんだよね、ソフト。でも、宮本さんの場合は、あそこでソフト渡さなかったら、もう代だい替たい物に行っちゃいそうだったからさ……つい……」

「ゲーム好きとしては、見過ごせなかったか。……ホント、馬ば鹿かじゃねえの、お前」

「……ごめん」

　流石さすがに今回の件は、自分でも呆れる。見知らぬ人にゲーム渡して悦えつに入いるなんて、趣しゆ味みの悪い慈じ善ぜん活動かもしれない。……だけど……それでも……。

　家族とゲームを囲む楽しさを、僕は、誰よりも、知っているつもりだから。

　僕がしょんぼりとしていると、上原君がふっと笑って慰めるように告げてくる。

「……ま、いいんじゃねえの？　雨野っぽくてさ」

「上原君……」

　僕が目をうるうるさせていると、上原君が照れたように視線を逸そらして話題を変えてきた。

「で？　本来なら手に入るはずだった天道とのリア充じゆうタイムを、お前はこれから、どう埋うめ合わせるつもりだよ？　ええ？」

　そんな、何かを試すような彼の質問に。

　僕は……決まりきった答えを、堂々と、笑顔で、告げてやったのだった。




「勿もち論ろん、いつものように楽しくゲームして過ごすだけだよ」





エピローグ






　足取り軽く帰宅した宮本聡は、自宅玄げん関かんの前でにんまりと微笑ほほえんで小こ脇わきに抱かかえた鞄かばんの中身を思った。

　最近娘が欲しがっていたソフト。しかも、家族で遊べるというそれを、宮本は心から欲ほつしていた。いくら金を積んでもいい程に。

　ここしばらく仕事が立て込んでいたせいであまり旅行などにも行けなかったから、埋め合わせには丁度良い。しかも娘は行動力のある子だから、放っておいたらすぐにでもソフトを自ら手に入れてしまい、こちらから一緒にやろうと声をかけづらくなってしまうところだったが……あの少年のおかげで、実に素早く手に入れることができた。これで、娘とコミュニケーションの時間が取れる。

　宮本はワクワクしながら、妻と子が待つ自宅のインターホンを鳴らす。

　そんな折ふと宮本の視界に入った表札には──「天道」の文字。芸名と本名の使い分けにももうすっかり慣れたもんだなと、一人苦笑する。

　玄関ががちゃりと開き、妻の天道花か織おりが穏おだやかな笑顔で迎むかえ入れる。

　彼女は片目を瞑つむって見せると、娘が既すでに帰宅していることと、ゲームソフトを手に入れられず失意の中にいることを教えてくれた。

　宮本はそれに笑顔で返すと、玄関の内に入り、そして……。

　愛する娘の名前を、少し芝しば居いがかった大声で、呼んだのだった。




「ただいま！　おーい、花憐、ちょっといいかー！」








【ゲーム同好会と二人プレイ】






「だからチアキは極きよく端たんなんだよ！　『萌もえ』はあくまで万ばん物ぶつに宿る普ふ遍へん的な概がい念ねんであって、変に排はい除じよしようとする方が、創作物はむしろ不自然になるんだって！」

「ほぅほぅ、不自然にですかぁ。じゃあじゃあ、ケータに質問。戦争映画とかにも萌えは必要って、ケータは主張するわけ？」

「だーかーらー！　そういう発想が極端だって話をしているんだよ！」

「極端の何がいけないんですかー。個人の価値観は偏かたよってこそじゃないんですかー。ふん、これだから中立こそがなによりの建設的意見と思い込んだ思考停止ぼっち野や郎ろうは……」

「つまらない大人にはなりたくないぜ系こじらせクリエイターよりはマシじゃないかな」

「うっさいよそこのチビ」

「もっさいぞそこのワカメ」

　放課後の教室内で、一つの机を挟はさみ、睨にらみ合って、火花を散らす男女。

「お前らさー、仲良くしろよー……。……ふぁ……」

　俺はそんな二人の真ん中で欠伸あくびを嚙かみ殺しながら、半眼でゆるゆると二人の喧けん嘩かを諫いさめた。が、当然のことながら、この二人の口論がこの程度の制止で止まるわけがない。俺を完全に無視して再開された「萌え討論」をぼんやり眺めながら、俺は一人……いよいよ、禁句とも言える結論に達してしまう。




「（この同好会、つまんねぇえええええええええええええええええええええ！）」




　ゲーム同好会発ほつ足そくから既すでに一ヵ月少々。不定期開かい催さいで、週に一～二度の頻ひん度どで集まっており、今回で丁度十回目にあたるこの同好会活動なのだが……。

　ぶっちゃけ、そのうち八回がこの何度繰くり返されたか分からない、雨あま野のと星ほしノ守もりの不毛な喧嘩に費やされている。そんなの、いつも完全に議論の蚊帳かやの外たる俺からすれば楽しいはずもなく。

　しかもまた、この喧嘩というのが……確かに喧嘩は喧嘩なんだが、俺から見るとどうにもその、胸のあたりが妙みように痒かゆくなるやりとりが多いというか……。

「ところでさ」

　ふと、萌えの擁よう護ごを一段落させた雨野が、一時休戦とばかりにネクタイを緩ゆるめて大きな溜息を吐ついて話を仕切り直す。

「チアキ、クリクレ３はどこまで進んだ？」

　対する星ノ守はコーヒー味のパック豆乳で軽く喉のどを潤うるおした後、先程までの剣幕はなんだったのかという上じよう機き嫌げんさでそれに応じた。

「ふっふーん。よくぞ訊きいてくれましたケータ。自分は……なんとなんとっ、遂ついに享きよう楽らくの都みやこエルストにまで到とう達たつしたところですっ！」

「あ、僕と全く同じ」

「ええ!?　うくぅ……今度こそ先行したと思ったのに……！」

「いや、それはこっちの台詞せりふだよ。昨日の僕ときたら、運要素が驚おどろく程ほど全部いい方に転んで、ガリガリ進んだのにさ」

「お、同じくです。自分も数年に一度あるかという引きを見せた日でした……！」

　うぐぐと歯ぎしりしながら睨み合う二人。そうして、数秒の沈ちん黙もくの後。

「……か……渇かわき谷のボス、良かったよね……」

　視線を逸そらしながらぽつりと切り出す雨野。

「……まあ……その……戦せん闘とう突とつ入にゆう前演出といい、ＢＧＭといい、難しいながらも決して理り不ふ尽じんではないボス行動パターンといい、確かに、いいボスでした……」

　こちらもまた視線を逸らしながら、おずおずと答える星ノ守。

　二人はそのままちらちらと視線を交わし合いつつも、決して正面から向き合うことはなく、それでもどうしても会話だけはやめられない様子で、そわそわとしながら続ける。

「あ、あとここ数ダンジョンのバランスの良さったらないよね。スキルの充じゆう実じつもドロップ武器の能力も加速度的に気持ち良く上じよう昇しようしてきているのに、それでも全然戦闘が作業的にならないあの絶ぜつ妙みような難易度調整たるや！」

「ですです！　あれは老舗しにせの面めん目もく躍やく如じよといったところですかね！　いやケータ、いい目の付け所ですよ！　そうなんです！　ああいう地味な評価点を一いつ緒しよにリアルタイムで語れる人って、そうそういないんですよね。現在ネット上だと、自分達みたいなぬるゲーマーを置き去って既にクリア後のやりこみ話が主流ですからね……」

「そう！　そうなんだよ！　一日のゲーム時間が限られる上に決して上手うまくもなく、更さらに他のゲームも並行しちゃうような僕らって、同じ進行度の人と交流できることなんてそうそうないんだよね。だからこそ、弟とばかり話しちゃうっていうか……」

「分かる！　自分も自分もっ、進行度が同じ段階の会話ができたことって、妹ぐらいしかありませんでした！　まあ、そもそもぼっちですし……」

「だよね……一緒に足並み揃そろえてくれる友達とか、僕らいないもんね……」

「だからだから、自分、ケータに追いつけ追い越こせでゲームやっている最近はホント……」

「うん、僕も最近はすっごく……」

　ちらっ、ちらっ、と互たがいの様子を窺うかがいながらもじもじしだす二人。そして……。

「でもでも、やっぱりヒロインのリーザはあざとくて嫌きらいです、自分」

「はぁ!?　あれをあざといだって!?　はんっ、これだから、すぐ二次元ヒロインを『現実的じゃない』とかって僻ひがむ負け組女子は……」

「はぁ!?　きもっ！　本気でヒロインキャラ擁護始める男とか、ないわー」

　突とつ如じよ、第二ラウンド開始とばかりに、これまでの微び妙みような距きよ離り感から一転、正面から互いの瞳ひとみを見み据すえてバチバチやりあいながら口論し出す二人。

　俺はそんな二人を生あたたかーく見守りながら……心の中で、叫さけぶ。

「（もう結けつ婚こんして家でやれよぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！）」

　お分かり頂けるだろうか、この、喧嘩は喧嘩でも……夫ふう婦ふ喧嘩のそれみたいな、見ていられなさ。近くで見守る俺の胸に去きよ来らいする、ざわざわ感。

「（俺、雨野のラブコメ見守るのが趣味みてぇな部分はあるけども……！　なんかもう……この二人のやりとりに関しては、糖分高すぎて美味おいしく食べきれないわ！）」

　これでまだくっついていないどころか、友達でさえないと言い張るのだから驚きだ。なんなんだ一体。俺はここしばらく、放課後、何を見せつけられているんだ。

　また、こちとら現在カノジョと微妙な距離感にある身だから、余計に辛つらい。なんかもう、俺、雨野を殴なぐっても許されるんじゃないか感がある。「全くの八つ当たりだけど情状酌しやく量りよう」と陪ばい審しん員いんに裁定して貰もらえる気がする。

　そんな俺の感情に反して、二人はまだだらだらと口論を続けていた。

「リーザがセレナに嫉しつ妬としてふくれる場面とか、最高にキュンキュン来るじゃん！」

「ああ、あのイベント、ホントきもいです。っていうかラブコメとか見るといつも思うんですけど、特に付き合ってもいない段階のヒロインが、主人公が他の異性と一緒にいるだけで怒おこるとか、なんなの？　意味わかんないんですけど。そんな権利ないよね？」

「いや嫉妬に権利とかないでしょ！　じゃあチアキは、気になる男子が可愛かわいい女子と歩いていたら、どう思うのさ！」

「え、じ、自分は……えーと……」

　そこでちらりと俺の方を見る星ノ守。……正直以前からなんだか懐なつかれている自覚はあったが、雨野との熟年夫婦っぷりが堂に入いっているせいか、どうにも俺的にこの好意は本気で受け取れない。だって雨野が俺に懐いているのと実際同じ理り屈くつだろ、これ。ぼっちが新たにできた友達に入れ込むのは、刷すり込みみたいなもんだ。

　星ノ守は俺と目が合いそうになると慌あわてて視線を戻もどし、そうして、数秒の黙もつ考こうの後、どこか苦笑い交じりで雨野に応じた。




「自分は……好きな人が異性と楽しそうにしてたら、少しだけしょんぼりするかもですが……でもでも、最終的には、やっぱり『良かったな』って思うだけ……だと思います。す、少なくとも、怒ったりなんか、するわけが、ないです。はい」




『…………』

　少しはにかんだ様子でそう答える星ノ守を見て、俺と雨野は一いつ瞬しゆん息を吞のんで黙だまり込み……そうして、彼女が恥はずかしそうに俯うつむいた段になって、俺はちょいちょいと雨野を肘ひじで小こ突づいて耳打ちした。

「（お、おい、雨野！　お前これ見てもまだ、星ノ守をなんとも思わないのか!?）」

「（はい!?　い、いや、それはこっちの台詞だよ上うえ原はら君！）」

「（はぁ!?　なんでお前の台詞なんだよ！　わけわからん！　いやそんなことよりよ、雨野。見ただろ、今の。こいつの内面……ちょっと驚く程にいい女だぞ！）」

「（そ、そうかなぁ。そりゃまあ……その……正直、今の口論、僕、負けた感はあったけど……。つ、次は負けないし！）」

「（いやそういう話じゃねぇし！　勝ち負けなんざどうでもいい！　イマドキ中々いないぞ、こんな、控ひかえめで守ってあげたくなるような、可愛い女！）」

「（……ふーん、へー、あそう……やっぱりそう思うんだ、上原君は……）」

「（なんでそんなクズを見るような目で俺を見るんだよ！　と、とにかく、俺は星ノ守がどんだけいい女なのかっていう話をだなぁ……）」

「（そ、そんな話、これ以上上原君の口から聞きたくないわ！　サイテー！）」

「（なんで急にオネェ言葉!?）」

「（いや、なんだろ、ある人の代弁も入っているというかなんというか……）」

「（わけ分からんこと言ってないで。お前……もうちょっと星ノ守に歩み寄れよ。分かってんだろう？　こいつは、実際、いいヤツだって）」

「（ぐ……）」

　痛いところを突つかれた様子で呻うめく雨野。彼は星ノ守同様しばらく俯いて黙り込むも……何か決意し直した様子を見せると、椅い子すにきっちりと座り直した。

「ち、チアキ！」

「？　なに？」
















　背筋をピンと張る雨野と、不思議そうに首を傾かしげる星ノ守。二人、しばし互いに見つめ合うと……雨野は表情をキリリと引き締しめ、しっかりと星ノ守の目を見据えて告げる。




「そ、そういうチアキ当人にだって、男が『萌もえる』部分は沢たく山さんあると思うよ！」




　言った。言いやがったこいつ。なんかこっちが想定していた以上にドストレートで甘い言葉を吐はきやがった。異性とのコミュニケーションスキルが全く育ってないぼっち怖こえぇ。

　俺は慌てて星ノ守の反応を窺う。すると、彼女は頰ほおをほんのり紅あかく染め──どころか、頭から湯気まで噴ふき出す勢いで激げき怒どしていた！

「ひ、ひ、人を馬ば鹿かにするのもいい加減にしてよっ、ケータ！」

　ダンッと机に手を突いて立ち上がる星ノ守。呆ぼう然ぜんとする俺達を他所よそに、彼女は一人ぷるぷると震ふるえながら涙なみだ目めで続ける。

「じ、自分に『萌え』要素があるだなんて……かかっ、考えただけで、怖おぞ気けが走ります！」

『ええっ!?』

　俺も雨野もぽかんとする。いや……いくら「萌え」が嫌いだからって、褒ほめ言葉として使われても駄だ目めってのは……。

　星ノ守はぷるぷる小刻みに震える肩かたを自分できゅっと抱だく。……雨野じゃないが、その小動物的な姿は「萌える」と言われても仕方ない気がする。しかも……。

「と、特に、ケータに『萌える』とかって言われるの……じ、自分、気持ち悪いだけなんですからっ！」

「（わー、萌えるー）」

　俺は殆ほとんど仏みたいな目でツンデレ少女を見つめる。が、雨野はその言葉を真正面から受け取ったらしく、「うぐっ、確かに、僕きもかったかも！」と呻いていた。ああ……こいつ、そういや自分への自信が絶望的に欠けつ如じよしているんだった。

　もう一度星ノ守の様子を窺う。……彼女は彼女で、実際本当にいやがっている様子だった。これまでの口論を見てきた俺なりの所見だが、星ノ守の嫌う「萌え」っていうのは、ヒロインの濃こいキャラ付けを指すようだった。曰いわく、なんだか外面ばかりが先行しすぎていて、人間性がごっそり欠けているように見えるから、気持ち悪いのだとか。

「（つまり星ノ守にとって自分が『萌える』と言われることは、浅い理解で終わられてしまおうとしていることと同義なんだろうな）」

　そりゃ確かに心外で悲しいかも……って、ん？　いや、待てよ。

「（こいつ……今、『特に』『雨野に』そう言われるのがイヤとかなんとかって……）」

　俺がふとそんなことを考えていると、今度は雨野が机に強く手を突いて立ち上がった、

「ぼ、僕の発言が気持ち悪かったのは、正直申し訳なかったけど。た、ただ……」

　そうして彼は熱っぽい瞳で星ノ守を睨にらみ返すと、強い意志で言い放つ。

「僕にとって『萌える』って言葉は、最上級の誉ほめ言葉以外の何物でもないからね！」

　…………ん？　い、いや、お前それはそれで、結構大だい胆たん発言じゃ──

「うるさいうるさい！　ケータに誉められたって、別に嬉うれしくないし！　どっちにしろ『萌え』とか嫌いだし！」

「はぁ!?　この期ごに及およんでまだそんな子供っぽいことを！」

「子供はどっちですか！　『萌え』とか大声で語るチビが大人とは思えませんね！」

「ひねくれワカメよりはマシだろ！」

『ああん!?』

「あのぉ……おーい……」

　二人の真ん中でそろそろと挙手して声をかけてみるものの、口論を止やめる気配のない二人。俺はしばらくその様子を見守った後……再び大きく息を吐いた。

「（自分をちゃんと見て欲しいと求める女と、いや、自分はキミを心から可愛いと思ったのだと堂々とのたまう男。この関係を両想いと言わねぇで、一体何を両想いと言うっつーんだよ……）」

　少なくとも、もうとっくにこいつらは、友達と言っていい関係性ではあるはずで。

「……ったく」

　俺はまたいつもの「萌え討論」を繰くり返す二人を、溜ため息いき混じりに観察する。

　まあ……実際この喧けん嘩かも全部含ふくめて、こいつらはいいコンビなんだろう。そういう意味じゃ、俺があれこれするのは本当にお節せつ介かい以外の何物でもないのかもしれん。

「だからぁ、チアキはさぁ──」

「ケータケータ、それはおかしいです──」

　変わらない同好会風景。優しく教室に差し込む夕陽。

　俺はそんな、結局代わり映ばえしない二人の喧嘩風景をしばしぼんやりと見守ると。

　柔やわらかく、大人な微笑ほほえみを湛たたえ。

　ゆっくりと一人、窓の外の景色へと視線をやり……静かに今日の結論を嚙かみ締める。




「（やっぱこの同好会、超ちようつまんねぇえええええええええええええええええええ！）」




　議論の蚊帳かやの外、完全なるぼっち状態で眺ながめる夕焼けは、今日も酷ひどく目に染みた。








【亜あ玖ぐ璃りと通信エラー】






　某ぼう月げつ某ぼう日じつ。今日も今日とてあまのっちとファミレスでの恋れん愛あい報告（毎回苦め）を終えた亜玖璃は、飲み物が尽つきるまでの中ちゆう途と半はん端ぱな時間を埋うめるようにスマホをいじっていた。

「（相変わらず祐たすくからの連れん絡らくが少ない……）」

　そんな事実に今日も今日とて軽く打ちのめされながら、画面をオフにする。

　そうして顔を上げると、正面ではあまのっちがスマホを横持ちにして、せっせと一いつ生しよう懸けん命めい何かの操作に勤いそしんでいた。

　亜玖璃はテーブルに頰ほお杖づえをつき、呆あきれ半分に彼を眺ながめる。

「……あまのっちって、ホント、ピコピコ好きだよねぇ」

「ピコピコって。イマドキおばちゃんでもゲームをそんな風に表現しませんよ」

　ツッコミながらも視線は画面から一切逸そらさないあまのっち。……こうして亜玖璃相手にも一切気を遣つかわず、いつもの自分でゲームができるようになったのは、彼にとって進化なのか退化なのか……。

　亜玖璃がストローで炭酸飲料を搔かき回すと、コップの中の氷がカラカラと鳴った。

「いや、なんかあまのっちのそれって、他の人のアプリ遊んでいる風景より、一段とゲーマー感出ているというか……最も早はやスマホがスマホに見えないっていうか」

「ゲームウォッチでもしているように見えますか？」

「？　なに？　ウォッチ？　妖よう怪かい出てくるアレの話？」

「違ちがいます。昔の携けい帯たいゲーム機ですよ。知りません？　それこそスマホぐらいのサイズで、白黒画面の」

　そこでようやく画面から顔を上げ、亜玖璃に一生懸命説明してくるあまのっち。……けれど、亜玖璃だってそう言われたところで、知らないものは、知らないわけで。

「むしろ、亜玖璃と同い年のあまのっちが昔のゲームを知っていることがギモン」

「え？　なんでって……足し算引き算と同じですよ。基き礎そ教養じゃないですか」

「絶対違うと思う！」

　確かに亜玖璃はゲームにとんと疎うといけれど、ゲームウォッチとやらを皆みなが知っていて当然みたいなあまのっちの認識は、それはそれで絶対違うと思う！

　そのまま亜玖璃はいつものようにあまのっちのゲーム感性批判へと話題を移そうとするも、そこで、今回は思いがけず彼から反はん撃げきを受けた。

「でも、上原君はそこそこノッてくれますよ、この手のゲーム話」

「うぐ!?」

　痛いところを突つかれて思わず口ごもる。

　……確かに、基礎教養でこそないかもだけれど、彼氏たる祐がそれなりに興味のある分野へ亜玖璃が全く理解ないのって、どうなんだろう？　そんなことだから、現在あの子……星ほしノ守もり千ち秋あきに色々脅おびやかされてしまっているんじゃないか。

　突とつ然ぜん不安に苛さいなまれた亜玖璃は、しばらくそわそわとファミレス店内に視線を彷徨さまよわせた後……あくまで何気ない風を装って、あまのっちへとゲーム話題を振ふる。

「た……祐は、最近どういうゲームやってたりするのかなー、なんて……」

　ふわっとした亜玖璃の質問に、あまのっちは再びスマホに視線を落として、明らかにこちらが片手間といった様子で応じてくる。

「最近はＦＰＳなんかにも手出し始めているみたいですよ」

「え……えふぴーえす？」

　な、何語？　かきピーとは何か関係がある？　ない？　ないよね？

　亜玖璃がそんな風に戸と惑まどっているのにさえ気付いてくれず、このゲームオタク男子はさっさと話を進めてしまう。

「確かに上原君向けかもですよねー、腕うで次し第だいで爽そう快かいに敵を撃うてるＦＰＳは」

「え？　う、うん、そうだね。た、祐にぴったりだよね、えふ……は！　ＦＰＳ！」

　そこで突然「えふぴーえす」が「ＦＰＳ」という何かの略語らしいぞと気付いた亜玖璃は、無む駄だに堂々と声を張り上げる。

　いきなりのテンションアップにあまのっちはチラリと一いつ瞬しゆんこちらを窺うかがったものの、特にそれ以上何かを追つい及きゆうする素そ振ぶりもなく、再びゲームに集中し始めてしまった。

「（ぐ……なにこれ、ＦＰＳを普ふ通つうに連呼するオタク野や郎ろうに、今いま更さらＦＰＳが何を略した、具体的にどういうゲームなのかとか、教えて貰もらいたくない！）」

　いつもは亜玖璃がファッション用語を連呼してあまのっちが「でこる……て？」なんてぽかんとする間あいだ柄がらだけに、そこの力関係が覆くつがえるのは癪しやくだ。

　仕方ないので亜玖璃は、自分で彼氏の好きな「ＦＰＳ」とやらが何か考え始める。

「（腕次第で爽快に敵を撃てるとかなんとか、言ってた……よね？　撃つ……つまり……『Ｓ』は『シューティング』なんじゃないかな！　となると、そこから導き出される『ＦＰＳ』の意味は……）」

　亜玖璃は推理を詰つめると、それとなくあまのっちで答え合わせをはかる。

「あ、あまのっちも好きなのかな？　その手のゲーム……」

「？　その手のゲームとは？」

　先さき程ほどの会話から続いていると思っていないのか、あまのっちが顔を上げて首を傾かしげる。

　亜玖璃は「ここだ！」と確信し、答え合わせを試すことにした。




「『フレンド・ペアレンツ・シューティング』ゲーム」




「友人の親を撃つゲームってなんですか!?　す、好きじゃないですよ、そんなの！」

「そうなの？　そういうところでは祐と気が合わないんだね、あまのっち」

「上原君そんなゲーム好きなんですか!?　なんか正直ドン引きですよ！」

　あ、あれぇ、おかしいなぁ。どうも「ＦＰＳ」は友達の親を撃つ系ではないらしい。

　かといって今更正確な答えも訊たずねづらい。とりあえず亜玖璃の中ではこの解かい釈しやくのままでいこうと決意していると、あまのっちがなにやらぶつぶつと呟つぶやきだした。

「しかし、上原君がそんなにハードなの好きだったなんてなぁ……。この前は、『最近ＭＯ系（モン○ンのようなオンライン複数人協力ゲームジャンル）にも興味出てきちまってまずいんだよなぁ』なんて言ってたのに……」

　その言葉に、亜玖璃はギョッとする。

「え、Ｍ……Ｍ男に興味が出てきたですって!?」

「？　ああ、はい、まあ上原君ぐらい友達多ければ、誘さそいも多いでしょうし」

「そうなの!?　そ、そんな、祐ったら、だ、だから最近あまのっちと凄すごく仲良いわけ？」

　あわあわと訊ねる亜玖璃に……あまのっちはどこか照れたように笑って「やだなぁ」と手を振る。




「僕と上原君は、まだやってませんよ？」




「まだってなによ、まだって！　何サラッととんでも発言してんのあまのっち!?」

　思わず激しくテーブルに手をついて立ち上がる亜玖璃。

「？　何興奮しているんです？　アグリさん」

「こ……興奮なんかしてないよ！　亜玖璃にそんな趣しゆ味みないんだからね！」

「は、はぁ、それはそうでしょうね。アグリさん、あんまり遊ばないから……」

「あ、遊──。ちょっとあまのっち！　あんまり亜玖璃を軽い女と思わないでよね！　っていうか、なんか亜玖璃的にチョーショックだよ！　あまのっちがそんなに軽く遊ぶヤツだったなんて！」

「？　ああ、うちは結構軽い環かん境きようなんで、見知らぬ人とならばんばん遊びますよ。オンラインで！」

「オンラインで知り合った人とバンバン遊んでいるの!?　高度だね！　もうなんか、墜おちるとこまで墜ちてるねっ、あまのっち！」

「えへへ、まあ、正直廃はい人じんと言われても仕方ないレベルではありますよね……」

「なんで多少誇ほこらしげなのさ！　そ、そんな道に、うちの祐を引っ張り込まないで！」

「それはいくら亜玖璃さんの頼たのみでも聞けませんね。本人がやりたがっているのに……」

「う、うちの彼氏が、やりたがっているとか、言わないで！」

　遂ついには顔を真っ赤にして叫さけぶ亜玖璃。

　そうして、周囲の客達からギョットした視線を受けた段になって……ようやく、あまのっちが何かに気付いた様子で、わたわたと慌あわて出した。

「ああ、ちょ、えっと、どこからか分かりませんが、なんかとんでもないすれ違い起きてません!?」

「？　すれ違いって……」

　そこで、亜玖璃もようやく落ち着いて、あまのっちと改めてじっくりと話し合う。

　そうして──数分後。




『なぁんだぁ』

　そこには、互たがいにほっと胸を撫なで下ろして談笑する男女の姿があった。

　亜玖璃達二人はこの一連の馬ば鹿かげたすれ違いを思い出し、ケラケラと笑い合う。

「まったく、こんなすれ違いに気付かないなんて、僕達ったら間ま抜ぬけですねぇ」

「ホントホント！　あははっ、あー、うけるぅ！　それにしても凄かったねぇ！」

「ホントですね！　実際奇き跡せき的でしたよ、このすれ違い方！　でもそれだけに……」

「うん、妖よう精せいさんか神様か知らないけど、ちょっと悪戯いたずらが過ぎたよね。だって……」

　そこで二人、ニコニコと微笑ほほえみ合って、ぴったりと台詞せりふを重ね合う。




『こういうすれ違いに気付かないほど、亜玖璃達（僕達）は鈍どん感かんじゃないし！』




　二人、互いの鋭するどさを讃たたえつつニヤリと微笑み合う。

　そうして今日も今日とて、亜玖璃達の……結局誰だれの得にもならない会合は、極めて和なごやかに終わっていくのだった。








【番外編　三み角すみ瑛えい一いちとインフレバトル】






　平へい凡ぼんな日常を愛する平凡な主人公とやらには、イマイチ共感できたためしがない。




　なぜなら、ボクは「平凡な日常」というものの中に身を置いた経験がないからだ。




　三年前、ボクは気がついたらゲームセンターでパズルゲームをやっていた。

　……それ以前の、自らに纏まつわる記憶が一切ない状態で、だ。

　財布やケータイ、身分証は持っておらず、代わりに上着の内ポケットには剝むき身の小型拳けん銃じゆうが雑に突つっ込まれている有様。

　……人生初っぱなから「平凡」とはまるで対極の状じよう況きようだった。

　トイレの鏡で確認したところ、自分の顔立ちや体格は中学生ぐらいに見えたものの、実際のところ正確な年ねん齢れいさえ分からなかった。着用していた制服は学生服というよりは軍服を思わせるそれで、グリフォンのシルエットが描えがかれた腕わん章しようには『Ｅ．Ｇ．Ｇ』と組織名らしきものが記されている始末。

　途と方ほうに暮れてアテもなく街を彷徨さまよえば、路地裏で黒服の男達に襲おそわれている少女に出で逢あい、流れでそれを助けることに。そうして、わけも分からぬまま一ひと悶もん着ちやくあった末にようやく辿たどり着いたのが彼女──理り姫きの実家であるところの豪ごう邸てい、三角家だった。

　そこで事情を打ち明けた結果、義ぎ理り堅がたい当主の計らいもあり幸運にもボクはそのまま三角家に養子として迎むかえ入れて貰もらえ、こうして今のボク──「三角瑛一」となるわけだが。

　こうして手に入れた衣食住の満たされた生活も、しかし決して穏おだやかとは言い難がたく。

　義ぎ妹まいの理姫を狙ねらう謎なぞの組織が度たび々たび接せつ触しよくしてくるわ、その組織にボクの過去との関連が見え隠かくれするわ、三角家の経営する製薬会社には表おもて沙ざ汰たにできない秘密がありそうだわ、学校で女の子と喋しやべると義妹が妙みように怒おこるわ、ボクが元々着ていた制服と全く同じ制服を着た刺し客かく達の襲しゆう撃げきには遭あうわ……。

　最近だと、音おと吹ぶき高校随ずい一いちの美少女、天てん道どう花か憐れんさんに声をかけられ、なんだかんだでゲーム部に入ってしまったりもした（義妹にはふくれっ面つらをされた）。




　まあとにかくボク、三角瑛一の人生に「平凡で退たい屈くつな日常」とやらは皆かい無むだった。




　結果、そもそも「平凡」というものの価値が分からないから、漫まん画がや小説の作中で主人公がそれらを大事に思うだなんて描びよう写しやがなされても、今一つピンと来ない。ボクにとってはこの「常に状況が動き続ける環かん境きよう」こそが「日常」であり、だからこそ創作物の中で描かれる「平凡な日常」とやらは、ただただ噓うそ臭くさく平へい坦たんでつまらない蛇だ足そく描写にしか思えない。実際、物語の面白い箇か所しよって、話が激しく動いている部分でしょう？




　だから、そんなボクが、これから語る物語は。

　巷ちまたに溢あふれる典型的なライトノベル設定で、大変恐きよう縮しゆくなことだけど。

　なんだかんだで、結局のところ。




　非日常を欲ほつする特別な主人公が、美少女に声をかけられるところから始まった、実に例外的で、驚おどろく程ほどに共感のしようもない──




　──ゲームの、物語なのである。




　　　　＊




「ＴＶＧＴ地方予選……ですか？」

「そう！」

　ゲーム部の部室に顔を出すなり、部長の天道花憐さんが相変わらず綺き麗れいな顔に自信を漲みなぎらせながら提案してきた。

　加か瀬せ先せん輩ぱいがＦＰＳ、大おお磯いそ先輩が格ゲーに各おの々おの黙もく々もくと勤いそしみ、一年生の二名は今日もサボリという相変わらずバラついたゲーム部風景の中で、天道さんがボクに向けてなにやらプリントを差し出してくる。ボクがそれの概がい要ように目を通し始めると、天道さんが前のめりでまくしたててきた。

「トータルビデオゲームトーナメント、略してＴＶＧＴ。急だけど次の土曜日、それの地方予選に、三角君も出ませんかっていうお誘さそいです。勿もち論ろん、私と一いつ緒しよに」

「はい、それは構いませんが……」

　言いながらちらりと先輩方を見る。ボクらがゲーム大会の話をしているというのに、妙に反応が薄うすい。天道さんが苦笑いを浮うかべた。

「その二人は……というか、私達以外のゲーム部員は出ないわよ」

「え、そうなんですか？　またどうして」

「プリント見て貰えれば分かると思うけど、この大会の最大の特とく徴ちようは『総合テレビゲーム大会』であること……つまり、オールジャンルの腕うでを競い合う大会なのよ。具体的に言えば、対戦のお題ソフトが試合の直前にランダムで決まる形式が採用された大会なの」

「へぇー。なんだかお祭り感覚で楽しそうですね」

「でしょ？　私もそう思って毎年出ているんだけど、うちの他の部員達はほら……」

「ああ……なるほど」

　ボクは天道さんの言わんとしていることを察して頷うなずく。ゲーム部の部員達は、ボクと天道さん以外基本「特化型」の人々だ。ＦＰＳだけ、格ゲーだけみたいな特定ジャンルに酷ひどく偏かたよった興味・才能を持つ人間ばかり。

　当然、《総合テレビゲーム大会》に出場する理由はない。……今思えば、だからこそ天道さんは以前、ボクや雨あま野の君のような「ゲーマーとして成熟しきっていない」人材に目をつけたのかもしれない。

　ボクはプリントをザッと眺めて詳くわしい要よう項こうを確認した後、天道さんに笑顔を向けた。

「分かりました。じゃあ、お言葉に甘えて一緒に出場させて頂きますね。まあボクはゲーム初心者なので、すぐ敗退してしまうと思いますが……」

　その返事に、天道さんは黄金色の髪かみをなびかせて微笑む。

「そう、良かった！　じゃあこちらで申し込みしておくわね。お互たがい頑がん張ばりましょう」

「はい。よろしくお願いします」

　説明を終えた天道さんが自分の席に着く中、ボクは再びプリントに目を落とした。

「（大会か。いつもの部活動より断然テンション上がるよなぁ、こういうイベント事は。……やっぱりボクには、『平凡な日常』の価値なんて、今一つ分からないや）」

　新たな出逢いや激戦の予感に、思わず胸躍おどらせて微笑むボク。




　──しかしそんなボクの期待をあっさりと上回る程の波乱が、このゲーム大会には待ち受けていたのであった。




　　　　＊




　ゲームの何が楽しいって、現実と違ちがってちゃんと「応こたえて」くれることだとボクは思う。

　一部の理り不ふ尽じんなクソゲーや運ゲーは違うのかもしれないけれど、ゲームは基本、全てがちゃんとルールに則のつとって進む。プレイヤーがボタンを押せばキャラが応じ、ＨＰがゼロになればゲームオーバーになり、ラスボスを倒たおせばエンディングが流れる。

　この、「ルールに縛しばられた世界」こそが、今のボクには非常に居い心地ごこちが良かった。

　少なくとも、

〈義妹を誘ゆう拐かいしようとした犯人を知略で追い詰つめていたら、突とつ如じよなんの脈みやく絡らくもなく登場してきた銀ぎん髪ぱつ巫み女こ霊れい能のう者の介かい入にゆうを受けて、まんまと敵に逃にげられる〉

　みたいなトンデモ理不尽イベントがまかり通る現実世界より、良質なゲームの世界の方がよっぽど信用できる。

　そんな世界で、ただただ純じゆん粋すいに、人死にや怪け我が人を出さずに他人と「勝負」ができるというのは……本当に素晴らしいことだ。

「……今日はいよいよ大会かぁ」

　土曜日の朝。いつものように家族での朝食を取り終えた後、ボクは食堂でコーヒーを啜すすりながらゲームに思いを馳はせていた。──と、気付けばいつもは早々に食事を済ませて出ていくはずの義妹の理姫が未いまだに残っている。

　ボクの対面席でムスッと頰ほお杖づえをつく、人形細工のように華きや奢しやで繊せん細さいな少女。

　とりあえず、ボクは当たり障さわりのない笑みで話しかけた。

「どうかしたのかい？　なんだかとても不ふ機き嫌げんそうだけど」

「……べぇっつにぃ。エーイチが休日に、あの、うちの女子校にまで噂うわさが届くぐらい有名な美人さんの天道花憐と一緒に出かける予定があったとしても、リキには全然カンケーないですしぃ」

　ぷっくーっとふくれっ面をしながらそんなことをのたまう理姫。……この子は普ふ段だん良家のお嬢じよう様さまとして気品ある振ふる舞まいをする割には、どうも時折ボク相手に物もの凄すごく子供っぽい態度をとることがある。正直困りものだけれど、これは、いよいよ兄として心を開いて貰っている証あかしかもしれないなと考えると……まあ、少し嬉うれしくもあるかな。

　思わずくすくすと笑っていると、理姫が更さらに不機嫌そうに口を尖とがらせた。

「そ、そんなに天道さんとお出かけするのが、楽しみなのかしら？」

「え？　ああ、うん、まあね。実際今日のことは凄く楽しみにしていたよ、ボク」

　なにせ、体験入部のあの時以来、初心者のボクは各種ゲームの操作を学ぶことに手て一いつ杯ぱいで、ガッツリ他人と「対戦」させて貰える機会が殆ほとんどなかったものだから。そりゃワクワク感もひとしおだ。

「（実際、ホントに楽しかったからなぁ、あの時の対戦。天道さんや加瀬先輩、大磯先輩、それに雨野君とで……）」

　楽しい回想に、思わず表情が綻ほころぶ。そんなボクを見て何を思ったのか、理姫はえらく不快そうにテーブルへと手をついて立ち上がった。

「ごちそうさまっ！」

「あ、理姫、キミもお出かけするのなら、例の組織には充じゆう分ぶん気をつけ──」

「っ、え、エーイチには関係ないことです！　どうぞ、いってらっしゃいませ！」

「あ、う、うん。理姫も、いってらっし──」

　ボクが声をかけ終わる前に、理姫はずんずんと足音をたてて歩き、食堂を出て行ってしまった。……うーん、なんだろう。もしかしたら、今日はボクに荷物持ちでもさせたかったのかな？　生きつ粋すいのお嬢様気質だからな、理姫は。まあ、どうせすぐに機嫌直すだろう。

「……よしっ」

　ボクはカップに残ったコーヒーを飲み干すと、気合いを入れて出しゆつ陣じんすることにした。




　ＴＶＧＴ地方予選は、地元で一番大きなゲームセンターを貸し切って行われていた。

　天道さんと直接現地で待ち合わせてエントリーを済ませ、登録名と番号が記されたネームプレートを渡わたされた後は、試合開始までの時間を二人でボンヤリと壁かべに背を預けて過ごす。……が。

「……今いま更さらですけど、天道さんって、校外に出ても……というか校外の方がむしろ、注目凄いですね」

　合流してからこの方ずっと自分達へと向けて注がれる視線に、ボクは思わずたじろぐ。

　しかし天道さんはと言えば慣れた様子で、実に堂々としたものだった。

「そう？　三角君、あんまり気になるようだったら離はなれていてくれて構わないけれど」

「あ、いえ、ボクは割と視線慣れしている方なんですけど……」

　この三年、街中でトラブルに巻き込まれることも少なくなかったから、注目への耐たい性せいはあるつもりだ。……しかしそれにしたって、天道さんへのそれは規格外すぎる。

　ボクが妙みように感心して群衆を眺ながめていると、突とつ然ぜん、天道さんがなにやら酷く楽しそうにクスクスと笑い出した。

「？　どうかしましたか？」

「え？　ああ、いえ、なんでもないのよ。ただ、視線に慣れてるだの慣れてないだのの話で、雨野君のこと思い出しちゃって」

「ああ、確かに彼はこういうの苦手なタイプっぽいですね」

　共通の知人に関する軽い世間話のノリで相あい槌づちを打ったボクに対し、なぜか天道さんは唐とう突とつに前のめりになって喋しやべり出した。

「そうっ、そうなの！　私が近付くと彼、すぐ顔真っ赤になっちゃって。なんだかこっちが照れちゃうっていうか。……ふふっ」

「？」

　隣となりで本当に楽しそうに笑う天道さんを見て、ボクはキョトンと目をしばたたかせる。

「（め、珍めずらしいな、この人がこんな風に笑うの。……物もの腰ごしこそ柔やわらかいけど、基本、あんまり隙すきのない人だと思っていたのだけれど……）」

　こんな天道さんは、ゲーム部でも見たことがなかった。……ボク的には、今の雨野君の話、正直そんなに笑い所があったようには思えないというか……むしろ、なんか雨野君可哀かわい想そうだなぁとしか思わなかったけど……。

　イマイチ天道さんと一緒に雨野君のことを笑う気にもなれず、ボクは話題を変えた。

「それにしても、意外と参加者多いんですね、予選。この辺、都会でもないのに」

「そうね。まあ予選段階だと特にお祭り的側面の強い大会だから、敷しき居いが低いんでしょうね。三角君だって、これが……たとえば本格的な格かく闘とうゲームの大会とかだったら、ちょっと出場躊躇ためらったでしょう？」

「確かに」

「ＴＶＧＴはね、実際ゲームのそれとしては異例なくらい門戸の大きく開かれた、一いつ般ぱん参加者の多い大会なのよ。……でもだからこそ、私はそこに《真の猛も者さ》が紛まぎれているんじゃないかって思っているんだけれどね」

「真の猛者ですか……」

　ゲームにおける猛者というのがイマイチイメージできず首を傾かしげていると、天道さんが「たとえば……ほら、白い帽ぼう子し被かぶった彼」と、店内の片かた隅すみを見やった。

「彼なんかも、その筋じゃ有名なプレイヤーの一人よ。見て、あの眼光」

「な……」

　ボクは思わず絶句した。というのも、白い帽子を被った大学生ぐらいと思おぼしき、ソバカスが特とく徴ちよう的な彼ときたら……。

「今時珍しい脱だつ衣い麻まー雀じやんの椅い子すに、堂々と足組んで座っているだってえッッッ!?」

　驚きよう愕がくするボクに、天道さんが神しん妙みような顔つきで語る。

「……恐おそろしいでしょう。見てあの自信に満ちたドヤ顔。親子連れ参加者達の軽けい蔑べつ視線もお構いなし。この混雑した店内で、なぜあの辺りにだけ人が寄りついていなかったのかなんか、全く考えもしてない顔よ、アレは」

「ごくり……。た、確かに猛者です……完全にゲームだけを見み据すえた猛者です……」

　ゲーマーとは、かくも恐ろしき修しゆ羅らの道に足を踏ふみ入れた者達のことを言うらしい。

　ボクが色々な意味で震ふるえ上がっていると、キィンという軽いハウリング音の後、大会のアナウンスがセンター内に流れ始めた。

　お決まりの挨あい拶さつや注意事じ項こうなどが一通り語られた後、いよいよ、トーナメントの組み合わせが発表される。店内数ヵ所に設置されたモニタに、３ブロック程に分かれたトーナメント表が順次公開されていった。

　自分の番号と登録名を見み逃のがさないよう各々確認していると、Ａブロックのトーナメント表示中に天道さんが声をあげる。

「あったわ。私の対戦お題は……パズルゲームね。で、肝かん心じんの相手は……うん、特に有名プレイヤーとかではないみたい。残念」

「とりあえず、ボクは予選じゃ天道さんと当たらず済みそうで安心しました」

　この予選は、ＡＢＣそれぞれのブロックで勝ち残った一名……計三名が、上位大会への出場権を得られる仕組みだから、ブロックが別れた相手とは、今回戦うことはない。

　天道さんが「あら残念」と悪戯いたずらっぽく告げる中、Ｂブロックの発表が始まる。

　ドキドキしながら見守っていると……その中に、遂ついに、自分の番号を見つけた。

「お題は……て、テニスゲーム？　うわぁ、まだボクが触ふれてないジャンルですよ」

　漂ただよう初戦敗退濃のう厚こうムードに、軽く落ち込むボク。天道さんが、慌あわてた様子でフォローを始める。

「で、でもほら、対戦相手だってテニスゲームが不得意な人かも──。…………」

「？　天道さん？　どうかされました？」

　彼女の言葉が突然止まったのを見て、ボクは自分の対戦相手を確認する。

「四十三番の……えっと、エチゼンさん？　えと、知っている人かなんかですか？」

　ボクの質問に、天道さんは、黙だまったままでくいっと視線を店内片隅にやる。と、そこにいたのは……。

「……えと……さっきの脱衣麻雀さんがどうかして──って、あ、もしかして……」

　ボクが軽く察する中、天道さんは珍しく額に冷や汗あせを滲にじませつつこくりと頷うなずき……。

　そうして、しばしの沈ちん黙もくの後、これ以上ないほど深刻な表情で、その一言を告げてきた。

「彼が、貴方あなたの対戦相手、エチゼンよ。やたら上から目線で相手を煽あおるプレイスタイルについた二つ名は《テニスのコーチ様》。つまり……一流のテニスゲームプレイヤーよ」

「…………」

　ボクが絶句する中、ボクのネームプレートを見たエチゼンが、ニヤリと微笑ほほえむ。

　そうして彼は脱衣麻雀の椅子に座りながらも──動どう揺ようしきったボクの方を見つめて、ソバカス混じりの顔に渾こん身しんのドヤ感を滲ませつつ呟つぶやいてきたのだった。




「まだまだだね」




　　　　＊




　四ゲーム先取の一セットマッチで行われたテニスゲームによる試合は、当初は大方の予想通りエチゼンの圧あつ倒とう的優位で始まった。

　第一ゲーム。全く為なす術すべなくストレートで負けたボクに、エチゼンが微笑む。

「You still have lots more to work on……（まだまだだね）」

「は、はあ、そうですか……（なんだって？）」

　恐らく本人は爽さわやかでクールだと思っているんだろうなぁという笑顔とともに何か言われたものの、よく聞き取れなかったので曖あい昧まいに応じておいた。

　第二ゲーム。ようやくテニスゲームの操作こそ覚えたものの、結局はまたもストレートで負けたボクに対し、エチゼンがまた一言。

「オレは上に行くよ」

「は、はあ、そうですか……（大会だから、そりゃ勝ったら上に行くんじゃ……）」

　どうもこの人は驚おどろく程マイペースな人らしい。まるで定型文しか喋らないゲームキャラそのものだ。

「（まさかゲーマーって、極め過ぎると皆みんなこういう末路を辿たどるとかいうんじゃ──）」

　などと考えていると、脇わきで天道さんがぶるんぶるん首を横に振って全力否定していた。……こんなに必死な天道さんの顔をボクは初めて見た。

　第三ゲーム。ボクの技術向上とエチゼンの慢まん心しんから来るミスがいいタイミングで重なった結果、ボクはどうにかこうにか一ポイント奪だつ取しゆに成功するも、結局は敗北。が……。

「俺にもテニス、教えてくんない？」

「…………えーと（こんな嫌いや味み言われる筋合いないはずだけど。それに……）」

　定型文っぽい言い回しは相変わらずだけど、彼からドヤ顔が消えていた。

　そうして迎むかえた、第四ゲーム。

「……ふ、ふ～ん、やや、やるじゃない……」

「…………」

　声が震えていつもの定型文もままならない彼を、ちらっと一いち瞥べつしたのみでボクはゲーム画面に視線を落とす。……というのも、ただただ、忘れたくなかったからだ。




　──遂に彼から一ゲームを奪うばった、この、感覚を。




　流れの変化を受け、周囲が俄にわかにざわつき始める中行われた、第五ゲーム。

　その試合結果は……。

「…………」

「…………」

　エチゼンがゲーム後の台詞せりふを忘れ、ボクもまた冷れい徹てつな視線でただただ次のゲームを待ちわびるように画面を見つめる中……対照的に観戦者達のボルテージは高まっていく。

「お、おい、あいつエチゼンから二ゲーム取ったぞ！」

「偶ぐう然ぜんじゃ……ないってのか？　噓うそだろ？　第一ゲームじゃ完全に素人しろうとだったのに……」

　今や有名プレイヤーのエチゼンよりも、そのエチゼンから二ゲーム取った無名のプレイヤー、ミスミへと注目は傾かたむき始めていた。

　そうしてエチゼンが歯は嚙がみし、必死の形相で挑いどんだ第六ゲーム。

「俺は……アンタを倒たおして　全国へ行く！」

　そんな試合中の彼の叫さけびも虚むなしく、ボクはまたもエチゼンに勝利した。……今度は、彼にたった一ポイントしか取らせないという、完全にプレイスキルで上回ったカタチで、だ。

『…………』

　最も早はやその場の誰だれもが、息を吞のむことしかできていなかった。熱ねつ狂きようの時間はとうに過ぎ去り、今や、重苦しい、期待と畏い怖ふがないまぜになった異様な空気だけが立ちこめる。

　そしていよいよ勝負の決まる……第七ゲーム。

「……強くなりたい。もっと……もっとぉぉぉぉおおおおおおおおおおおお！」

「…………」

　エチゼンが最早殆ほとんど崩くずれがちな定型文を、キャラ作りも忘れて繰くり出すも、しかし──

「…………」

　ボクは、ただただ淡たん々たんと……消化試合をこなすかのように精せい緻ちなコントローラー捌さばきを見せ、遂には無失点で勝利した。

　しばしの間、店内にゲームの電子音だけが響ひびき渡わたり。

　しかしその直後、思い出したように、割れんばかりの大だい歓かん声せいに包まれる。

「す、すげぇ！　なんだこれ！　ド素人がエチゼンにテニスゲームで勝ちやがった！」

「噓でしょ!?　実は有名なプレイヤーで、序じよ盤ばんは手抜ぬいてただけじゃないの!?」

「いやお前も見ただろう、あの試合！　あれはわざと手を抜いたそれじゃなくて、ガチの初心者の動きだったぞ！」

「でも最後の試合なんて、最早一流プレイヤーの域だったじゃない！」

「せ、成長したっていうのか……？　この……僅わずか七ゲームの中で……？」

　周囲が喧けん噪そうに包まれる中、ボクはゆっくりと集中を解いて、ふぅと息を吐はく。

　隣となりを見ると、エチゼンが憔しよう悴すいしきった様子でぶつぶつと、セーガクの柱がどうこう言っていた。……最後まで何言ってんのか分からない人だったなぁ。まあ途と中ちゆうからこっちが全然聞いてなかったのもあるけど。

「お疲つかれ様、三角君。……凄すごかったわね」

　熱狂するお客さん達の間を縫ぬうようにして元いた方へと戻もどると、天道さんが笑顔ながらどこか強こわ張ばった表情で迎えてくれた。ボクは不思議に思いつつも、「天道さんこそ」と笑顔で返す。

「一回戦、ボクと違ちがって完全に圧勝してたじゃないですか」

「それはそうだけど……でも貴方のそれって……」

　なにやら奥歯に物が挟はさまったような物言いをする天道さん。彼女はなにやら考え込むように俯うつむくと、少ししてから、顔を上げた。

「三角君、貴方……あのテニスゲーム、本当に、今日初めてだったのよね？」

「？　はい、そうですよ？　というか、テニスゲームというジャンル自体初めてでした」

「……そう、よね……」

　なにやら額に汗を滲ませる天道さんの様子に、ボクはなんとなく悪いことをした気になり、慌てて少しフォローを入れた。

「あ、で、でも、流石さすがは実戦ですよね！　一人でプレイする時とは違って、ぐいぐい沢たく山さんのことが学べました。そこは《テニスのコーチ様》に感謝ですね」

「……そう……実戦だから……ね。……そういえば、ゲーム部見学の時も……」

「ほ、ほら、天道さん！　そんなことより、そろそろ天道さん、第二回戦あるんじゃないですか！」

「え、あ、そ、そうね。行ってくるわ」

「はい、いってらっしゃい」

　ボクは彼女を笑顔で見送り、次の対戦会場に辿り着いたのを確認してから、思わず深く息を吐いて、自分の手を見つめる。

「（そうだ、この充じゆう足そく感だ。高い障害に全力で挑いどみ、それを乗り越こえる……。この瞬しゆん間かんがあるからこそボクは、ゲームが……いや、アクシデントだらけの日常が、好きなんだ）」




　ボクは高こう揚ように震ふるえる手をぐっと握にぎり込むと、早速次の対戦を確認すべく、足早にトーナメント情報の表示されたモニタへと向かったのであった。




　　　　＊




　結局、ボクはエチゼンさんをくだした勢いそのままに、するすると予選大会Ｂブロックを勝ち上がり、遂には優勝。地方大会への切きつ符ぷを手にしてしまった。

　簡単な授賞式を終え、天道さんと二人帰路に就つく。熱気にまみれたゲームセンターを出て吸う空気は実に爽やかで……決してゲーセンの居い心地ごこちが悪かったわけではないのだけれど、ボクはようやく自分が本来いるべき世界に戻って来たかのような安あん堵どを覚えた。

「それにしても凄いわ、三角君。つい最近ゲームを始めた人間とは思えない進歩よ」

　隣を歩く天道さんが、しきりにボクを称しよう賛さんしてくれる。自分がＡブロックを断トツの実力で優勝したことは、あくまで当然の結果だと捉とらえているらしい。相変わらずの天道さんらしさに苦笑しつつ、ボクは返す。

「いや大おお袈げ裟さですって、天道さん。ボクは……見み様よう見み真似まねでただただ必死に食らいついていただけで」

「その集中力が尋じん常じようじゃないのよ、三角君は。あの加瀬先せん輩ぱいが一目置くわけだわ」

「いや、ですから……。……それに、実際今日の大会は初心者のボクに非常に優しい大会でしたからね」

「あー……まあ、それは確かにあるかもしれないけど」

　天道さんが頷く。こういう風に他人を過大評価や過小評価しすぎないところが、彼女の一番の美徳だろう。

　天道さんは顎あごに白しら魚うおのような指先を当て、少し考え込むようにして続けた。

「今日の予選大会は、狭せまい地域での《お祭り》感覚が強いものだから、例のテニスゲームに代表されるように、初心者にも数プレイ重ねさせてくれる形式が多かったのよね。その形式は、実戦成長率の高い貴方のプレイスタイルに非常にマッチしていた。けれど……」

「ええ、自分でもそこは分かってます。完全なる一回こっきりの勝負なんかになると、途と端たんにボクは手も足も出ないでしょうね。テニスの第一ゲームでエチゼンさんにボロ負けしたのがいい例です。アレで勝負が終わりなら、成長力も何もなかった」

「そうね。それでも充じゆう分ぶんに評価に値する能力だとは思うけど、残念ながら、次の地方大会からは少し、一戦一戦の真しん剣けん味みが強まるのよ。つまり……」

「今回みたいに、ボクが一からゲームに慣れる程の余よ裕ゆうは与あたえて貰もらえないと」

　ボクの言葉に、天道さんが残念そうに頷うなずく。

「また悪いことに、ＴＶＧＴは規模の割に、かなりの過密スケジュールで行われる大会なの。つまり……」

「ボクが事前に経験を積める時間も限られている、と。……ちなみに、次の地方大会とやらは……」

「一週間後の土曜よ」

「一週間……」

　精神と時の部屋でもない限り、劇的なパワーアップは難しい状じよう況きようである。

　流石にこれ以上の勝ち上がりは無理かなとボクが諦あきらめかける中、天道さんは何か考え込み、そしてボクを鋭するどい目付きで見つめてきた。

「……貴方あなたの成長力なら、あるいは……」

「？」

　意味が分からず首を傾かしげるボクに、天道さんはしばらく黙だまってなにやら考えをまとめた後、改めてボクに提案してきた。

「急だけど、明日あした、日曜日に部活を行おうと思うわ。皆みんなには今からアポとるから確約はできないけれど、無理にでも皆に参加して貰おうと思う」

「？　えっと？　あの、ボクはいいですけど、でも、ちょっと部活頑がん張ばる程度でそこまで劇的に腕うでは変わらないと思いますよ？　実際これまでの部活動でもボク、まんべんなく操作方法を覚えたぐらいで終わってますから」

　謙けん遜そんではなく事実を言ったつもりなのだけど、天道さんはそれを「いえ」と否定してきた。

「それは、私達のゲーム部の方針が間ま違ちがっていたのよ。貴方の場合は、基き礎そ的なことから順にやらせるよりも、とにかく実戦を積ませるべきだった。エチゼン戦を見ても、それは明らか」

「はぁ……確かに、ボク、実戦は好きですけど」

　今でもあの時の高揚を思い出すと、体が震える。立ちはだかる強者の技術に圧あつ倒とうされ、素直に称賛の念を抱いだく一方でそれに迫せまるにはどうしたらいいかと必死に考え、戦いの中で濃のう密みつなトライ＆エラーによる経験値を得て、敵のスキルを自らのスキルへと落とし込み……遂ついには当初憧あこがれた「それ」をも上回った時の、えもいわれぬ恍こう惚こつ。

　確かに、あの時間が圧縮されたような感覚は、漫まん然ぜんとゲームをする状況では得られないものだ。以前天道さんから伝え聞いた、雨野君の掲かかげる「ぬるくて楽しいゲーム理論」なんかの中には微み塵じんもない。強者と真剣に対たい峙じして初めて得られるものだ。

　……ん？　強者と対峙して初めて？……あ、つまり、ボクが成長するには……。

　ボクがこれから為なすべきことに思い当たったところで、天道さんが答え合わせをするかのようにニヤリと微笑ほほえんで告げる。

「ゲーム部のメンバーは、私を除いて、皆が特定ゲームジャンルの求ぐ道どう者達。つまり、残りたった一週間とはいえ、その間できるだけ凄腕の彼らと対戦を繰り返せば貴方は──」

「短期間での劇的な成長が……見込める？」

　初夏の風に街路樹の枝葉がざわめく。

　天道さんは夕陽を背負いながら、あのエチゼンをも彷ほう彿ふつとさせるドヤ顔で、その作戦名を告げた。




「題して『史上最強の弟で子し・エーイチ』作戦、開始よ！」




　　　　＊




　かくしてボクは、最強の万能ゲーマーとしての階段を一足飛びで駆かけ上り始める。




　しかしここから先のＴＶＧＴ経過は短い期間の出来事ながら物語が濃密すぎて、コミック換かん算さんなら二十巻分程費やしてしまいかねない物量だった。

　そのため、今回は以下、主要な流れのみを記させて貰うことにする。








【史上最強の弟子・エーイチ～ダイジェスト版～】






　まず先輩方との実戦訓練では、ＦＰＳや格かく闘とうゲームのトッププレイヤーに迫せまる実力を身につけた。勿もち論ろん、流石さすがに一朝一いつ夕せきで加瀬先輩や大磯先輩を圧倒できるような腕にまでは至らなかったものの、十戦やれば二～三戦は辛からくも勝てる程度の実力は獲かく得とくしており。

　更さらに後こう輩はい二名や天道さんとの実戦の中では、ボクの集中力と学習能力を活いかした新たな特とく殊しゆ能力《付け焼き刃の拮抗インスタント・ドロー》を開眼するに至った。これは極限まで集中力を高めることで、たった三分ではあるが、相手の動きを完全に模も倣ほうすることを可能にする能力である。あくまで模倣であるため、それ単体では良くて引き分け程度の戦果しか見込めない能力ではあるが、しかし《成長力》こそが売りのボクにとって、「時間を稼かせげる」という能力は何ものにも代え難がたい。

　こうして殆ほとんど万ばん全ぜんといっていい状況で臨のぞんだトーナメント形式の地方大会は、全く危なげなく順調に勝ち進んだものの、大会が準決勝に至ったところで、ボクは期せずして苦戦を強しいられることとなった。

　そもそも対戦お題が「音ゲー」という、この一週間では流石に腕を磨みがききれなかったジャンルの一つであったことに加え。更にその対戦相手というのが──

「観念なさいっ、エーイチ！　貴方あなたの快かい進しん撃げきも、ここで終わりですっ！」

「り、理姫!?　どうしてキミがここに!?」

　──ボクの義ぎ妹まいである、三角理姫だったのだ。

　実は音ゲーが超ちよう得意だという理姫に追い詰つめられるボク。しかもなにやら彼女……。

「このまま天道さんと一いつ緒しよに全国大会とか、行かせないんだからぁああ！」

　……等と、妙みような気合いの入り具合。動どう揺ようもあって本気を出し切れず、どんどん追い詰められていくボク。

　あわや敗退かと思われたその時……しかし、諦あきらめかけたボクに、こそこそと観戦に来ていたらしい、実は後輩想いのツンデレメガネ先輩、加瀬岳がく人と先輩の叱しつ咤たが飛んだ。

「お前はこんな所で負ける男じゃないだろう！　三角瑛一！」

　その言葉に自分を取り戻もどしたボクは、そこから猛もう追ついを開始。《付け焼き刃の拮抗インスタント・ドロー》で理姫の得点に食らいつき、その上で、試合の中で更なる発展能力……《後発の真打ちストロンゲスト・フオロワー》を発動。模倣した相手の技術にボク自身の能力を上乗せするこの能力により、ボクは辛くも理姫に勝利。決勝にコマを進めることと相あい成なった（ちなみに泣きべそをかいた理姫は、ボクが少し抱だきしめて頭を撫なでたら途と端たんに機き嫌げんを良くして帰宅していった）。

　しかし、そうして辿たどり着いた地方予選決勝戦の相手は……。

「遂にここまで来ましたね、三角君……」

「天道さん……」

　ゲームにおいてはボクの師し匠しようとも呼べる存在、天道花憐その人だった。

　対戦お題は、レースゲーム。……ボクが極きわめきっておらず、また、天道さんが得意とするジャンルだった。

　高まる緊きん張ちよう感の中、遂に始まるボクらの対戦。……本ほん音ねを言えば、ボクはこの時点で、対理姫戦で覚かく醒せいした能力のこともあり、彼女にも勝てるだろうと慢まん心しんを抱いだいていた。

　しかし、そんな余裕は一いつ瞬しゆんで打ち砕くだかれることになる。

　全七レース行われる勝負のうち、三レースを、彼女に全く追いつける気配もなく取られてしまったのだ。……あと一レース取られれば、成長しきる間もなく敗北。

　啞あ然ぜんとするボクに、天道さんが種明かしをするように微笑む。

「貴方の《強い敵からこそ学ぶ》成長力への対策、この私がしていないとでも？」

「まさか……これまでの三戦全て、『適度に手を抜ぬいて』操作していたんですか!?」

「ふふっ、今いま頃ごろ気付いてももう遅おそいわ、三角君。実際私はまだ余力を残している。この四戦目、あなたがいかな能力を駆く使ししようとも……私を上回る程ほどの成長は、できない！」

「く……!?」

「汚きたないと思われるかもしれないけれど、新入部員の鼻っ柱を折るのも部長の務めよ！」

　そんな宣言とともに始まった四レース目は、序じよ盤ばんから天道さんに大きく引き離はなされて始まった。《付け焼き刃の拮抗インスタント・ドロー》や《後発の真打ちストロンゲスト・フオロワー》を限界以上に使い続けようとも、彼女は更にギアを引き上げることで、ボクの成長を上回ってしまう。

　勝負が完全に決まりかけたその時……ボクの心の奥底で、何かが目を覚ました。




〈チカラ、ガ……ホシイ、カ……〉




「（……！　…………欲しいよ……。負けたくないんだ！　ボクは……勝ちたい！）」

〈イイダ、ロウ……ソノネガイ……シカト、ウケトッタ……〉

　次の瞬しゆん間かん、コース上に光のラインが見えたかと思うと、ボクの手はまるでその道筋を辿るかのように、自動的に車体を操作し始めた。

「な──」

　天道さんや観衆の声が遠く聞こえる中、ボクはぐいぐいと猛追を開始。そうしてラスト一周、遂には……。

「う、噓うそでしょ!?」

　僅きん差さで天道さんを追い越こし、ゴールを切った。

　天道さんが信じられないという様子でボクを見つめ、そして歯を食いしばると「次は最初から本気で行きます！」と宣言。そうして、五レース目、六レース目、七レース目に全力で臨んで来るも、最も早はやそれさえもボクは……。

「……そんな……」

「…………」

　淡たん々たんと、天道さんに圧あつ倒とう的差をつけて勝利を収め、ニヤリと微笑む。

　──こうして、波乱の地方大会編は、ボクの優勝でその幕を閉じたのだった。




　地方大会決勝戦でボクが目覚めた新たな能力は、その更に一週間後に始まった全国大会でも猛もう威いを振ふるった。

《確約されし栄光グロリアス・ロード》

　ゲームと対戦相手への理解が一定以上深まると同時に発動したが最後、その瞬間に「勝利への道筋」を悟さとる能力。目が、頭が、身体からだが、ただただ確約された勝利への道筋を辿るべく動く。

　この能力の前では、いかな強つわ者もの揃ぞろいの全国大会と言えども、全く相手にならなかった。

　ゲーム内のサッカーボールを友達のように扱あつかう能力者「ウィング」も、フラッシュ暗算能力をゲームに応用する「データゲーム」の使い手も、釣つりコンでダンスゲームをこなす謎なぞのゲーマーも、運に恵めぐまれたパチプロも、たつみとかいうチートお姉さんさえも……とにかくその全てに、ボクは淡々と勝利を重ねた。今やゲームに関しては「未来を読める」と言っても過言ではないボクにとって、それはただただ、当然の結果でしかなかった。

　しかし、全国大会優勝の更にその先に待ち受けていた「全世界大会」まで来ると、流石に多様な能力持ちのボクと言えど苦戦を強いられる場面は出てきた。

　以前も絡からんできた美人銀ぎん髪ぱつ霊れい能のう力者「シンラ」の起こす、ゲームの領域を超こえたあまりに不可解すぎる現象のオンパレードには大変苦しめられたし。

　口くち癖ぐせが「たぶん、うまくいく」のインド代表は、終始謎のポジティブシンキングでえらくボクを動揺させてきた。

　フランス代表の特殊能力《不可能消去ボナパルト》の驚おどろくべき性能に至っては、このボクでも最後までコピーしきれず、今大会屈くつ指しの激戦を繰くり広げる結果となった。

　そうした数々の濃のう密みつな戦せん闘とうの果てに、いよいよ迎むかえた世界大会決勝戦。

「……エクス……会いたかった……ずっと……」

　ボクを不思議な名前で呼びながら現われた対戦相手は、記き憶おくを失った際にボクが着ていたのと全く同じ制服を着た謎の少女、マキナだった。

　青い髪かみが印象的な彼女は、とにかく無感情かつ無口であり、ボクが何を訊たずねても「勝てば教える」の一点張り。そうしてボクの中に不安と動揺が滲にじんだまま臨んだ、パズルゲームによる決勝戦は……マキナによる一方的な蹂じゆう躙りん展開で始まった。

　成長力こそを売りにするボクが対戦序盤に苦戦を強いられるのはそう珍めずらしいことじゃなかったが、彼女のゲームテクニックはあまりに常じよう軌きを逸いつしていた。

　世の中にはツールアシスト機能を使って、ゲームの「理論上最高値」を突つき詰めるという遊び方がある。彼女のプレイスタイルは、まさしくそれの再現だった。

　システムの限界値を、寸分のミスもなく淡々と叩たたき出す能力。

《終焉マキシマム》

　そう名付けられたその能力は、まさに最強の能力だった。

　四ゲーム先取というルールで始まった決勝戦はボクが為なす術すべもないまま一瞬でマキナに三勝を許し、観客達もあまりのワンサイドゲームに沈ちん黙もくする始末。

　ボクもまた絶望に囚とらわれたその時……しかし、観客席から静せい寂じやくを打ち破る、複数の声せい援えんが飛んできた。

　ハッとして見れば、それは、ボクにゲームを教えてくれたゲーム部の面々であり、大事な義妹の理姫であり、そして……これまで対戦してきたライバルプレイヤー達だった。

　その光景に「諦あきらめない」気力を貰もらったボクは、全能力を駆使した、後先を考えないプレイを開始。

　必死でマキナのプレイスキルを盗ぬすみ取り、理論上最高値による引き分けを量産していく。

「無む駄だに疲ひ弊へいするだけよ、エクス……」

　そう憐あわれむようにボクを見るマキナにも構わず、ボクは必死で食らいつき続けた。

　そのまま二十戦ほど引き分けが続いた時。

「あ……」

　遂ついにマキナが些さ細さいな……本当に些細なミスをおかし、ボクはその隙すきをついて、遂に一勝をもぎ取った。

　歓かん声せいに沸わくギャラリー。そのまま、動揺したマキナから二勝目、三勝目をもぎ取るも、しかしそこでマキナもようやく平静を取り戻し、再び引き分けの量産体制が始まる。

　あまりのオーバーワークにボクが額に脂あぶら汗あせを搔き始めたところで、マキナが降こう伏ふくを促うながしてくる。

「そのままじゃ、エクスはマキナに勝てない。命を削けずるだけ。やめた方がいい」

「そう……かな？」

「？」

　ボクはニヤリと微笑ほほえむ。……次の瞬間、ボクの目には世界が光り輝いたように見えた。

《確約されし栄光グロリアス・ロード》の発動。

　その刹せつ那な、森しん羅ら万ばん象しよう、何もかもが理解できた気がした。

「な……これは……」

　マキナと観客達が息を吞のむ中、ボクは黙もく々もくと、まるで神に導かれるようにコントローラーを操る。

　その動きは、「理論上最高値」のそれではなく。

　成長する人の身だからこそ到とう達たつできる、更さらにその先の深しん奥おう……天文学的な確率で起こる再現性の極めて低い異常動作さえも操る領域。




　奇き跡せきと呼ばれる地平を切り開いて進む能力──《開闢エクスパンシヨン》の発現であった。




「噓……そんな……」

「これで……終わりだ！」

　理論上最高値をも超え、遂に、マキナを撃げき破はするボク。

　一瞬だけ静まり返るも、すぐに大だい歓かん声せいをあげる観客達に、ボクへ向かって駆かけ寄ってくる仲間達。

　会場どころか、世界が熱ねつ狂きように沸く中、マキナがボクの方へと歩いてきた。

「エクス……。……マキナ、完全に、負けた」
















「マキナ……。……教えてくれるかい？　ボクとキミが、一体、何者なのか」

「勿もち論ろん。……でもその前に」

　そこまで言ってマキナは、初めて無表情を崩くずし、笑顔で告げる。

「おめでとう、エクス。貴方あなたこそ、ゲーム界の真の頂点よ」

　──こうして、ボクのゲーム大会に纏まつわる物語は、怒ど濤とうの勢いで幕を閉じたのであった。





【史上最強の弟で子し・エーイチ～ダイジェスト版～】　完
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「……ふぅ」

　ＴＶＧＴ……トータルビデオゲームトーナメント世界大会優勝から、一週間。

　全てのゴタゴタを終えて再び学校生活に戻もどったボクは現在……ゲーム部部室の前で、溜ため息いきを吐ついていた。

　というのも……。

「（今いま更さらゲーム部に出る意味なんて……あるのか？）」

　放課後、いつもの習慣でこうしてゲーム部まで足を運んでしまいはしたものの……ドアの前まで来たところでふと、そんな疑問に囚とらわれてしまったのだ。

　肩かたに鞄かばんをかけ直しつつ、部室の扉とびらを見つめる。

「（正直、ボクはもう……この世界の誰だれよりも、ゲームが上手うまいんだ。あれからちゃんとやったわけじゃないけど、恐おそらくは、今や加瀬先せん輩ぱいや大磯先輩も話にならないレベルのハズ。そんな状じよう況きようで……ゲーム部に出て、これ以上何をするんだ？）」

　最も早はや、全国の高校大会出場を目指すと言われても、全くピンと来なかった。……今更そんな低い目標に、どう熱くなれというのだ。孫そん○空くうが、フリ○ザを倒たおした後にヤム○ャと戦えと言われるようなものだ。ただのイジメにしか思えないじゃないか。

　なんとなく自分の両手を見下ろし、ぐーぱーと何度か握にぎり直してみる。

「（もう、ゲームは……いいかな？　マキナの話だと、ボクのいた組織とやらはまだまだ闇やみが深くて、ゲーム大会へのマキナ出場はお遊びみたいなものだったって言うし。……これ以上、ゲームする意味なんて……）」

　なんにせよとりあえず部活動はもういいかと結論し、誰かに見つかる前にボクはその場を去ることにした。……退部届けは、また後々出せばいいだろう。

　旧校舎を使った部室棟とうを出て、帰き途とに就つく。そうして、先週からうちに居い候そうろうを始めたマキナと理姫はまた喧けん嘩かでもしているのかな、なんて考えながら歩いていると、ふと前方に、今となっては妙みように懐なつかしい背中を見つけた。

　思わず駆かけ寄り、基本人見知りなボクにしては珍しく積極的に声をかけてみる。

「雨野君！　久しぶり！」

「？　あ、み、三角君。おお、お、お久しぶりです！」

　ボクに気付いた瞬しゆん間かんに顔を紅潮させ、わたわたと慌あわてたと思ったら、同学年に対するそれとは思えない程ほどに腰こしを折り曲げてぺこりと頭を下げる、小動物系男子高校生。

　ボクはその相変わらずな「雨野君っぽさ」に思わず苦笑すると、彼の隣となりに並んで歩き始めた。

「雨野君も今帰りかい？」

「あ、う、うん！……？　あれ、三角君は、ゲーム部出ないの？」

「ああ、うん、まあね……」

　曖あい昧まいに微笑ほほえんで返す。雨野君は特に疑問を抱いだいた様子もなく「そっか」とだけ言って歩き出した。

　しばらくの間、互たがいの近きん況きよう話をする。ボクがゲーム大会に出場している間に、なにやら雨野君は「ゲーム同好会」とやらに入ったらしい。上うえ原はら君だの、ワカメだの、よく分からない人物名が出てきたのでイマイチ話の核かく心しんは伝わらなかったけど、なんにせよ、雨野君が楽しそうなことだけは伝わってきた。

「あ、ごめん、僕ばっかり話して。三角君はゲーム大会、どうだったの？」

「え？　あー、そうだね……」

　そこで、なぜかボクは返答に詰つまった。この一ヵ月、自分の経験した数々の出来事は、雨野君の「平へい凡ぼんな日常」を遥はるかに超こえる「面白い話」のはずだ。非日常や謎なぞや物語だらけ。だというのに、不思議とボクは雨野君程、楽しげにそれを語れる気がしなかった。

「一応、その、結構勝たせて貰ったよ……えと、ゲーム部のおかげで」

　ボクがそう答えると、普ふ段だんから一人でゲームを楽しむタイプの雨野君は大会をよく知らなかったらしく「へー、凄すごいね、三角君！」なんて極きわめて日常のテンションで応じてきた。どうやら、地域規模のちょっとした大会か何かの優勝だと思っているらしい。

　なんとなく自分から「世界の頂点に立ちました」と報告するのもどうかと思い、テキトーに相あい槌づちを打って話を流す。

　しばらくそうしていると、雨野君が突とつ然ぜん、パァッと表情を明るくして提案してきた。

「そうだっ、三角君！　今日部活なくて暇ひまなら、僕とゲームしない？」

「？　雨野君と？」

「そう！　実は僕の大好きなフリーゲーム作者さんが最近新作出したんだけど、それが珍しく対戦機能付きでさ。でも、僕、弟以外に一いつ緒しよにゲームしてくれる人いないし……なのに弟が全然フリーゲームに興味なくて、持て余してたんだよね」

「あー……つまり……」

「うん！　三角君、もし良ければ僕と対戦してくれたら嬉うれしいなって！」

「…………」

　雨野君の無む邪じや気きな提案に、ボクは少したじろぐ。……知らないとはいえ、今や世界の頂点たるこのボクに、そんな気軽に対戦を挑いどむだなんて。……ここは、うまいことやんわりと断わってあげるのが、彼のためかも──

「三角君、ゲーム部で少しはゲーム覚えたんだよね？　だったら、大だい丈じよう夫ぶだよ！　そのゲーム、初心者でも簡単にできる格かく闘とうゲームだからさ！　ね！」

「…………」

　あ、やばい。なんか今ボク、ちょっとカチンと来てしまった。驕おごりだと言われればその通りなのだけれど……先日世界一のゲーマーになったボクに対して、お世辞にもゲームが上手いとは言えない雨野君から、そんなことを言われると……。

　気がつけばボクは、彼に、笑顔で返してしまっていた。

「いいよ。やろうか、雨野君。ボクも、少しはゲームを覚えたんだ」

　すぐに自分で「（なんて性格の悪い！）」と後こう悔かいしたものの、時既すでに遅おそし。

　笑顔で喜ぶ雨野君相手には、今更やめるだなんて、とてもじゃないけど言えなかった。




　　　　＊




　雨野君の家は三角家と違ちがって至って普ふ通つうの二階建てで、古くもなければ新しくもない、まあ、本当に「一いつ般ぱん的な中流家庭」といった装いの一いつ軒けん家やだった。

　今の時間帯家族は誰もいないとの説明を受けながらも、一応「お邪じや魔まします」と挨あい拶さつしつつ屋おく内ないに足を踏ふみ入れ、二階にあるという雨野君の部屋へと向かう。

　時折ミシッと鳴る階段を上っていると、ふと……ボクには中流家庭で育った記き憶おくも、きっと経験もないであろうはずなのに、なんだか酷ひどく懐かしい気持ちを抱いた。

「あ、あんまり見ないでくれると嬉しいかな」

　まるで女子ばりに頰ほおを赤らめながら通された雨野君の部屋もまた、「ＴＨＥ　大人しい子の部屋」といった装いで、ゲームや漫まん画がが多くて多少配線等はごちゃついてしまっているものの、基本的には割合片付いている、いっそ感動を覚える程に平凡な部屋だった。

「（やっぱり、雨野君といると《平凡な主人公》とやらの気持ちが分かるかもなぁ）」

　そんなことを思いつつ、彼に促うながされるままに鞄を置き、テレビモニタ前の座布団に座る。

　彼はパソコンとテレビをなにやら配線で繫つなぎ終えると、無線のゲームパッドをボクに渡わたしてきた。ＰＣゲームをテレビモニタでやるらしい。

「（……無線コントローラかつ、外部出力か……遅ち延えんが気になるけど……）」

　すっかりコンマ数秒や一フレーム単位の世界に生きる人間になっているボクとしては、ちょっと雑なゲーム環かん境きようが気になる。一いつ瞬しゆんイライラとしてしまうも、しかしすぐにこれは大会じゃないんだと自分に言い聞かせる。そうこうしていると、セッティングを終えた雨野君がゲームを起動させてボクの横に座ってパッドを握り、わくわくとした様子で話しかけてきた。




「あ、最初はちゃんと手加減するから、大丈夫だよ！　楽しく遊ぼうね、三角君！」




　──流石さすがにカッチーンときた。大人げないとは分かっているけれども……それでも、世界の頂点を取った人間がこんなに舐なめられる謂いわれはない。

　ボクはゲームパッドを強く握り……そして、画面を大会決勝と同じ集中力で睨にらみつける。

「（雨野君が悪いんだからね……）」

　雨野君が１Ｐ、ボクが２Ｐで対戦が開始すると同時に、視界に光が広がり始める。

　完全に初見のゲームのため、《付け焼き刃の拮抗インスタント・ドロー》及および《後発の真打ちストロンゲスト・フオロワー》を用い、まずはゲームと雨野君を見切ることにした。

「（今のボクなら、成長しきるのに一戦落とすようなことさえない……！）」

　それどころか、十秒もあれば《確約されし栄光グロリアス・ロード》の発現、及び《開闢エクスパンシヨン》にまで至れるだろう。

　実際〈のべ〉とかいう作者が作ったというこの対戦型フリーゲームは、個人制作らしく非常に作り込みが甘かった。フリー素材のグラフィック、キーレスポンスの雑さ、キャラの強弱バランスの崩ほう壊かい、モーションの少なさ。どこをとっても三流。正直、見切るのに五秒かからなかった。

　また、雨野君の腕うでも酷いものだった。

「わっ、三角君、初めてなのに上手いね！」

「（比べるのは酷こくだけど……大会出場者の誰よりも下手へただなぁ、雨野君）」

　流石に操作方法は熟知しているみたいだけど……それだけだった。雨野君は以前もそうだった。彼は「成長」に全く重きを置いていない。ずっとそこで留まるだけの……停てい滞たいしただけの、人間。……くだらない、平凡な主人公、まさにそのもの。

「（それこそが『平凡』なのだと言うのなら……ボクはそんなもの、要いらない！）」

　なんとなくムキになり、その必要は全くないはずなのに、これまで会え得とくした能力──

《付け焼き刃の拮抗インスタント・ドロー》《後発の真打ちストロンゲスト・フオロワー》《確約されし栄光グロリアス・ロード》《開闢エクスパンシヨン》

　──その全てを用いて、雨野君を叩たたき伏ふせにかかる。

　しかして、その結果は──




〈１Ｐ　ＷＩＮ！〉




「────────え？」

　雨野君の、勝利だった。

　ワケも分からず呆ほうけたように画面を見つめるボクに、雨野君が苦笑いを向ける。

「えっへへ、僕の逆転勝利だね！」

「────は？」

　意味が分からず、ボクは目を見開いて彼の顔を見つめる。……確かに、ボクが勝ったはずだった。無傷の完全勝利というカタチで、雨野君のキャラのＨＰを削けずりきったはずだった。

　なのに、次の瞬間には……ボクのキャラが、その場に倒れていた。

　……一体どんな能力を用いたのだと慄りつ然ぜんとするボクに、雨野君は苦笑交じりで答える。

「ご、ごめんね。その、種明かしすると、このゲーム、理り不ふ尽じんなコマンドとか技が滅め茶ちや苦く茶ちやあるんだ。今のは、『勝敗を入れ替かえる』っていう技……っていうか、キャラ特性？」

「────はぁ!?」

　なんだそのゲームデザインは！　無茶苦茶にも程がある！　あまりにゲームとして成り立ってなさすぎて、成長しきったボクの眼がん力りきでもとても読み切れなかった。

　愕がく然ぜんとするボクに、雨野君は申し訳なさそうに説明を続ける。

「これに限らず、のべさんのゲームって毎回こんななんだけど……やっぱり、驚おどろくよね？」

　お伺うかがいを立てるように上うわ目め遣づかいの雨野君に、ボクは、ぽつりと返す。

「驚くも何も、こ、こんなの……」

　ゲームとして成り立っていない。ボクのやってきたゲームじゃない。そう、怒おこってやろうと思った次の瞬間。

　雨野君は、申し訳なさそうにしながらも、にへらっと笑って、僕を見つめてきた。




「でも良かった。三角君、楽しんでくれたみたいで」




「────え？」

　言われると同時に、ゲーム画面が雑な切り替え動作で暗転する。と、そこに映り込んでいたボクの顔は……。

　笑顔だった。当然、苦笑いではあるのだけれど……それでも、ここ久しくしていなかった、不思議に緩ゆるんだ表情であり。

　言葉を失うボクに、雨野君が続ける。

「よく分かんないけど、なんか今日の三角君、凄く強こわ張ばった顔してたからさ。あ、ぼ、僕、体験入部の時の三角君……未体験のゲームへのワクワク感があって、凄くいいなぁって思ってたから……あ、で、でもあの、いいなって言っても、変な意味じゃないよ!?」

　別に誰だれも勘かん違ちがいなどしていないのに、顔を真っ赤にして否定してくる雨野君。……相変わらず、余よ裕ゆうのない人だ。だけど……。

　ボクはもう一度、テレビ画面を見やる。そこには、相変わらずの粗あらいキャラ選せん択たく画面が映っていた。

「……もう一回、やろっか」

「え？　あ、うん、そうだね！」

　ボクらは操作キャラを変えると、再び対戦を開始する。

　……今度は、なんの能力も使わず。勝利へ執しゆう着ちやくすることもなく、ただただ、馬ば鹿かみたいなゲーム展開に身を任せるようにして。

　……それはきっと、加瀬先せん輩ぱいや、大会で競い合ったライバル達には見下されてしまうような、なんの真しん剣けん味みもないプレイスタイルだ。だけど……。

「……わっ、なにこれ！　なんでボクのキャラ急に鮫さめに食べられたの!?　雨野君!?」

「あ、ごめん、それ僕のキャラの必殺技『エターナルシャークブリザード』。使ったら、相手は死ぬ」

「理不尽にも程があるよ！」

「大丈夫！　ほら、直後に僕も食べられちゃうから！　しかも判定はそっちの勝利！」

「不毛な技にも程がある！」

「あはは、だよね！　でも、見せたかったんだ、これ」

「使ったら負けるのに？」

「うん。でも面白いでしょ？」

「……ああ。そうだね。最高に面白いよ、雨野君！」

　ボクは気がついたら、何も考えず、笑顔で彼とゲームをプレイしていた。体験入部で初めてまともにゲームに触ふれた、あの時のように。

　……確かに、この部屋には「充じゆう実じつ感」や「達成感」なんて微み塵じんもない。強きよう豪ごうプレイヤー達と競った時の熱さや、息を吞のむような物語も、因いん縁ねんも、成長も……何もない。このゲームを極めたところで、きっと、ボクにとってはなんの糧かてにもならないだろう。

　完全なる停滞。モラトリアム。ボクの物語にはなくてもいい時間、要素。だけど……。

　ボクは雨野君と馬鹿みたいなゲームの対戦を続けながら、口を開く。

「雨野君」

「ん？」

　あくまで、視線は画面を見つめ、手はゲームパッドを操作したままで。

　でもだからこそ言えるクサい本ほん音ねを、告げてみる。

「ボク、キミと友達になれて、本当に良かったよ」

「うぇ!?」

　瞬しゆん間かん、なぜだか必要以上に動どう揺ようした雨野君がゲームパッドを手から滑すべらせ、その勢いで近くのコミックの山が盛大に崩くずれかかったのを、わたわたと慌あわてて支えに走る。

「うわ、わわ、わぁ！　やばい！　やばい！」

「おー！　いやはやこれは流石にボクの《確約されし栄光グロリアス・ロード》や《開闢エクスパンシヨン》でも読み切れなかったなぁ」

「はいぃ!?　な、なに言ってるのさ三角君！　そんな恥はずかしい中二病のボケ考えてないで、ちょっと手ぇ貸してよ！」

「よし、今の隙すきに雨野君のキャラを攻こう撃げきしておこう。えいえい」

「ちょ、鬼おにぃ！……あ、でも僕のキャラ、無む抵てい抗こう時に攻撃喰くらうと皮ひ膚ふから毒出して敵を即そく死しさせる特性があるけどね」

「わあああ!?　なにこれ酷ひどい！　くそっ、もう一戦やろう雨野君！」

「いやそれ以前に助けてよぉ！　友達なんでしょ!?」

「あははっ、雨野君は面白いなぁ。ボク、キミと友達になれて本当に良かったよ！」

「なんでだろう！　今のそれは、全然いい台詞せりふに聞こえないんだけど!?」

「あはは！……あ、そうだ、ボク、やっぱり今後もゲーム部に出ようかな、うん」

「なに急に!?　っていうか、今はとにかく助けてよぉ！」

　ボクは必死で叫さけぶ雨野君や理不尽なゲーム画面を見ながらゲラゲラと笑い……そっと、目の端はしに浮うかんだ涙なみだを拭ぬぐう。




　きっと、ボク、三角瑛一の記き憶おくや正体に纏まつわる物語に、彼は一切関係がない。




　敵として立ちはだかることもなければ、ボクの力強い味方になってくれることも、記憶の回復に一役買ってくれることもないだろう。それどころか、これからボクに纏わる物語は、ゲームというジャンルとさえ無関係になっていくんだと思う。




　だけど、それでもボクが、今一番語りたいと思う物語は。

　ライトノベルとしては非常に魅み力りよくに欠ける、本編を完全に疎おろそかにした要素でありながら。

　なんだかんだで、結局のところ。




　非日常に身を置く特別な主人公が、美少女に声をかけられるところから始まりながらも、実に淡たん々たんとしていて、驚く程に波乱のないであろう、ただただ友人と遊ぶだけの──




　──ゲームの、物語なのである。








【天てん道どう花か憐れんとスランプ・デイズ】






　アサルトライフルを手にした兵士が雪の降ふる戦場を疾しつ駆くする。はぁ、はぁと、息が上がる音声とともに、画面が薄うす白じろく曇くもった。

　私はダッシュ操作を中断すると、岩がん壁ぺきに兵士の左ひだり肩かたを擦こするようにしてゆっくりと前へ出る。遠くからは激しい銃じゆう声せい。索さく敵てきレーダーに映る光点もまた、近くには確認できない。

「（……行こう）」

　兵士のスタミナが回復したのを確認して、私は即そく座ざに再び彼を走らせた。

　が、次の瞬間──

〈ドスッ！〉

「あっ」

　突とつ然ぜん画面全体が赤くなるダメージ表現と共に、雪上へと倒たおれ伏す兵士。同時に、規定のポイントに達したため試合が終しゆう了りようし、画面には最後に勝負を決めた者視点の映像──つまり私の操作する兵士がやられた時のリプレイが映し出された。

　……なんてことはない。無警けい戒かいに曲がり角から飛び出した私の兵士が、待ってましたとばかりに潜ひそんでいた敵の近接ナイフで静かに沈しずめられるだけの光景。

　……完全に、私の失策もいいところだった。

　負けを喫きつした自チームのメンバー達に申し訳ない気持ちで一いつ杯ぱいになる。トータルの戦績だけで言えば、チームに充じゆう分ぶん貢こう献けんしている。しかしそれでも、最後に自分の馬鹿みたいな死に様で試合が終わったことがたまらなく悔くやしかった。

「天道」「はい」

　隣となりで相手チームの一員としてプレイしていた加か瀬せ先せん輩ぱいに促うながされ、二人、オンラインマッチを抜ぬける。瞬間、集中が切れ、ようやく自分が現実世界に戻もどってきた実感を得る。

　いつものゲーム部部室内。私と加瀬先輩がモニター二つを使ってＦＰＳに励はげみ、その傍かたわらでは大おお磯いそ先輩と三み角すみ君が携けい帯たいゲーム機で対戦格かく闘とうに勤いそしんでいる。……例の如ごとく、幽ゆう霊れい部員の一年生女子二名は欠席。

　ふと気付くと、すぐに別タイトルを始めるべく加瀬先輩がゲーム機の前に赴おもむきディスク交こう換かん作業に入ってくれていた。本来なら後こう輩はいの自分がすべき役目だったと気付き、慌ててて腰こしを上げるも、先輩は軽く手を挙げてそれを制してきた。

　少し恐きよう縮しゆくするも、とはいえわざわざ二人でやる作業でもない。

　私が手持ち無ぶ沙さ汰たで見守っていると、ふと、加瀬先輩が、なんでもない世間話でもするかのように、切り出してきた。

「天道。お前、少し下手へたになったか？」

「っ」

　いきなりの核かく心しんを突つく言葉に、ぎくりと身体からだが強こわ張ばる。そしてその私の緊きん張ちよう感は三角君も敏びん感かんに察してしまったらしく、彼の持つ携帯ゲーム機からダメージ音が漏もれてきた。

　ゲーム部部室内に張り詰つめた空気が漂ただよう。ただしそれを感じているのは私と三角君だけで、ゲーム廃はい人じんたる先輩二名は全く察する様子もなく、大磯先輩は次の対戦に意識を集中し、加瀬先輩はディスク交換作業を続けながらずけずけと会話を続けてくる。

「ＦＰＳに限らず、最近は負けがこんでいるように見えるのだがな」

「そ、そうですかね」

「ああ。迷いや集中切れが多くなった印象だ」

「えっと……」

「体調でも悪いか？　勉強で寝ね不ぶ足そくとか。……しかし試験はしばらく先だったような」

「だったようなって」

　相変わらずゲーム以外のことにホント無む頓とん着ちやくな先輩だ。しかし、試験の話題が出たことはありがたい。私は話題をそのまま少しずらしてしまうことにした。

「試験と言えば、加瀬先輩と大磯先輩って、意外に学年順位いいらしいですね？」

「意外とは失礼なヤツだな」

　眼鏡めがねをくいっと直しながら、ディスク交換を終えた加瀬先輩が振ふり向く。背後から、携帯ゲーム機をかちゃかちゃと操作しながら大磯先輩も淡々と答えてきた。

「ゲーム強いやつは、頭のいいやつ」

「なんだか都合のいい極論ですね」

　極きよく端たんな大磯先輩の理り屈くつに私は苦笑するが、加瀬先輩は同意を示す。

「まあ少なくとも、学習能力ないヤツはゲームも弱いわな」

「はぁ……そういうものですかね」

　私は流石さすがにそこまでキッパリと言い切るのは如何いかがなものかと思う。ゲームの腕うでが凡ぼん庸ようでもテストでいい成績取る人はごまんといるはずだ。たとえば……。

「あ、雨あま野の君って、勉強どうなのかしら？」

　私は少しそわそわとしながら、三角君に訊たずねてみる。彼は視線を携帯ゲーム機に落としたまま「詳くわしい成績は知りませんけど……」と応じてきた。

「本人が、自分の能力は本当に平へい凡ぼんってよく言ってますから……まあ、平均ぐらいの順位なんだと思いますよ？　少なくとも上位とかではないはずです」

「そ、そう……」

　少ししゅんとして俯うつむく私に、加瀬先輩が、ふんと鼻を鳴らして告げてくる。

「ほら、言った通りだろ。ゲームの腕が凡庸なやつは、他の何事においても凡庸なん──」

「そんなことないと思います！」

『…………』

　先輩の言葉を遮さえぎるように発せられた私の大きな声に、部室内が一いつ瞬しゆんしんと静まり返る。あの大磯先輩さえ驚おどろいてゲーム画面から目を離はなしてこちらを見ているのに私はハッとし、あせあせと手を振って場を取り繕つくろった。

「あ、いえ、あの、えーと、その、ほら、ゲームも勉強も、ランキングが全てではないと思うわけでして……」

「？　だが、どちらもいいにこしたことないだろう？」

　何を言っているんだといった様子で首を傾かしげる加瀬先輩。大磯先輩も普ふ段だん通りゲームへと戻る中、三角君だけはちらちらとどこか心配げにこちらの様子を見守っていた。

　私が答えに窮きゆうしていると、加瀬先輩がコントローラーでメニュー操作を始め、画面に視線をやったままで呟つぶやく。

「……天道、お前、まさか向上心をなくしたんじゃないだろうな？」

「っ！　そんなことはありません！　ありませんけど……」

　ふと雨野君のゲームプレイを、そのスタンスを思い出す。……私は今、彼よりもゲームを楽しめているのだろうか？　何か、見失ってしまったんじゃないだろうか？　最近そんな思いが……というか、雨野君が頭にちらついて仕方がない。

「……ほら、次始めるぞ、天道」

「え、あ、はい」

　気付くと、加瀬先輩が完全にスタンバイを終えている。

　私は慌あわてて自分のコントローラーを手にとると、先程のそれとは似て非なるＦＰＳゲームのネット対戦に臨んだ。……が。




　──私はその日、数ヵ月前にこのゲームを始めて以来の最低戦績を残したのだった。




　　　　＊




「ふぅ……」

　夏の陽射しに辟へき易えきとしながらも、休日の繁はん華か街がいを気ままに歩く。散歩と言えば聞こえはいいけれど、要は現実からの逃とう避ひ行こう為いだった。

「（本当に私……ゲーム弱くなってる……）」

　昨日の部活動に限らず、帰宅後一人で臨んだネット対戦の結果も惨さん憺たんたるものだった。ＦＰＳに限った話じゃない。格闘、レース、アクション、パズル、戦略シミュレーション……どれも一様に、まんべんなく戦績が下がっている。

　……これはもう、一時的に調子が悪いだけとか言っていられない。加瀬先輩の指し摘てきする通りだ。

　私は、ゲームが……いや勝負事が、下手になってきている。

　ふと、ショーウィンドウの前で立ち止まり、そこに映る自分を見やる。金きん髪ぱつ碧へき眼がんの、やたらと目立つ容姿。実際今も周囲を歩く人々は皆みんな、老ろう若にやく男なん女によ問わず私に視線を投げかけていく。それ自体は別にいい。今いま更さらだ。もうすっかり慣れきっている。問題は……。

「（冴さえない顔してるわね……私）」

　顔から精気が失われているのは、決して暑気のせいだけではないだろう。

　嘆たん息そくしつつ、あてもない散歩を再開させる。

「（不調の原因は……明らかに、彼、よね……）」

　もう一度、続けざまに深く深く嘆息する。これはもう、流石に認めなければいけない。

　私は、雨野君の影えい響きようを色濃こく受けてしまっている。

　厳密に言えば、彼のゲームスタイル……楽しむことが最優先という考え方が、いつの頃ころからか私の心にするりと入り込み、結果、元々のストイックなプレイスタイルが崩くずれてしまった。勝利を渇かつ望ぼうする気持ちが薄うすれたと言い換かえてもいい。

　だけど解げせないのは、実際、私は雨野君との接点が多いわけではないということだ。指で数えられる程の接せつ触しよくしかないのに、ここまで彼の言葉を重視してしまう私は……明らかにおかしい。

「（おかしいと言えば……彼のことを考えるとこう、なんだか体温上がるのも変ね。……ゲーム部への誘さそいを断わられたことに対する怒いかりが残留しているのかしら）」

　まさか自分がここまで狭きよう量りようだとは。……なにか違ちがう気もするけれど。

　とにもかくにも、私は、どうやら雨野君のせいで、ゲームの腕が鈍にぶっているらしい。

「（まったく……どこまでも困った人）」

　思えば彼には振り回されてばかりだ。ゲーム部への誘いを断わられたこともそうだし、ゲーム同好会発ほつ足そくに際してのゴタゴタもそうだし、なによりも……この現状たるや。

「（ホント、責任取って欲しいものね！）」

　腕を大きく振って、ぐんぐんと街を歩く。…………。…………！

「（せ、責任って、そういうアレじゃないわよ!?　そういうんじゃないんですからね!?）」

　突とつ然ぜん自分の精神内失言に気付き、慌てて取り繕う。誰だれに対してかは分からない。分からないけど、顔が熱くて仕方なかった。……ああ、もう！

　私は心のもやもやをその場に置き去りにせんとするかの如く、俯きながらも早足で通りを抜け──

「あっと」「っ、すいませんっ」

　──ようとして、曲がり角で人とぶつかりかける。昨日のＦＰＳと同じだ。最近の私ときたら、本当に行動の精せい彩さいを欠く。それもこれも、全部彼の──

「って、あれ、天道さん？」

　聞き覚えのある声にハッと顔を上げる。と、そこにいたのは……。

「っ!?　あ……あ、雨野君!?」

「は、はい。えと……あの、ど、どうも……」

　相変わらずどこか申し訳なさげで気弱な小こ柄がらの青年……雨野景けい太たが、私から少し視線を逸そらしつつ立っていた。

　しかし、挙動不ふ審しんさでは今回の私も負けていない。突然の邂かい逅こうに焦あせった私もまた、いつものように余よ裕ゆうをもった対応ができず、結果として……。

「…………」「…………」

　お互たがい向かい合いながらも視線を合わせられずもじもじするという……初うい々ういしい小学生カップルみたいになってしまった。

　私はこほんと咳せき払ばらいして気を取り直すと、どうにかいつもの「外交スマイル」を作り出し、ゆったりと彼に対応し直す。

「あら、偶ぐう然ぜんね、雨野君。お買い物かしら？」

　サラリと髪かみを手で梳すきつつ、もう片方の腕は胸下を軽く抱だくように回し、立ち方も綺麗に整える。流れるようなモデル対応。

　よし完かん璧ぺき。これでこそ天道花憐。心の中でグッとガッツポーズを取る。

　対する雨野君はと言えば……こちらは相変わらず視線を泳がせていた。まあ、彼は落ち着いたところで、結局彼であるということだろう。

「ぼ、僕は、えーと、その……。……ほ、放ほう浪ろう？」

「は、はい？」

　意外な回答に私が目を丸くしていると、雨野君は頰ほおをぽりぽりと搔いて、心底恥はずかしそうに告げてきた。

「……家で朝からゲームしてたら、その、母に怒おこられて。で、その、なーんか家に居場所がなくなってしまい、仕方なくこうして外に……」

「……あ、ああ、そうなの……」

　なんてしょうもない理由なの！　まさか自分以上にしょっぱい散歩をしている高校二年生と出くわすだなんて、思ってもみなかった。

　そして、そんなみじめな行動理由を、どうしてこの人は素直に言ってしまうのか。──等などと私が呆あきれたまさにその時、彼は「しまった」という顔をした。どうやら彼も気付いたらしい。徐じよ々じよに頰を紅あかくし、同時にしょんぼりしていく。

「……ふふっ」

「？　天道さん？」

　相変わらずの彼の様子に、私は思わず笑みを漏もらしてしまう。思えば、雨野君は最初からずっとこうだ。挙動不審で、余裕なさそうで……凄すごく、人間らしくて。すっかり「完璧な自分」をものにした私や、周囲の人間とは大違い。でもだからこそ、心から信しん頼らいできる。

　私はしばらく小さく笑い続けて雨野君を赤面させた後、「ごめんなさいね」と一言謝ってから、即そく座ざに次の提案を切り出す。

「そういうことなら、雨野君、一いつ緒しよに散歩しない？　私も予定ないのよ」

「え、あ、はい、是ぜ非ひ。…………。……って、え、ええ!?」

　一回反射的に受じゆ諾だくしてから、言葉の意味を吞のみ込み、ようやくぎょっとする雨野君。

　彼はわたわたと慌てると、しどろもどろに返してきた。

「いや、え、そんな、僕なんかが休日に天道さんとなんて、あの、お、恐おそれ多い！」

「恐れ多いって」

　まさか同学年からそんな言葉をかけられる日が来るとは思わなかった。

「あの、えと、うん……。…………。……やっぱりよくないです！　うん！」

　なにやら思案した結果、そんな結論を弾はじき出す雨野君。この人は、まったくホントに……。私の提案を、わざとなんじゃないかってぐらい、毎回悉ことごとく却きやつ下かしてくるんだから。

　でも今回ばかりは、私だって譲ゆずれない。

　なにせこちとら、ある意味では彼のせいで悩なやまされているんだもの。ちょっとぐらい付き合って貰もらったって、バチは当たらないはず。

「どうして？　雨野君は、私が嫌きらいかしら？」

　上うわ目め遣づかいで、少し意地悪な質問をする。途と端たんに雨野君は顔を真っ赤にしつつ、全力で否定してきた。

「そんなわけないじゃないですか！」

「へ？」

　自分から訊きいておいてなんだけど、まさかそんな剣けん幕まくで否定されるとは思ってもみなかったため、キョトンとすると同時に……なんだか照れて、頰が熱くなってくる。

　雨野君が、わたわたと慌てて取り繕つくろってきた。

「あ、いえ、ですから、僕と二人で街歩くとか、よくないですって。前みたいに、変な噂うわさ加速しちゃいますよ」

　それは以前私が彼をゲーム部に誘った時のことを言っているのだろう。私が自分から男子に接触することは少ないから、確かに当時は一時的に噂になってしまった。けれど、そんなのは私からすれば些さ細さいなことだ。全部断わっているとはいえ、男子から告白される機会が多い私に、今更ゴシップ的な恋れん愛あいネタの噂に対する怯おびえは全くない。だから、今日誰かに目もく撃げきされて私と雨野君が付き合っているとか噂が立ったところで、私は別に……。

　…………。

「天道さん？　ど、どうしました？　なんか顔赤いですけど……」

「いえ、な、なんでもないわ。なんでもないのよ、ええ」

「？　そうですか？」

　心配げに私を見つめる雨野君。私は彼の視線を受け止められず、俄にわかに熱を帯びた頰をさすりながらそっと目を逸らす。

「（ほ、ホントにどうしたっていうのよ、私。なにを今更……）」

　自分の動どう揺ようの意味がまるで理解できない。そうこうしている間にも、何を勘かん違ちがいしたのか、雨野君が申し訳なさそうにぺこっと頭を下げてきた。

「えと、そういうわけですから、今日のところはこれで失礼──」

「ちょっと待って！」

「は、はい!?」

　私は慌あわてて彼の袖そでを引っ張る。雨野君が、緊きん張ちようした面おも持もちで私を見つめた。私もまた自分の行動に驚おどろきつつ、それでもどうにか動揺を制して、しっかりと彼に告げる。

「さ、散歩です！」

「えっと？」

「あ、あくまでこれは『二人で散歩』の提案であって、で……で、『デート』みたいなものでは全くないんです！　ですから、堂々としていればいいんです！」

「えっと……。…………。……いや、やっぱり、そういう問題じゃないような──」

「いいから行きますよ、雨野君！」

　私は彼の袖をそのままぐいっと引っ張り、ずんずんと歩き始める。

　すると彼はその状じよう況きようが酷ひどく恥ずかしかったらしく、「分かりました、分かりましたから！」と叫さけんで、私に袖を離はなさせた。

　私は彼が逃にげないよう少し睨にらみながら、横に並んで歩く。

　そんな私の様子に、雨野君は動揺しながらも渋しぶ々しぶといった様子でしばし一緒に歩いた後。

　一つ大きな溜ため息いきを吐つくとともに、何かを諦あきらめた様子で呟つぶやいてきた。

「……まあ、その…………えと……ど、何処どこ行きましょうか？　天道さん」

「そうこなくっちゃ」

　そう応じる私の微笑に、彼もまた、ぎこちない笑顔で返してくれた。




　　　　＊




「ですよねー」

　行きつけのゲームショップに到とう着ちやくした途端、雨野君がどこか呆れた様子で呟いた。

　私は少しふくれっ面つらで彼に訊たずねる。

「あら。なにかご不満でも？」

「あー、いえ、そういうわけじゃないですけど……」

「デートじゃなく、散歩だって、事前に言っておきましたよね？」

「いや、散歩だからこそ、しょっぱなからゲームショップはどうなのかと……って、あ、これ気になってたゲームだ！　どれどれ……」

「既すでに私より楽しんでいるじゃないですか……」

　苦笑いしながら、私もまた店内の散策を始める。まあ確かに、ゲームのことで悩んでいるのに、ゲームショップを散歩コースに選ぶのもおかしな話だ。

　だけどやっぱり私にとって気分転てん換かんといったら、まず初めにゲームが思い浮うかんでしまうのだ。こればっかりは仕方ない。

　特に買いたい新作があるわけでもないのだけれど、私は店内の棚たなを興味深く眺ながめる。

「（……そういえば、最初に雨野君に声をかけたのもここだったわね）」

　棚の隙すき間まから雨野君の背中を見つめ、あの時のことを思い出す。ゲーム部員がそれぞれに、これぞと見込んだゲーマーを勧かん誘ゆうしようという話になっていた、あの時。

　実を言えば三角君を始め、雨野君よりもよっぽどゲームが上手い人達に幾いく人にんか心当たりはあったのだけれど……。

「（そもそも私、何度かそれまでに、このゲームショップから笑顔で出てくる彼を見かけてたのよね）」

　私はいつもこっそり他の生徒の目を忍しのぶように立ち寄っていたから、彼の方は気付いてなかったようだけれど。私は一方的に、彼を知っていた。

　……新作ゲームを買った時なんか、誰だれよりも幸福そうに商品を抱かかえて出てくる、彼を。

「（そりゃ……腕うで前まえとか確認せず、思わず誘さそっちゃいもするわよね、ゲーム部）」

　その結果断わられちゃってるんだから、私も大たい概がい間ま抜ぬけなものだけれど。

　そんなことを回想していると、パッケージ裏を読み終えたらしい雨野君が、少し慌てた様子で私の姿を捜して、いそいそとこちらにやってきた。

「す、すいません、つい一人で夢中になっちゃって……」

「いえ、別にいいのよ。散歩なんだから、それぞれ好きに行動すればいいのよ」

「まあ、確かにゲームを二人で見ても仕方ないかもですけど……」

「でしょう？」

　だったらなんでゲームショップに僕を連れてきたんだと言いたげな彼を無視して、私は私で店内の物色を始める。

　そうして、各々五分程好きにソフトを見て回ったところで、私はふと思いついたことがあり、雨野君を捜した。

　彼は、中古ゲーム棚の前にいた。そして、その手に持つパッケージは……。

「……『きんいろ小細工』……」

　以前も彼が見ていた、金きん髪ぱつ美少女がメインヒロインらしき、恋愛シミュレーションだった。私が背後で呟いた途端、彼はギョッとしてわたわたとそれを棚に戻もどす。

「いえっ、あの、ち、違うんです！　や、安くなってたもので、その、つい！」

「いいのよ雨野君。……男の子だもの」

「そんなエロ本を見つけた母親みたいな反応しないで下さい！　買わないですから！」

「……そう、買わないの……。…………」

「それはそれでどうして不満げなんですか!?」

　雨野君を一通りからかってから、私は、改めて話題を切り出す。

「それで、雨野君。この後、ちょっとゲームセンターでも行かないかしら？」

「はい？　別にいいですけど……本当にゲーム続きですね」

「？　雨野君、ゲーム好きでしょう？」

「はい、勿もち論ろん」

「私もゲーム好きよ」

「ですよね」

「なら、そんな二人で散歩となれば、当然ゲームショップとゲーセンじゃない？」

「…………うーん？　さん……ぽ？」

　今一つ納得のいかない様子の雨野君。うん正直私も、自分で言ってて何かおかしい気はしないでもない。しないでもないけど、ゲームセンターにはどうしても行かないと。

　というわけで、渋々といった感じの雨野君を引き連れて、私は一路ゲームセンターへと向かう。

　その道すがら、雨野君は周囲の人の視線を気にしつつも私に訊ねてきた。

「天道さんは、アーケードゲームでも結構遊ぶんですか？」

「え？　そうね……家庭用ゲームとの比率は、７：３ぐらいかしら。大磯先せん輩ぱいや三角君なんかは、もうちょっとアーケード寄りなんじゃないかしら。逆にＦＰＳオンリーの加瀬先輩なんかは全く足を運ばないみたい」

「あー、なるほど」

「雨野君は？」

　私の訊ね返しに、雨野君は苦笑する。

「僕は全然ですよ。というか、ちょっと苦手意識すらあったぐらいで……」

　気持ちはなんとなく分かる。家庭用ゲーム好きとゲーセン通いする人間はかなり違う。特に雨野君のような元々友人も少なく更さらに他人に気を遣つかって内に籠こもりがちなタイプに、アーケードゲームはあまり向かないだろう。だけど気になるのは……。

「でも、過去形だったわね？　苦手意識すらあった、って……」

「ああ、それはですね。最近人と一いつ緒しよに遊ぶ機会があって、やっぱり凄すごく楽しいアーケードゲームも多いなって」

「え」

　彼のその回答に、心臓がばくんと鳴る。……雨野君が……誰かとゲーセン？　あ、そういえば以前上うえ原はら君と一緒にいたところは見たから……彼、よね？　そうよね。うん。彼のことよ、うん。それで確定のはずだわ。…………。

「……そ、その、雨野君？　あくまで参考までにだけど、えと、一緒に遊んだ方って──」

「っと、天道さん着きましたよ。ここでいいですか？」

「ああ、そうね！　うん！　ここでいいわ、ええ！」

　突とつ然ぜん振ふり向かれて動揺した私は、慌ててそれに応じて先に店内へと足を踏ふみ入れていく。……完全に質問のタイミングを逃のがしてしまった。

「（いえ、絶対上原君のはずよ。ええ。…………。……星ほしノ守もりさんや、あの、突とつ然ぜんカノジョ疑ぎ惑わくが浮ふ上じようしたアグリさんとやらでは絶対ないはず……よね？）」

　考えれば考える程、雨野君が女性と二人できゃっきゃとクレーンゲームなんかを楽しむ姿が脳のう裏りにちらつく。……実際彼の普ふ段だんの振る舞まいを見れば、そういうタイプじゃないのは明らかなのだけれど、じゃあ私が彼の何を知っているかと言えば──

「天道さん？　あの、どうかしましたか？」

　突然心配げに声をかけてきた雨野君に、私は無思考で答えてしまう。

「いえ、女の子と二人でゲーセンだなんて、雨野君は意外と破は廉れん恥ちだなと幻げん滅めつしまして」

「自分から誘っておいてですか!?」

「あ」

　気付くと、雨野君がずーんと肩かたを落として「まさかの罠わな選せん択たく肢しすぎる……！」と落ち込んでいた。どうも、女の子と二人でゲーセンというのが、今現在のことを指していると思ったらしい。……というか、この流れならそう思って当然よね、うん。

　私は一いつ瞬しゆん勘かん違ちがいを解こうと口を開きかけるも、実際の思考の流れを言うのもそれはそれで問題あるなと思い直し、結果……。

「あ、ほら、丁度色々新しいゲーム筐きよう体たい入荷したみたいですよ！」

　話を完全に逸そらすという、雨野君にとってはまるで報むくわれない解決法を選択してしまった。

「はぁ……そうですね……」

「（あぁ、露ろ骨こつにテンション下がってる！　ご、ごめんなさい、雨野君）」

　心の中では何度も謝罪するも、やはり本ほん音ねだけは言うわけにいかない。

　とにかく私はこの件を一刻も早く彼に忘れさせようと、少し強引に袖そでを引っ張った。

　以前上原君と雨野君を見かけたのとは別の、三階建てのゲームセンター。

　私はクレーンゲームやプリクラを中心としたファミリー向けの一階施し設せつには見向きもせず、一路二階のビデオゲームフロアを目指す。

　すると、袖を引かれながらも雨野君が苦笑してきた。

「天道さんって、一いつ貫かんして天道さんですよね」

「？」

「ああ、いえ、ほら、すぐクレーンゲームの景品とかに食いつくアグリさん的なタイプとは対極だなぁって思いまして」

「ああ、確かに私、そういうのにはからっきし興味がな──」

　とそこまで言ったところで、あれ、と気付く。

「（……何気に今雨野君、アグリさんとやらの性格を妙みように熟知してなかった!?）」

　額に汗あせが滲にじんでくる。……やはり、彼は、彼女と何かあるのだろうか？

「（でも……彼女は上原君とお付き合いしているという話も、周囲から聞くのよね。でも……星ノ守さんの証言にも信しん憑ぴよう性せいはあるし……）」

　そんなことをぐるぐると考えていると、いつの間にやらビデオゲームフロアをスルーして、三階のメダルゲームフロアまで来てしまっていた。

　ハッとして雨野君を振り返ると、彼も不ふ審しんげな表情を浮かべている。

「……あの、天道さん？　メダルゲーム……するんですか？」

「え？　あー……」

　彼は私がビデオゲームコーナーに向かっているものとばかり思っていたらしい。……というか正直、私も、そのつもりだった。

　なにせ私が彼を引き連れてゲームセンターに来た目的は、彼とゲームで対戦することにあったから。

「（もう一度雨野君と一緒にゲームをすれば……このスランプを抜ぬけ出す何かが、摑つかめるかもしれないと期待してたのだけれど……）」

　メダルゲームフロアに来て、どうするのだ。ここには格ゲーもなければパズルゲームさえもない。私は一つ嘆たん息そくすると、照れをまぎらわすようにこほんと咳せき払ばらいし、雨野君を振り返って下のフロアに戻るよう──。

「ああ、確かに時間潰つぶしや気分転換の意味ではぴったりかもですね、メダルゲームって！　流石さすが天道さん。僕には全然ない発想だったなぁ」

「……はい？」

　突然雨野君が、なにやら勝手に納得した様子で瞳ひとみを輝かがやかせる。

　そうして、彼は動きを止めた私に構わず、メダルゲームフロアの中へと進み出ていく。

　私が慌あわててその背を追うと……雨野君はメダル交こう換かん機の前に立ち、横の張り紙を指差してニコニコと振り返った。

「見て下さい天道さん。今日は月に一度のメダル三倍デーですって。ラッキーですね！」

「え、ええ、そうね、確かにお得ね」

「ですよね。じゃあとりあえず、折角なので五百円ぐらいで遊びましょうか」

「ええ、そうね──って、いや、あの、ちょ、待っ──」

　私が制止する間もなく、雨野君は丁度ポケットに入っていたらしい五百円硬こう貨かをチャリンと交換機に投入。受け口へとセットしたカップにじゃらじゃらとメダルを流した。

「あー……」

「？　どうかしましたか、天道さん？　なんだかＲＰＧで仲間キャラが勝手に魔ま法ほう使って無む駄だにＭＰ消費しちゃった時みたいな顔してますけど」

「どうしてその観察眼の鋭するどさをもう少し早く発揮できないのですか貴方あなたは！」

「うぇ!?　な、なにか悪いことしましたか、僕？」

　両手で抱えたメダルカップをじゃらじゃらと鳴らしながら、雨野君が怯おびえる。

　私は深く嘆息すると、ポーチから財布を取り出しつつメダル交換機の前に進み出てて、自分も五百円分をメダルに交換した。

　カップを持ち、恐きよう縮しゆくしきりの雨野君をジトッと睨にらむ。そうして……次の瞬しゆん間かん、私はビシッと人指し指を彼に突つきつけた。

「勝負よ、雨野君！」

「？　はい？」

　キョトンと首を傾かしげる雨野君。私は毅き然ぜんとした態度で続ける。

「本意ではないけれども……こうなっては仕方ありません。今回はメダルゲームで勝負と洒落しやれ込こみましょう、雨野君！」

「は、はぁ。……あの、本意じゃないなら、別にこれやらなくても……」

「雨野君！」

「は、はい！」

「貴方、随ずい分ぶんといいチョイスをしたわ。確かにこれなら……運がほぼ全てと言っていいメダルゲームなら、雨野君と私、拮きつ抗こうした真しん剣けん勝負ができるというものよね！」

「なんか微び妙みようにゲームの腕うでをディスられているのはさておき……真剣勝負、ですか？」

「そう！　これは……私の人生を、再起を懸かけた大勝負！」

「メダルゲームにそんな意気込みで臨む人、僕初めて見ましたよ！」

「雨野君！　私は貴方に絶対勝つ！　そして、失われたものを取り戻もどすのよ！」

「……えと、じゃあ、僕、負けましょうか？」

　おどおどとそんな提案をしてくる雨野君に、私は思わず憤ふん慨がいして返す。

「ふ、ふざけないで下さい！　真剣勝負で手を抜ぬこうだなんて……貴方はそれでもゲーマーの端はしくれですか！　恥はじを知りなさい！」

　激げき昂こうする私に、雨野君は「えー」と困こん惑わくした様子で応じる。

「だってあの、僕、別に負けても失うもの何もないですし……なのに天道さん、なんか人生懸けてきちゃってますし……」

「それは……！……こ、言葉の綾あやです！　無視して下さい！　私は、何も懸けてません！　懸けてませんとも、ええ！　……ぴ、ぴゅーしゅるりるー」

「なんですかその物もの凄すごく人を不安にさせる異様な口笛は！　逆に怖こわいんですけど！」

「[image: ～][image: ～]！　ぐじぐじと細かい人ですね！　そ、そんなだと、女性に嫌きらわれますよ！」

「なんか今日僕の好感度すげー理り不ふ尽じんに減りません!?」

「とにかく！　メダル勝負です、雨野君！　そうですね……三〇分！　三〇分後ここに再集合して、その時の残り手持ちメダルが多かった方の勝ちです！　いいですね!?」

「は、はぁ、分かりました……」

「では、三〇分後に！……ゲームスタートです！」




　メダルゲーム勝負開始宣言と同時に、私は素早く競歩で移動を開始。めまぐるしく視線を動かして投資先を探る。

「（一番オーソドックスなのは、プッシャーゲーム系よね。定期的に動く押し板のタイミングを計ってメダルを投入、既すでにあるメダルの山が受け口に落ちるのを狙ねらうだけの、古典的かつ単純で、視覚的にも楽しいゲーム。メダルゲームの王様。だけど……）」

　家族連れやシニア層が多い円形の筐体周りをチェックし、顔を顰しかめる。

「（案の定、人気で席はほぼ埋うまっているわね。となれば当然、空いている席は……）」

　液えき晶しよう画面表示を素早くチェックする。……やはり、いい席は空いていない。最近のこの手のゲームはビンゴ要素やらすごろく要素やらが追加されているのだけれど、その数値は席に累るい積せきしていく。つまり、人が数値を積み上げた席を上手うまく取れれば得をするのだが、この人気振ぶりだと、好条件の席はすぐに埋まってしまうわけで。

「（色々なイベント要素があって楽しいゲームだけれど、短時間で大きく稼かせぐ今日の趣しゆ旨し向きじゃないわね……）」

　そう即そく座ざに判断し、私はプッシャーゲームを切り捨てた。ちなみに、勝負スタートからここまでの時間、実に十秒程度である。

　私は戦略を着々と練りながらも、さて、雨野君はどうしているかと窺うかがう。と、彼は……。

「よいしょっと」

「（な──）」

　私が真っ先に切り捨てたプッシャーゲーム……しかも累積数値がどん底の最低席に、大してチェックもせず、ただただ「空いてたから」という体ていで着席していた。

　私は一瞬啞あ然ぜんとし、しかしすぐにその行動の意味を分ぶん析せきにかかる。

「（あれは作戦!?　もしかして私の見み逃のがした累積数値でもあった？　いえ……そんなことはないはず。で、でも、彼は案外油断ならないとこあるから、もしかしたら……）」

「……ふむふむ。…………へー……。……ああ、そういうルールなんだ……」

「（完全に素人しろうとだわぁぁぁぁぁぁぁあああ！）」

　思わずこけそうになる。雨野君……あれ、確実に、見た目が面白そうだったからという理由で座ったわね……。まあ、雨野君らしいけれど。

「（なんだか力が抜けちゃったけど……でも、油断はしない！　私は、私なりに最善を尽つくすのよ！　そうして、雨野君的な緩ゆるさ、甘さと決別するの！）」

　私はぐっと拳こぶしを握にぎりしめると、短時間で手て堅がたく稼げる筐体を求めて、メダルゲームフロアの徘はい徊かいを再開させた。




　そうして約二〇分後の、メダル交換機前。そこには──

「…………」「…………」

　メダルが零こぼれる程詰つまったカップを手にした女と、制限時間一いつ杯ぱいを待たずしてカップを空にし、しゅーんと落ち込む小こ柄がらな青年の姿があった。

　私は最も早はや数える気にもならない結果を目まの当たりにし、自分に問い掛かける。

「（…………で？）」

　湧わいてきたのは、勝利の高こう揚ようでも、雨野君に対する失望でもない。

　無だった。思った通りの、当然の結果が出ただけ。雨野君はいつものように「楽しむ」ことを優先し結果惨ざん敗ぱい。私は「稼ぐ」ことを優先し、結果圧勝。なんの面白みもない。

「あはは……天道さんの言う通り、メダルゲームなら、もう少し結果が拮抗しても良かったんですけどね……情けないばかりです」

「…………」

　肩かたを落とす雨野君を見ながら、私は更さらに思考を進める。

　確かに、彼にも勝つ可能性は充じゆう分ぶんにあった。でも……たとえ、彼が勝って私が負けていたとしても、この微妙な感想は変わらなかった気もする。……なにもない。

「（私は本当に……なんて中ちゆう途と半はん端ぱな感性になってしまったのかしら。勝利を優先する割には、その勝利で高揚もせず。かといって、雨野君みたいに楽しむ方向だけに振り切れもしない。……私は……一体何がしたくて……）」

　大おお袈げ裟さな表現ではなく、気分がどん底まで落ち込んでいく。雨野君にはまたツッコマれるかもしれないけれど……それぐらい、私にとって、この現状は辛つらいものだった。

　だってそれは……私が、ゲームの楽しみ方を分からなくなっているということだ。

　ずっとずっと自分の中心で支えだったものが、崩くずれかけているということだ。

　遂ついには軽く眩暈めまいまで覚え、カップからメダルを一枚落としてしまう。と、ぼんやりしていた私より先にしゃがんで雨野君は拾い、私のカップに戻そうとしてくれたものの、どこに置いても崩れてしまいそうな状じよう況きように、躊躇ためらってしまってた。

　私はそれを見て力なく笑い、投げやりな気分で彼に告げる。

「いいわよ、拾ってくれたお礼にあげるわ、そのメダル」

「え？　いいんですか？　やったっ、ありがとうございます！」

　大袈裟に頭を下げる彼。相変わらず変に無む邪じや気きな人だなぁと思いつつ、さて残りのメダルを預け機にでも入れようかと周囲を見回したところで、ふと、雨野君がいないことに気付いた。

「雨野君？」

　彼を呼びながら、店内を捜さがす。と、彼は、なぜか元々遊んでいた場所……プッシャーゲームの席に戻り、真剣な眼まな差ざしでコイン投入のタイミングを計っていた。

　二人掛け用になっていた椅い子すの片方に腰こしを下ろしつつ、髪かみを梳すきながら「雨野君？」とその顔を覗のぞき込む。

　と、彼は一いつ瞬しゆん私との距きよ離りの近さにどぎまぎした様子を見せた後、なんだか照れ臭くさそうに頭を搔かいた。

「いや、あの、折角一枚貰もらったんで、勝負をこれに賭けてみようと……」

「勝負？　勝負って？」

「え？　勿もち論ろん天道さんとのメダル枚数対決ですけど……」

「は？」

「え？」

　彼の意外な回答に私が驚おどろいていると、そんな私のリアクションに、彼もまた驚いて返す。

　私はぐいっと彼に肩を近づけ、訊たずねた。

「えと……雨野君、まだ勝つつもりでいたの？」

「へ？　いやさっきまでは無一文だったので最後の賭けも何もなかったですけど……。天道さんから一枚貰った今は、そりゃ、逆転狙いますよ。まだ制限時間まで少しありますし」

　当然でしょ、と言わんばかりの態度で応じ、再びコイン投入体勢に入る彼に対し、私は思わず声を上げる。

「え、ちょ、ちょっと待って雨野君」

「な、なんですか。時間稼かせぎですか？　邪じや魔ましないで下さいよ、天道さん！」

　少し苛いら立だった様子でこちらを見ず投入タイミングを計り出す雨野君。しかし私は、それでも質問を続けた。

「な、なんで勝ち狙ってるの？」

「そりゃ勝負事なんで！」

「でも、だって、貴方あなた、そういうタイプじゃ……」

「はい？　そういうタイプってなんですか、そういうタイプって」

　片目を閉じて慎しん重ちようにコインの狙いを定さだめながら、ぞんざいに応じる雨野君。

　私はなにか大きく前提がひっくり返る予感にごくりと唾つばを飲み込みつつも、なんとか、核かく心しんに迫せまる問いを投げかけた。

「勝ち負けなんて、どうでもいいんじゃ……」

　その、私の言葉に。

　雨野君は指先に神経を集中させながらも、だからこそ噓うそ偽いつわりのないであろうその本音を……私にとって爆ばく弾だん発言もいいところの本音を、ぶちまけてきた。




「勝負は、断然、勝った方が楽しいに決まっているでしょうよ！」




「（えええええええええええええええええええええええええええええええええええ!?）」

　私がスランプに陥おちいる最大の要因となった思想、「雨野景太のゲームスタンス」。それを全てぶち壊こわしにするような発言をしながら、雨野君はチャリンとメダルを投じる。

　その結果は──

「…………」「…………」

　場になんの影えい響きようももたらさず、ただただ、山に埋もれていくメダル。不ふ甲が斐いないにも程があるオチだった。

　次の瞬しゆん間かん、雨野君は頭を抱かかえながら仰のけ反ぞる。

「ああっ、もうっ！　悔くやしいなぁ！」

「く……悔しい……の？」

「はぁ!?　そりゃ悔しいですよ！　最後の賭かけに負けたんですよ!?　僕！」

「そ、そうだけど……でも、だって貴方、過程が楽しければそれでいいんじゃ……」

「はい？」

　不思議そうに首を傾かしげる雨野君。……意味が分からないのはこっちだ。

　と、そこで背後にプッシャーゲームをやりたそうにしている家族連れの気配を感じ、私達は慌あわてて退席、ついでに私のメダルを預け機に入れて精算し、私達はゲームセンターを出た。

　しばらく二人とりとめのない会話のみに終始し、街を歩き、そうして本日一番「散歩」らしい風景……公園内の並木道に出たところで、私は意を決して訊ねる。

「雨野君。貴方は……勝ちに拘こだわるゲーム部のやり方が嫌いやで、入部を断わったのよね？」

「な、なんですか急に。その……いやまあ……端たん的てきに言えばそうですけど……」

　自分が怒おこられているとでも思ったのか、気まずげに俯うつむき加か減げんで応じる雨野君。

　私は「別にそれを責めるつもりじゃないの」と前置きして、続けた。

「でも、さっき貴方は、勝負に負けて悔しそうだったし、それどころか最後の一枚で粘ねばってまで、勝ちに行こうとしたじゃない？」

「しましたね」

「……おかしくないかしら？」

「……おかしいですか？」

　何を言われているのか分からないという様子の雨野君。私は若じやつ干かんイライラとしながら、質問を重ねた。

「だって、貴方、ゲームは楽しいのが一番なのでしょう？」

「はい、そうですね」

「つまり、勝ち負けは、どうでもいいってことよね？」

「いやいやいや、どうでもいいわけないじゃないですか。勝ちたいですよ」

　心外そうにツッコンでくる雨野君。私はいよいよ、わけが分からなくなってきた。

「……雨野君の主張には、一いつ貫かん性がないわ」

「うっ。いやまあ確かに、僕、天道さんに比べたら信念とか薄うすいタイプですけど……。……でも、今言っていることは、そんなにおかしくないはずですよ？」

「どうして？　おかしいじゃない。ゲームを楽しむことと、勝負に拘ることは──」

　私がそこまで言ったところで、雨野君は当然のように言い放つ。

「ほぼ一いつ緒しよのことですよね？」

「────」

　再び繰くり出されたその矛む盾じゆんした主張に、私は啞あ然ぜんとする。

　しかし雨野君としては大して重要な会話だとも思ってないらしく、むしろ私と歩いているところを音おと吹ぶき生徒に見つかりやしないかと視線をあっちこっちにやりながら、そのついでみたいに応じてきた。

「だって、本当に勝ち負けを心底どうでもいいって思ってしまったら……ゲームなんて、全く楽しくないんじゃないですかね？」

「っ」

　そうだ。それこそが、今の私。勝ちへの執しゆう念ねんが薄れてしまった私。だけど過程だけでも満足もできない、半はん端ぱな私。

　雨野君はふと空を見上げながら、分かりやすくたとえてくる。

「ほら、別に対戦モノじゃなくたって。ＲＰＧだって、ボスに負けてゲームオーバーになっても『ふーん』で済ませられるなら……それはもう、よっぽど惰だ性せいでやってるゲームか、バランス壊れてたり先のシナリオがどうでもよかったりするクソゲーか、ですよね？」

「それは……まあ、そうかも。……で、でも！」

　私は今一つ納得しきれず、彼に問い掛ける。

「貴方以前言ってたじゃない！　弟とゲームしているときは、馬ば鹿かみたいにゲラゲラ笑い合っていられるとかって！　貴方達がそんな風にいられるのは、実際勝ち負けがどうでもいいからでしょう？　違ちがう？」

「違いますね」

「え」

「というかむしろ逆ですね」

「ぎゃ、逆？」

　私の素すっ頓とん狂きような声に、雨野君はこくりと頷うなずいて返す。

「お互たがい、いつも勝った負けたで大おお騒さわぎですよ。次こそは勝つだの、今の技はずるいからノーカンだの、昨日の戦績も合わせればトータルで自分の勝ちだの。まぁ、醜みにくい争いってこういうことだろうなってぐらい、凄すごいですよ。そのまま軽ぅ～い兄きよう弟だい喧げん嘩か直行コースだってあるぐらいで」

「…………」

「だから僕が弟と遊ぶのが好きなのは、お互い勝ち負けで一いつ喜き一いち憂ゆうしまくるからですよ」

　頭をガツンと殴なぐられたような気持ちだった。あたりまえのゲームの楽しみ方を、今、改めて学び直したような。

　そして……私がなくして必死に探していたものを、彼が、メダル一枚を拾うが如ごとく、簡単に見つけて手て渡わたしてくれたような。

　私は思わず震ふるえ、俯きながらも、質問を続ける。

「……なにそれ。じゃあどうして雨野君は……ゲーム部には……」

「ですからそれは、単純に僕が根性無しだからってだけです。ゲームには当然勝ちたいですけど、じゃあ勝つために辛つらい練習を繰り返す程の意気込みがあるかというと、そういうことじゃないっていうか」

「…………」

「前も言ったと思いますけど、僕や弟にとってゲームはやっぱり『娯ご楽らく』なんで」

「そう……そうだったわね」

　ニコッと温かく微笑ほほえみかけてくれる雨野君。私は自分の中で再びゲームへの接し方が徐じよ々じよに確立し始めたのも感じつつ、更さらに質問を続けた。

「ねぇ、雨野君。そんな貴方から見て……たかがゲームの勝ち負けにばかり腐ふ心しんする私は……私達ゲーム部は、やっぱり滑こつ稽けいかしら？」

「？　なに言っているんですか。天道さんらしくもないですね？」

　雨野君はそう笑い、そして──私の悩なやみを綺き麗れいに吹ふき飛ばすかのように、珍めずらしく全身に自信を漲みなぎらせて言い放った。




「勝ちを喜び負けを悔しがることこそが、ゲームの最大の醍だい醐ご味みじゃないですか！」




「……そっか」

「だから、負けの悔しさをバネに上達しようと努力し、とことん勝ちに拘るゲームスタイルの人達には、僕、心底憧あこがれこそすれど、滑稽だなんて絶対思いませんよ！」

「…………」

　私は少し泣きそうな自分に気付き、慌てて俯く。しかし雨野君はそれに全く気付いた様子もなく、どこか照れ臭くさそうに頭を搔かき始めた。

「まあ僕当人は信念もなく根性無しなんで、コツコツ腕うでを磨みがくよりも、すぐに他のゲーム遊ぶ方向に逃にげちゃうんですけどね……」

「ふふっ」

「す、すいません……」

　思わず私が笑うと、相変わらずネガティブ思考な雨野君が申し訳なさそうに恐きよう縮しゆくする。

　いつもなら即そく座ざにフォローの言葉を入れるところだけれど……。

「ほーんと、雨野君には期待を裏切られてばかりよ」

「う、うぅ……なんか今日はホント、色々不甲斐なくてすいません……」

　しょんぼり肩かたを落とす雨野君を見て、私はちろりと舌を出す。

「（ホントはいい意味でなんだけどね）」

　でも、なんだか素直にそれを言うのは、少しだけ悔しくて……気き恥はずかしくて。

　私は前に数歩進み出ると、くるりと彼を振ふり向いた。

「じゃあ、今日の散歩はこれで解散！」

「え!?　あ、はい、分かりましたけど……ず、随ずい分ぶんと唐とう突とつですね？」

　なにか自分が失礼なことでもしたんじゃないか……とでも思ってそうな程に、露ろ骨こつに不安げな顔を見せる雨野君。

　私はそれを否定するように一度笑顔で首を横に振りつつも、彼に背を向ける。

「だって仕方ないじゃない」

　そうして私は、別れの挨あい拶さつ代わりに颯さつ爽そうと手を挙げつつ──
















「今私、ゲームがしたくてしたくて、仕方ないんだもの！」




　──散歩前までとは大違いの、自信と活力に満ちた本来の「天道花憐」そのものの足取りで、ゲームが待つ自宅へと踏ふみ出したのであった。

　…………。

　…………が。





後日談






　週末を挟はさんだ月曜の放課後、ゲーム部部室にて。

「天道、お前……」

「…………」

　ＦＰＳの対戦を終えた加瀬先せん輩ぱいが、机にコントローラーを置き、神しん妙みような面おも持もちで切り出してくる。

　二人のそんな様子を、三角君や大磯先輩もまた、珍しくゲームの手を止め見守る中。

　今か今かと審しん判ぱんの時を待つ私に、加瀬先輩は──

　──心底呆あきれ返った様子で、怒ど鳴なりつけてきた。

「更に弱くなってるって、どういうことだ!?」

「うぅっ！」

　あまりに無む慈じ悲ひな物言いに、私は思わずズサーッと上半身を机に預ける。

　加瀬先輩は最早呆れを通り越こして、未知への恐きよう怖ふに挑いどむかの如く、ごくりと唾つばを飲み込んで続けた。

「いや、平時のゲームプレイは、以前のお前に戻もどっていると言っていい。勝ちへの渇かつ望ぼうも、負けからの学習能力も。そこは認めるにやぶさかではない」

「うー……」

「しかし、だからこそ解げせない。お前は何故なぜ……」

「…………」

「お前は何故、調子がノッてきた時に限って毎回突とつ然ぜん発作みたいに顔を赤くし、初心者もびっくりの低レベルプレイに成り下がってしまうのだ!?」

「あぅ」

　加瀬先輩のもっともな指し摘てきに、何も言い返せずただただ項うな垂だれる私。

「（うぅ、こんなハズでは……）」

　雨野君との散歩以降、私は確かにゲームの醍醐味を再理解し、情熱と信念をも取り戻し、プレイスタイルも元に戻ったはずだった。そこまでは良かった。良かったのだが……。

「（どうして……どうして私、ゲームが楽しくなってくると、決まって雨野君の顔を思い出すようになったの!?　おかしいでしょ、私！　頭バグってんの!?）」

　それが、今の驚おどろくような不調の原因だった。

「うぅ……」

　私は唸うなりながらも最低戦績が更に更こう新しんされてしまった画面を涙なみだ目めで睨にらみつけると。

　今回自分に起こったでき事を、ゆっくりと反はん芻すうし。

　そして──一つの結論を見つけると、それを、心の中で、全力で叫さけぶ。




「（やっぱり何もかも、雨野君のせいよぉおおおおおおおおおおおおおおおおおお！）」




　──天道花憐が真の意味で本調子を取り戻す日は、もう少しだけ先になりそうだった。








【ゲーマーズとフライングゲット】






「ごめんなさい。私、貴方あなたとはいいお友達でいたいかなって」

「えー、なんだよぉ、もう！」

　三度目の告白が失敗したところで、僕は宙を仰あおいで駄だ々だを捏こねた。フラれたもののリアクションとしてはあまりに往おう生じよう際ぎわの悪い、相手にも失礼な、みじめにも程がある態度だが……なに、気にすることはない。

　なにせ相手は、テレビ画面の中の二次元ヒロインなのだから。

　……ある意味余計みじめな光景じゃないかとか、言わない。恋れん愛あいシミュレーションゲーム相手に一人で悪態つく男のどうしようもなさなんか、僕だって重々自覚している。

　しかしそう分かった上でなお、僕は悪態を止められなかった。

「一体僕の、何が気に食わないっていうんだよ……」

　腰こし掛かけていたベッドへと仰あお向むけに倒たおれ、脇わきに放ったコントローラーをぼんやりと見つめながら、ラブコメにおいて当て馬のキザ野や郎ろうが吐はきそうな台詞せりふを呟つぶやく。

　この恋愛シミュレーションゲーム……「きんいろ小細工」を始めて、今日で五日目。これまで全五人のヒロインを、一日一キャラずつ攻こう略りやくしてきた。そうして、一番好みのヒロインこそを最後にとっておく僕が、満を持じして臨のぞんだ最後のヒロイン。金きん髪ぱつ優等生フラウ・ヘブンリーへの、実に三度目ともなる告白の結果が……これである。

　僕はわしゃわしゃと頭を搔かきむしりながら、呻うめき声を上げる。

「あー、もう、分かんない。選せん択たく肢しのどこでミスってんのかが、全く分かんない」

　そもそも一周目の時点で、既すでにボクとしては、彼女との会話シーンの全てで正解の答えを提示しているつもりだったのだ。だというのに……告白の場面でまさかの失敗。

　呆ぼう然ぜんとはしたものの、その時点ではまあどこかの選択肢を操作ミスか何かで微び妙みようにしくじっていたのだろうと軽く考えており、やれやれと細心の注意を払はらって挑いどんだ二周目で……またもやフラれ。

　ことここに至り、どうやら何かが根本的に間ま違ちがっているらしいぞと気付いた僕が超ちよう前のめりで挑んだ三周目。クイックセーブ＆ロードを使いこなして会話時のフラウの全選択肢に対するリアクションを精査し直し、他のヒロイン達には極力いい顔をしないよう心がけ、自分の中ではこれで絶対完かん璧ぺきだろうと告白に臨むも──あえなく撃げき沈ちん。

　そりゃあ流石さすがの僕も、悪態をついてベッドにも寝ね転ころぼうというものだ。

　バッドエンド時の妙みように物悲しい、質素なエンドロールがテレビに流れる中、僕は大きく溜ため息いきを吐つく。

「（……どうしてこう、僕ってやつは……よりにもよって、この子に限ってさ……）」

　天てん井じようを見上げながら、雨あま野の景けい太たという人間の情けなさに腹を立てる。たかだか恋愛シミュレーションゲーム如ごときに大おお袈げ裟さな、と思われるかもしれないけれど……。

　その、実はこのフラウというヒロイン、どことなく、天てん道どうさんに似ているのだ。

「（……天道さん似のヒロインを勝手に最終ヒロインへと設定して、だけどそれにさえ素すであえなく玉ぎよく砕さいするあたりが、僕だよなぁ……）」

　実際このゲームの評判やレビューなんかを見ても、フラウのルートが難しいなんていう感想は皆かい無むだ。つまり、他のユーザーは問題なくクリアできているのだろう。引っ掛かかっているのは僕だけ。どんだけ女心への理解がズレてんだって話だ。……いや、違ちがうな。天道さんへの理解が、か？　だって他のヒロインは問題なく攻略できてるわけだし。

　状じよう況きようが状況だけに、ここで攻略情報を見てしまうのもそれはそれで悔くやしい。かといって、既読スキップを駆く使ししても一周四〇分程度はかかるこのゲーム、何の策も展望もない状態で本日四周目に入る気力もなく。

「……はぁ」

　僕は大きく溜息を吐き、ゲーム機の電源を落とすと。

　そのままベッドの上で、ぐでぐでと、作業感たっぷりにソシャゲを始めたのだった。




「雨野、それを恋愛相談とは言わない」

　にべもない友人の対応に、僕は「いやいやいや」と慌あわてて取りすがる。

　水曜日の放課後。ゲーム同好会の活動と称しようした定例の駄だ弁べり時間を迎むかえると同時に、勇気を持って相談を切り出してみた僕に対する上うえ原はら君の反応は、実に冷たいものだった。

　僕は別クラスのチアキが合流するまでまだ時間があるのを確認すると、相談を続けさせて貰もらう。

「そんなこと言わないでさ。こ、これも天道さんとお近づきになるための、僕の涙ぐましい努力の一いつ環かんだと思って。ねぇ？」

　必死で縋すがる僕を無視し、どうでもよさげに小指で耳をほじくる上原君。……ぐっ。

「ほら、リアルカノジョ持ちの上原君なら、恋愛シミュレーションゲームの解法ぐらい、ちょちょいのちょいでしょ？　意地悪せず教えてよ、上原君」

「……雨野」

「なに？」

　そこで上原君は突然大きく嘆たん息そくすると、「やれやれ」と首を振ふり……そうして、胸の前で腕うでを組んで、何か僕を咎とがめるような雰ふん囲い気きで切り出してきた。

「俺は今から、お前らオタク共にとって少しショックな事実を突つきつけさせて貰う」

　その言葉からなんとなくいやなものを察した僕は、慌てて顔を背そむけて叫ぶ！

「あ……ご、ごめんやっぱり相談いい！　聞きたくない！」

「恋愛シミュレーションゲームってやつはな──」

「あー、あー、あー、きき、聞こえないー」

「──実際、全くもって現実の恋愛をシミュレーションしては、いない！」

「言わないでぇ！」

　残ざん酷こくな真実を突きつけられて、ガクガクと震ふるえる、草食系を装った対人恐きよう怖ふ症しよう男子。

　上原君は僕を酷ひどく憐あわれんだ目で見下しながら続けてくる。

「だから俺は、カノジョ持ちだが──いや、カノジョ持ちだからこそ、恋愛シミュレーションゲームのアドバイスはできない。なぜならそれは似て非なるどころか……そもそも全くの別物だからだ！」

「ぎゃあああああ！」

　薄うす々うす感付いていたことを改めて告げられ、ガックリと机に項うな垂だれる僕。

　……僕は呻くように呟いた。

「じゃあ……じゃあ、僕がこれまでゲームで培つちかってきた対異性の経験値って……」

「すまないな雨野。実は恋愛シミュレーションゲームで得られる経験値で上がるのは、創作ヒロインへの対応レベルだけであって……現実の異性への対応レベルは、一つたりとて上じよう昇しようしていないんだよ！」

「な、なんだってぇー!?」

「逆もまた然しかりでな。だから俺からお前にアドバイスできることはないんだ。恋愛シミュレーションゲームの腕うで前まえは、お前の方が遥はるかに上なのだから。よ、シミ充じゆう！」

「なんて不ふ名めい誉よな称しよう号ごうなんだシミ充！　ぼ、僕はシミ充じゃないやい！」

「ちなみに雨野、お前高二現在まででクリアしたギャルゲー本数は？」

「えーと……四〇本ぐらい？」

「おめでとう雨野」

　突然上原君にスッとルーズリーフを差し出される。見れば、シャープペンで今日の日付と僕の名前、そしてデカデカと書かれた「シミ充」の文字。なんか証書発行された。

　がくりと肩かたを落とす僕に、上原君は「まあ冗じよう談だんはさておきよ」と続けてくる。

「実際俺に聞かれても分からんって、それは。俺、ギャルゲーやらねぇし」

「ま、またまたぁ。そんな恥はずかしがらず、素直に白状して楽に──」

「いやホントに。ガチで。っつーか雨野よ。男なら誰だれでも通る道とかじゃ絶対ないからな、ギャルゲー。お前のその価値観は明らかにオタク統計を基もとに成り立っているぞ」

「じゃ、じゃあ一体、普ふ通つうの男子は女の子への欲よつ求きゆうをどこへ吐き出すと──」

「ＡＶだろ普通」

　僕は一いつ瞬しゆん眩暈めまいを覚えるも、すぐに気をとりなおすと、今度はやれやれと、さも嘆なげかわしげに息を吐いた。

「……イマドキの日本の青少年ってやつは、一体どういうつもりなのかね……」

「いやいやいや、その言葉そっくりそのままお前に返すわ」

「エロゲーならまだしもさ……」

「いや、だからお前の感性ズレてるって。っつうか純じゆん粋すいとかとも違うのな。ある意味においてはお前の嗜し好こうの方がハードだぞ」

　呆あきれたようにそう言った後、上原君は咳せき払ばらいして話を本線へと戻もどす。

「そもそも、何を意固地になってんだよ雨野。俺にアドバイス求めるぐらいなら、もう素直にネットで攻略情報見ろや」

　そのごもっともな意見に、しかし僕は「いやぁ」と照れて頰ほおをぽりぽり搔かく。

「ああいうアドベンチャー系のもの……特にヒロインとの恋愛なんかが主題のものって、多少のヒント貰いながらでも自分で選び取るのと、逐ちく一いち攻略見ながらやるのとじゃ、感情移入度が全然違うって言いますか……」

「ほぅほぅ、つまり天道との友好の道は自らの手で切り開きたいと。男だねぇ」

　僕は図星を突かれてドキリと心臓を跳はね上がらせながらも、慌てて否定する。

「ち、違う違う、なに言ってんのさ、これはゲームの話！　ゲームの話だって！」

　そう取り繕つくろいながらも、確かに今の僕は現実をゲームへと必要以上に重ねて、勝手に迷路へと迷い込んでいるフシはあるよなぁと反省する。

　本当に色々なことが情けなくて溜息を吐く僕に、上原君は面めん倒どう臭くさそうに頭を搔いて話を仕切り直してきた。

「っつーか、ゲームのヒロイン攻略に現実重ねて悩なやむぐらいなら、いっそ、素直にがっつり現実の方で悩もうぜ。その方がずっと賢けん明めいだ」

「？　つまり、どういう意味？」

「だからよ。……そろそろお前、天道本人にアプローチかける時期なんじゃねぇの？」

「え……」

　上原君の言葉に、僕は目を丸くする。

「なに言ってるのさ上原君。今の僕じゃ天道さん相手にミジンコすぎるから、今まともに人と……特に女の子と喋しやべれるよう、特訓中なんじゃないか。忘れたの？」

「忘れてねぇよ。むしろ忘れてないからこそ、提案してんだよ」

「どういう意味？」

「……どういうって……はぁ。だって、お前さぁ……」

「ん？」

　上原君は「まだ自分で気付いてねぇのか」とでも言いたげな表情で僕を見つめ。

　そうして……その、核かく心しんに迫せまる言葉を告げてくる。




「お前もう、女の子どころか、あの天道とさえ割かしまともに喋れてるじゃねえか」




「────え」

　言われて思考が一瞬フリーズする。その隙すきに上原君は更さらに続けてきた。

「星ほしノ守もりなんて言わずもがなだし、その……なんか知らんけど亜あ玖ぐ璃りとも喋れてるみてぇだし。あと……ほら、なんかこの前天道とバッタリ会ってメダルゲームしたとかって話あったじゃんか？」

「う、うん、確かに一いつ緒しよにメダルゲームしたけれど……」

　一体何を言っているんだ上原君は。僕みたいなモブキャラ野や郎ろうが、あの天道さんとまともに会話なんて……なんて……。……………………。

「割としてた!?」

「気付くの遅おそくね!?」

　椅い子すを鳴らして立ち上がり、カッと目を見開き叫さけぶ僕に、上原君もまた驚おどろきながら返してくる。

　た、確かに。一緒にメダルゲームした時は、いつものように緊きん張ちようしていたし、恐おそれ多いという気持ちも強かったけれど、コミュニケーション自体はちゃんと成り立っていた気がする。まあ、だからといって、良い雰囲気とかでもなかったけどさ。なんか結局勝負事になっちゃったし。っていうか僕あの時もがっつり負けて醜しゆう態たい晒さらしてたよなぁ。うん。

　僕がそんな追加情報を口にすると、上原君は「いや、だからさ」と気け怠だるげに首筋を揉もむ。

「勝ち負けがどうとかじゃなくよ。特に部活だから等の理由もなく二人で一緒に遊べている時点で既すでにお前と天道、『友達』へのランクアップ条件は充分すぎるんだっつーの」

「う、うーん、そうなのかなぁ？」

　正直なところ、天道さんと心の距きよ離りが近付いているだとかは、考えたこともなかった。毎回ずっと僕側がテンパって、どうにかこうにか対応するだけで終わっているし。

　一応「知り合い」ではあるから喋ったり行動を共にしたりはするけれど……じゃあ、それ以上の何かがあったかというと、そんなことはない。っていうかむしろ、「また嫌きらわれたかも」と思うような場面の方が多く思い当たるぐらいで。

　それに天道さんが僕なんかと親しくしてくれる理由は……恐らく、上原君とお近づきになりたいからなのだろうと、僕は睨にらんでいるわけで。

　将を射んと欲すればまず馬を射よの論理で近付いて来ている相手とコミュニケーションが成立したところで、それを「親しくなりかけている」と判断しちゃうのは如何いかがなものか。

　ただ、こういう事情は上原君本人に話せるものでもなく、結果として上原君からは、僕と天道さんがそこそこ上手うまくやれているように見えているのだろう。

「（もう、これだから美少女の恋こい心ごころに気付かないラブコメ主人公野郎ってのは……！）」

　うんうん唸うなる僕に、上原君はなぜか心底呆れた様子を見せる。

「……そもそも、お前の中で『友達』のハードル高すぎねーか？」

「う……」

　天道さんの恋心云うん々ぬんはさておき、それは一理あるかもしれない。かもしれないが……。

「でも、そうはいっても相手は天道さんだよ？」

「天道だろうがお姫ひめ様だろうが、結局は一人の人間なんだぞ」

「でも僕は天道さんにとって、ミジンコというか、おおなめくじだから……」

「だから部活勧かん誘ゆう断わった直後の時点ではそうであっても、今やもうそんなことねーんだって。お前、別に天道に嫌われてねぇって。嫌いなやつ、散歩に誘さそうか？」

「知り合いと偶ぐう然ぜん街でばったり会ったら、社交辞令的に誘うことはあるかと」

　と、なぜか上原君が「マジかよこいつ……」と頭を抱かかえ始める。なんか僕の交友関係についてはいつも上原君の方が深く悩んでくれている気がするなぁ。…………じーん。

「……僕、上原君が友達になってくれて、今とっても幸せだよ」

「なんでお前はいつも俺にばっかり甘い台詞せりふを吐はくわけ!?」

　なんか顔を紅あかくしつつもドン引きされてしまった。そうか、男の友情って、もっと無ぶ骨こつじゃなきゃ駄だ目めだよな、うん。無骨な……男の友情……。…………。

「上原君、一緒にお風ふ呂ろでも入る？」

「ガチかよ！　お前もうそれ、ガチのやつじゃねぇかよ！」

　上原君が前方の椅子やら机やらをグイグイ押しのけながら、壮そう絶ぜつな勢いで僕から離はなれていく。教室にまだ残っていたクラスメイト達数人からの視線が集まってしまった。

　僕らは慌あわてて取り繕うべく、周囲を見回しながらぺこぺこと会え釈しやくを──

「って、あれ、チアキ？」

　──その途と中ちゆうでふと教室の入り口にワカメ女子の姿を見つけて声を上げる僕。

　上原君がギョッと目を剝むく中、チアキはなぜか頰を染めて僕と上原君を交こう互ごに観察し、そして……。

「あ……あのあのっ！　じ、自分、ちょっと用事思い出したので……えとえとっ、そのその……さ、さようならぁー！」

　ぴゅーっと足早にその場から去っていってしまう。

　僕にはイマイチ彼女の反応の意味が分からず、首を傾かしげる中。上原君はしばし口を金魚の如ごとくぱくぱくとさせた後……突とつ然ぜん、周囲の目にも一切構わない様子で、全力で叫んだ。




「このまま逃にがしてたまるかよぉぉぉぉぉぉおおおおおおおおおおおおおおおおお！」




　そうして、僕らがびっくりしている間に高速で自らの席に戻って鞄かばんをひっつかむと、「今日の同好会終わりっ！」とだけ僕に言い残し、チアキの後を追うように必死で走っていってしまう。

　僕は状じよう況きようにまるでついていけず、廊ろう下かを走る上原君の足音が聞こえなくなった辺りでようやくハッと気を取り直すと。すごく大事な事に気付いて思わず呻うめいた。

「あぁっ、しまった……！　これは、完全にあれだ……！」

　自分のことはてんで駄目でも、他人の恋れん愛あいを見る目には少し自信がある。

　僕はごくりと唾つばを飲み込みつつ、顎あごの下で手を組み、確信を持って呟つぶやく。

「上原君とチアキの恋愛模様が、かなり深い段階まで踏ふみ込んでいる証あかし……！」

　女が頰を染めて走り去り、男が「逃がしてたまるか」と全力で追うなんて、もう、勘かん違ちがいのしようもない決定的場面じゃないか。っていうか末期？

「ああ……もう、どうしたものやら……！」

　僕はしばし頭をくしゃくしゃと搔き毟むしると。

　非常に気は重かったものの……仕方なく、まずはアグリさんへと連れん絡らくを取ることにしたのだった。





天道花か憐れん






「ですから、何度も言いますが貴方あなたとお付き合いはできません。……はい？　お試し期間程度でも、ですか？　なんですかそれは。雇こ用よう関係以外の人付き合いに、そういう発想を持ち込むこと自体に正直私は嫌けん悪お感をおぼえます。『お試し』だなんて……相手に、そして自分に失礼だとは思わないのですか？
















　……いえ、ですから先程も言いましたでしょう。私は誰ともお付き合いなどしてはいないと。……だったらいいじゃないかって……。……はぁ。呆あきれましたね。

　私の言ったこと、多少なりとも理解されていますか？　この際なのでもう一度ハッキリと結論から申し上げますね。

　私は、貴方と、お付き合いをする気はありません。

　……は？　近々行われるトーナメントで優勝したら？……はぁ。分からない人ですね。

　私をなんだと思っているのですか。人を大会の副賞に貶おとしめて楽しいですか。

　貴方のボクシング能力が高いのは大変結構なことです。素直に尊敬致いたします。

　だけどそれと、私の恋愛感情は、全くの別問題です。そうでしょう？

　試合を観て欲しい？　私のために捧ささげる？　いえ結構です。はい、結構です。いえ、ボクシングが嫌いとかではありません。単純に、現時点で私が、わざわざプライベートの時間を割さいてまで貴方の試合を見に行きたいと思わない、というだけの話です。だってそうでしょう？　まだ知り合いとも呼べない人の試合をどうして休日に見に行くのですか。

　はい？　だったらせめて、友達から始めてくれないか……ですか？

　……いえ、それもどうでしょうね。そもそも、貴方の言う友達って、なんですか？　恋こい人びとが駄目だったから、仕方なくワンランク下げて……という意味での友達、でしょう？

　生憎あいにく私は、そういう友達を欲しいと思ったことがありません。

　あと正直なことを言わせて貰もらえれば、私は……ほぼ初対面の貴方にこういうことを言うのが失礼だとは百も承知の上で、あえて、率直に言わせて貰うのですが。

　私は正直、貴方と友達になりたいと、思えません。

　価値観が違ちがう……というよりは、ソリが合わない気がする、という感じでしょうか。友達とは必ずしも趣しゆ味み嗜し好こうが合がつ致ちしている必要はないですが、ただ、その人の人間性を好きになれそうかどうかは、極きわめて重要だと思います。

　その意味において、残念ながら今回の告白における貴方の言動を聞くだに、私はどうも貴方を一人の人間として、今のところは好きになれそうにありません。

　以上のことから、私は貴方とは今後も────って、あら？」

　ふと気付くと、わざわざ他校からいらしたボクシング部の安あん藤どうさんとやらが、私の視界から消えていた。

「噂うわさ通り、感じ悪ぃ女だな！　ああやだやだ！」

　悪態をつきながら、みしみしと文化部棟とうの床ゆか板いたを鳴らして去って行く安藤さん。

　溜ため息いきを吐つきながら彼の背中を見るとはなしに見送っていると、ふと、突然背後から肩かたを叩たたかれた。

「お疲つかれさまでした、天道さん」

「？　あら、三み角すみ君。早いのね」

　幾いく分ぶん驚おどろきながら振ふり返ると、部活仲間の三角瑛えい一いち君が、相変わらず爽さわやかな顔に、今日はどこか気まずげな苦笑を張り付かせて佇たたずんでいた。

　その表情と彼の言葉のニュアンスから状況を察した私は、少し恐きよう縮しゆくして訊たずねる。

「……見てた？」

「ええ。申し訳ないとは思いましたけど……とはいえその、ここ、部室に続く廊下なんで不ふ可か抗こう力りよくと言いますか……」

「そうよね。いえ、こちらこそ、通路塞ふさいでしまってごめんなさいね」

「いえ、告白終わるのを待っていたのはボクぐらいなんで、別にいいんですが……」

　そう言いながら、三角君は何か言いたげに頰ほおをぽりぽりと搔かく。私が「なに？」と促うながすと、彼は少し躊躇ためらってから切り出してきた。

「天道さんってその……結構、キツい断わり方するんですね……」

「え？　ああ……」

　私は苦笑いしつつ廊下の壁かべに背を預け、消しよう耗もうした気力を多少なりとも回復させながら応じる。

「恋愛のプロ気取るみたいでアレなんだけど、その、こういうのって、曖あい昧まいに答えるのが一番駄目なのよ。相手に気を遣つかってやんわり断わろうとすると、変に希望持たせちゃって余計に罪深い状況に陥おちいりがちなものだから……」

　それは私がこれまで多くの告白を断わってきた経験から導き出した結論だ。

　三角君はどこか感心した様子で腕うでを組んで呟く。

「ははぁ、なるほど。だから天道さん、あの人に関しても、あんなにも……ちょっとボクまで泣いてしまいそうになるぐらい、ドギツイ全否定かましてたんですね」

「う」

　その言葉に、私は思わず詰つまる。……私は彼に、おずおずと訊ねた。

「三角君。さっきの私って……そんなにキツかったかしら？」

　気まずげな私を見て、三角君がぱちくりとまばたきをする。

「え？　ええ、キツかったですけど……でも、そういう意図でやってるんですよね？」

「それはそうなんだけど……。……もしかしたら私最近、日々告白を断わる中で、必要以上に攻こう撃げき的になっていたんじゃないかしら、と」

　私としては、真しん摯しな相手には真摯に、軽いヤツには手て厳きびしくという感じであたっているつもりだったのだけれど……他者から見てもドギツイとなると、些いささか問題かもしれない。

　三角君は困った様子で「うーん……」と後頭部を搔くと、先程の告白風景を思い出しながら告げてきた。

「正直彼は、傍はたから見ていたボクでもどうかと思う人ではありましたけど……」

「で、でしょう？　ちょっとアレな人だったわよね、彼」

　よし、私は間ま違ちがっていない。私はちゃんと正解の対応ができて──

「でもそれ以上に、相あい性しよう悪かったとはいえ好意を抱いだいてくれている相手にまで、基本返答が全部否定から入る天道さんって、鬼おにだなぁという印象が強かったですね」

「うぐっ!?」

　ぐさりと胸に矢が刺ささる。……た、確かに、そうかもしれない。あの安藤さんとやらと付き合う気は全くなかったし、正直好きになれそうな人ひと柄がらでもなかったけれど……だけど、それでも、自分に好意を抱いてわざわざ告白しに来てくれた相手ではあったわけで。

　それに対して、私なりの誠実さが故ゆえとはいえ、基本否定の言葉からばかり入っていたのは、やりすぎだったかもしれない。

　三角君が微笑を浮うかべながら私にアドバイスを送ってくる。

「先に『告白を断わる』っていうことが念頭にあるせいなのかもしれませんけど、今回天道さんの言葉って基本『いえ』から入っていましたよね？」

「ああ……言われてみれば、そうかもしれないわ」

「恐おそらくは、クセになっているんじゃないでしょうか。とりあえずまず否定から入って、理由を述べるその形式」

「……ああ……」

　思い当たるフシがありすぎた。……そうだ。告白を断わるのが日常化して以降、私はついつい「初手否定安定」の思考に染まりがちだったかもしれない。

　三角君が柔やわらかく微笑ほほえんで続ける。

「それがクセになりすぎると、あんまり良くない気がしますよ。本来先に自分の気持ちがあって、その上での否定なのに、そこの順番が逆になっちゃいかねないっていうか」

「まず否定ありきで、そこに後付けみたいに自分の気持ちを寄せちゃうかもってこと？」

「そういうことです」

「それは確かに……人として好ましくないことね」

　それは、最近私が自分……天道花憐という人間に対して抱いている問題意識と、少し通ずるところのある話だった。

「（雨野君にゲーム部入部断わられた時とか如によ実じつだったけど……私ってどうも、頑かたくなすぎるところがあるのよね。臨機応変さが足りないっていうのかしら）」

　何事に対しても「こうだから、こうであるはず」と勝手に規定しすぎているというのか。

　雨野君はゲームが大好きだから、ゲーム部への誘さそいを断わらないはず。

　ゲームを真に楽しむっていうことは、つまり勝ち負けに拘こだわらないということのはず。

　告白を断わるのだから、とりあえず全部否定から入った方がいいはず。

　そうやって自分という人間のやり方を決め尽つくした結果、一見完かん璧ぺき人間には見えるようになったが……一方で柔じゆう軟なんさが失われ、想定外の事態に対処できなくなった。

「（……雨野君に入部を断わられた時の、みっともない私がそれの典型よね……）」

　あの時のことを思い出すと、今でも頰が熱くなる。それもこれも全部、私の頑なな生き方のせいだ。

　すっかり反省して落ち込んでしまっていると、少し慌あわてた様子で三角君がフォローを入れてきた。

「いえ、あの、別にその生き方を根本から変えろみたいな話ではなくてですね。その、なんていうんだろうな、ちょっとした心がけで充じゆう分ぶんなレベルの話というか……」

　三角君はしばし宙を見上げ、そして何か名案を思いついたといった表情を見せる。

「もう少しだけ、感性に従って素直に対応してみたら、いかがでしょう？」

「感性に従って？」

「そうです。天道さんってボクから見ると、良くも悪くも常に『これぞ理想の天道花憐』って鎧よろいを纏まとっている印象なんですよね。ゲーム部でこそ多少脱ぬいでいるんですが」

「ああ……」

「人との会話も、まず鎧で処理してから、改めて中身の天道さんが考える感じっていうんでしょうか？　だから、そこを逆にできればいいんじゃないかなと思います」

「つまり……まずは、素直な気持ちで会話して、取り繕つくろったり補足するのは後からでいいってこと……かしら？」

「そうですね。天道さんの場合は、それぐらいでいいと思います」

「……なるほど」

　私が顎あごに手をやりふむふむと納得していると、三角君がなにやら呟つぶやいた。

「…………そうしないと、いつまで経たっても雨野君との溝みぞ埋うまりそうにないですし……」

「え？　なんですって？」

「いえ、なんでもないです。…………こういうの聞こえないあたりも、雨野君とホント真逆の人なんだよなぁ……あぁ、前ぜん途と多難だなぁ……」

　また三角君がなにやら言っているけれど、私にはサッパリ聞き取れなかったので、きっと私に関係のないことなのだろう。

　私達は話が一段落したところでゲーム部の部室へと向かうと、いつものように各おの々おのゲームの特訓へと励はげみだした。が、しかし……。

「まず素直な気持ちありきで。素直な気持ちありきで。素直な気持ちありきで。なんでも否定から入るのをやめる。否定から入るのをやめる。否定から入るのをやめる……」

　私は部活でゲームに興じている間も終始、殆ほとんど無意識にそんなことをぶつぶつと呟き続けたのだった。





上原祐たすく






「すす、すいませんっ、自分、なにか早とちりしていたみたいで……」

「まったくだぜ」

　恐縮する星ノ守の隣となりで、俺はやれやれと息を吐はいて脱だつ力りよくする。

　夕焼けに染まる校舎を背にして、現在俺達は繁はん華か街がいへと続く道を並んで歩いていた。

　いつもは校舎前からバスに乗る星ノ守だったが、今日は何やら買い物があるらしい。だったらと俺も同行し、歩きながらＢＬ疑ぎ惑わくを解いて今に至るのだが……。

　俺はちらりと隣を歩く少女の横顔を盗ぬすみ見て、心の中で嘆たん息そくする。

「（……結局、今日も星ノ守と二人で行動しちまってるよ、俺。おっかしいなぁ）」

　本来ならカノジョである亜玖璃とこそ放課後一いつ緒しよに遊ぶべきだし、事実ちょっと前まではイヤになるぐらい、毎日一緒だったというのに。

　それが、最近はどうだ。亜玖璃への恋こい心ごころを自覚した途と端たん、今度は彼女といられる時間が激減し、なぜか雨野や星ノ守と絡からむ時間ばかりが増えていく始末だった。

「（神の嫌いやがらせとしか思えねぇ……）」

　俺は信心深い人間じゃないが、それでもこの馬ば鹿かげた状じよう況きようには、運命を操あやつる誰だれかの悪戯いたずら心を感じずにはいられない。

「（そしてその神様にしても、結局何をどうしたいんだか。運命の糸は明らかに雨野と星ノ守の間で結んでやがるのに、行動を共にする機会自体は、雨野と天道、俺と星ノ守みたいな組み合わせで起こしやがるんだもんなぁ）」

　あと、最近は雨野と亜玖璃もか。……なんだこの男女の入り組み用。どこの青春白書だ。

　ふと気付けば、俺の中にいる真ま面じ目めな中学時代の七三分けの俺が、こっちを見て鼻で笑ってやがった。いや、中学時代の俺よ。分かってるよ、今の俺だって。男女複数人の恋れん愛あい模様が入り交じった状況下でわちゃわちゃやっているパーティーピーポーなんざ、早くリゾートビーチで殺さつ人じん鬼きやら化物鮫ざめにでも襲おそわれちまえとは思うよ。

　だがここで改めて状況をよぉく見てほしい、昔の俺よ。すぐに気付くだろう？

　この最も早はや何角形だか分からない恋愛模様の登場人物──全員、ファーストキスさえもまだだという事実に。

　北野た○し映画風に言えば、「全員、童どう貞てい」だぞ。なにこの、みうらじ○ん的世界観。あ、そうそう、童貞って、元来女性にも使える言葉だったって知ってたか、昔の俺。

　……おい、そんな目で見るなよ、中学時代の俺。俺達の恋愛は青春白書や高校白書どころか、今や中学生日記レベルじゃねぇかとか言うな。失礼だろ。……中学生日記に。

　とにかく現在の俺達は、昼ドラばりにドロドロに入り組んだ関係を「さわ○か三組」レベルの恋愛ステップで再現するという、本当に馬鹿げた状況下に置かれているわけで。

　頭痛がしてきて額に手をやると、異変に気付いた星ノ守が心配げに覗のぞき込んできた。

「う、上原さん、大だい丈じよう夫ぶですか？　なにか病気とか……」

「ん？　ああ、いや、なんでもねぇよ。ただ……ふと、世界の残ざん酷こくさに打ちひしがれていただけで、さ」

「ああ、やっぱりなにかしら発病はしているみたいですね」

　星ノ守が勝手に納得して頷うなずく。最早誤解を解く気にもなれない。

　周囲の景色が徐じよ々じよに賑にぎわう街中へと移りゆく中、ふと、俺はここ最近ずっと気になっていた話題を切り出してみた。

「ところでお前さ、最近雨野のことはどう思って──」

「早くカプ○ン製のヘリにでも乗ってくれないかなと思っています」

「相変わらず殺やる気満々のご様子で」

　運命の恋こいは、やばいぐらいに後退一直線のようだ。どうにも上手うまくいかない。

　星ノ守は雨野の話題が出た途端、露ろ骨こつに機き嫌げんを悪くした様子で続けてくる。

「まったく、あのケータに『アグリさん』っていうすごく可愛かわいいカノジョさんがいるっていうのが、自分はまるで納得できません」

「あ、ああ、その件は確かに、俺も全く納得できてねぇんだけど……」

　星ノ守とはまた違ちがう意味で。俺はそう続けようとするも、彼女は「ですよね！」と鼻息荒あらく同意を示すと、そのまま会話の主導権を持っていってしまった。

「ほんっと、世の中おかしいですよ！　っくぅ、今でもケータが惚のろ気け話をした時の、あの無む駄だな自信に満ちた表情を思い出すと、自分、悔くやしくて悔しくて！」

「……そ、そっか。……な、なぁ、星ノ守。それってやっぱり聞き間違いとかじゃ……」

「あんなにカノジョを堂々と自じ慢まんする男、自分、初めて見ましたよ！」

「…………」

「？　あれあれ？　どうかされましたか、上原さん。元気なさそうですね？」

「いや……なんでもない。うん。……話、変えようか」

「はぁ、いいですけど……」

　不思議そうにする星ノ守。俺は大きく息を吐いて心を整えると、今度は違う方向から攻せめてみることにした。

「じゃあ星ノ守さ、天道のことはどう思う？」

　俺の質問に、星ノ守はウェーブのかかった毛先を指で弄もてあそびながら応じる。

「天道さんですか。んー……どうと訊きかれましても。クラスメイトですけどあまり接点ないですし……ほら、自分なんかその、彼女に比べたらゴミみたいなものですし……」

「ああ、そういう自己認識までホントそっくりなのなお前ら」

「あのあの、でも、尊敬はしてますよ、はい。一応ゲーム好きという共通点がありますから、いつか自分もお友達になれたらなんて、そんな想いも多少は……って、でもでもっ、これは流石さすがに恐おそれ多いですよね！　わわっ、忘れて下さい！」

「……もうお前、雨野と付き合えよ。ガチで。お似合いってレベルじゃねえぞ」

「？　えーと、この会話の流れでどうしてそういう結論に？」

　本当に分からないといった様子で首を傾かしげる星ノ守。まあそうだわな。分からないわな。かといって説明する気も起きねぇ。今俺が何言ったって、こいつらの互たがいの好感度に何の影えい響きようも与あたえられないであろうことは分かりきっている。

　しばらく無言で歩いていると、今度は星ノ守の方がそわそわと切り出してきた。

「う、上原さんこそ、どう思っているんですか？　その……天道さんのこと」

「ん？　俺の……天道への印象？」

　意外な質問に俺が目をぱちくりとさせて訊たずね直すと、星ノ守は恥はずかしそうに俯うつむきつつも、小さくこくりと頷いた。……はて、質問の意味がイマイチ見えないが……。

　いや、待てよ。これはもしや……。

「（雨野に好意を寄せる者として、無意識下で天道をライバル視しているが故ゆえの発言か？）」

　星ノ守はなぜか亜玖璃を雨野のカノジョと誤解（……だよな？）しているようだが、その一方では、敏びん感かんな乙女おとめ心ごころセンサーが、天道こそを真のライバルとして捉とらえているのかもしれない。

　だとしたら……俺がここで取るべき対応なんざ、たった一つだ。

　俺はピタリ立ち止まり、充分に星ノ守の気を引きつけると。

　ニヤリと不敵な笑みを見せ──そうして、ここぞとばかりに、思いっきり、彼女の対たい抗こう心を煽あおってやることにした！




「天道花憐は最高にいい女だと思うぜ。男なら惚ほれないわけがない！」




「っ、やっぱり、上原さんは天道さんのことを……！」

　なにやらショックを受けた様子で顔を青ざめさせるの星ノ守。

「（お、これは中々いい反応なんじゃないか？　雨野を意識している証しよう拠こだな）」

　彼女の様子を見てそう確信した俺は、思わずほくそ笑んでしまう。

「ふふ……」

「っ！　そんな嬉うれしそうな上原さんの笑顔……自分……自分、初めて見て……」

　よろよろと、なにやら想定以上のリアクションを取る星ノ守。なんだよおい、すげぇいい感じじゃんか。やっぱり本ほん音ねではめっちゃ意識してたんだな、雨野のこと。

　俺は満足すると、落ち込む彼女の頭にぽんぽんっと手を置いて励ましてやった。

「まあ元気出せよ星ノ守。俺から言わせりゃ、お前だって充じゆう分ぶんいい女だぜ。天道にだって全然負けてねぇよ」

「はぁ……どもです……。まぁ上原さんが幸せなら……って、え!?　ふぇぇ!?」

　俺の言葉に頰ほおを真っ赤に染め、慌あわてて離はなれる星ノ守。……っと、しまった。こういう引っ込み思案な女子に、髪かみとはいえ軽々しくタッチするのはまずかったか？　いや、星ノ守を元気付けようと思った時に、彼女は普ふ段だんから髪かみ質にコンプレックス持っているみたいだったから、それをフォローする意味合いも含ふくめての髪撫なで行こう為いだったのだが……。

「（亜玖璃が普段からベタベタするタイプだったこともあって、最近の俺は女子との距きよ離り感が少しおかしくなっていたかもしれん）」

　俺が反省する最中も、目をぐるぐると回し、そのうち頭から湯気でも噴ふき出すんじゃないかというほど体温を上じよう昇しようさせていく星ノ守。そうして、遂ついには彼女の中で何かが許容限界に達したらしく、鞄かばんを胸にぎゅうっと抱だいて思い切りぺこりと俺に頭を下げると……。

「じ、じじっ、自分、今日はこれで失礼します！」

「あ、おい、ちょっと──」

　俺が止める間もなく、ダッシュで走り去って行ってしまった。……天道といい、最近の美人はダッシュで去るのがトレンドか何かなのだろうか。全○坂的な。

「……はぁ」

　なんだかどっと疲つかれて溜ため息いきを吐く。そうして、何気なく振ふり返った時に初めて、そこがファミレスの真ん前の歩道だったことに気がついた。

「（やっべ、もしかして今の、客に見られてたかな？）」

　いや、見られていたどころか、道に面した席の客なんかには会話まで聞こえていたかもしれない。そう思うと途端に恥ずかしさが込み上げてきたものの、一見した分には心配なさそうだった。目の前のテーブル席にはグラスやらコーヒーカップが置かれていたものの、客当人の姿がない。既すでに帰ったか、ドリンクバーにでも行っているのか……どちらにせよ、今のやりとりは見られていなさそうだ。

　俺は安あん堵どの息を吐はくと、さて、これからどうしたものかと今後の予定を検討しつつ、さっさとその場を後にしたのだった。





雨野景太






「…………。……い、行った？　ほらあまのっち、様子見てよ！」

「ちょ、急せかさないで下さいよアグリさん！…………。……あ、行ったみたいです」

　席の下からそぉっと顔を覗かせた僕は、街中へ消えていく上原君の後ろ姿を確認して、ほっと胸を撫で下ろす。
















　そうこうしていると、アグリさんもまた確認のため、そぉっとテーブルの下から顔を出し、外の様子を窺うかがった。

『…………』

　そのまま二人、ファミレスの床ゆかに膝ひざ立ちの状態でしばし放心して過ごす。……と。

「…………お、お客様？」

『あ』

　顔と声を引き攣らせた店員さんに声をかけられ、ようやく自分達の挙動不ふ審しんさに気付いた僕らは、慌てて席に座り直すと、『なんでもありませんよ』と言わんばかりに、にこぉっと店員さんへ不気味に微笑ほほえんだ。

「…………ご、ごゆっくりどうぞー」

　僕らへの不信感を露骨に表情へと出しながらも、できるだけ関わり合いになるまいとでもするかのように、そそくさと去って行く店員さん。

　僕とアグリさんはそんな彼女をにっこにこと見送った後……その姿が厨ちゆう房ぼうの方に消えたところで、どっと息を吐いた。

『はぁ』

　互いにテーブルへと突つっ伏ぷす。そこでふと視線の先に自分のコーヒーカップを見つけ、僕は「あ」と声を上げる。

「カップとかそのまんまでしたけど……大丈夫でしたかね？」

　テーブルに上半身を預けたままで喋しやべる僕。アグリさんもまた、同じようにぐてっとしたままで応じてきた。

「亜玖璃達の姿さえ見られてなければ、それでいいんじゃない？」

「ああ、それもそうですね……」

　そんな言葉を交わしつつも、二人、心ここにあらずといった様子で天てん井じようを見上げる。

　なぜなら……。

「（上原君、完全に黒だぁあああああああああああああああああああああ！）」

　これ以上ないってレベルの、浮うわ気きの証拠現場に出くわしてしまったのだから。

「（天道さんは最高にいい女発言からの、流れる用に別の女子への頭ぽんぽんって……ちょっと手に負えなさすぎるよ、上原君……！　キスマイＢＵ○ＡＩＫＵランキングだったら毎回上位食い込めるポテンシャルの持ち主だよ！）」

　最早軽いフォローの言葉も出て来ない。僕はテーブルに肘ひじをつき、頭を抱かかえた。

　一方、アグリさんは未いまだに天井を見上げたまま、ぶつぶつとなにやら呟つぶやいている。

「ゆうていみやおうきむこうほりいゆうじとりやまあきらぺぺぺぺぺぺぺぺぺぺぺぺぺぺぺぺぺぺぺぺぺぺぺぺぺぺぺ……」

「まさかの復活の呪じゆ文もん!?　っていうかアグリさん、一体なに世代!?」

「？　なんの話？　亜玖璃はただ、無の状態で心の奥底から湧わいて来る言葉を呟いていただけだけれど……」

「どういう確率の偶ぐう然ぜんですかそれは！」

　ショックを受けた際のリカバリ手段としてナチュラルに復活の呪文が口から漏もれるという、ゲーム業界の申し子みたいな人が僕の目の前にいた。奇き跡せきだ。ただ悲しいかなこの人、ゲームに全く興味がない。無む駄だ奇跡だ。

　復活の呪文効果か、ようやくまともに戻もどった亜玖璃さんが、ぬるくなった烏うー龍ろん茶ちやでちびりと唇くちびるを湿しめらせる。

「はぁ……ここまでの場面に出くわすと、もういっそ清すが々すがしいかも……」

「ああ、確かに。信しん頼らいと猜さい疑ぎ心の間でやきもきするよりは、ある意味楽かもですよね」

「ちょっと、ひきオタぼっちがわかった風な口を利きかないでくれる？」

「はいすいませんでした」

　僕は背筋を伸のばして座り直す。最近僕は人間関係について一つ学んだことがある。それは、いくら多くの時間や体験を共有しようとも、互いの心の距きよ離りがまるで近付かないという間あいだ柄がらが、世の中には往々にしてあるということだ。
















　ＲＰＧに気か触ぶれた僕なんかはつい、長い時間を共に過ごしただけで仲間の絆きずなやら友情やら信頼関係って育はぐくまれるものだと考えがちだったのだけれど。

「あまのっち、新しいジュース」

「はいただいま。……あの、どれをお持ち致いたしましょう？」

「…………」

「あ、そうですね。ここで何を選ぶかがセンスの見せ所ですよね。失礼しました」

　──この力関係は、一生このままな予感がある。間ま違ちがっても恋こい仲なかになったり、互いを無二の親友と認め合ったり、みたいなことにはならないのだろう。これが僕とアグリさんの距離感の限界値。

　僕はドリンクバーでフルーツミックスジュースを調達して戻って来ると、アグリさんの前にそっと差し出した。

「ミックスジュース、ね。……して、その心は？」

「甘酸っぱいものが飲みたい気持ちかなと」

「十二点」

「低い！」

「必ずしも気持ちに連動したものが飲みたいとは限らないのが、乙女心なんですー」

　そんなことをのたまいながらも、ちゃっかりストローでミックスジュースを吸い始めるアグリさん。僕は着席しながら訊ねた。

「で、結局正解はなんだったんです？」

「スターバッ○スのキャラメルマキアート、ショートで」

「無理難題にも程がある！」

「そういう発想の貧困さが、ゲームの下手へたさに繫つながるんだよ、あまのっち」

「リア充じゆうギャルが知った風な口を利かないで頂きたい！」

　これに関してだけは僕も怒おこる！　が、アグリさんは僕の言葉などどうでもいいといった様子で、窓の外を眺ながめながらストローでミックスジュースを吸っていた。

　僕は一つ溜息を吐くと、そういや自分の分を調達してないやと気付きつつ、仕方なく冷め切ったコーヒーの残りを口に含む。苦味が酷ひどく強かったが、不思議と今はそれで丁度良い気もした。

　しばらく互いに無言で窓の外を眺め続けるも……ふと、アグリさんが独り言のように言葉を漏らす。

「それでも亜玖璃は、祐が大好き」

「…………」

　僕は何も答えず、更さらにもう一口コーヒーを啜すする。……本当に苦い。

「……どうしたもんですかねぇ……」

「どうしたもんかねぇ」

　僕の台詞せりふを苦笑いしながら繰くり返すアグリさん。……ぼっちである僕は、恋の悩なやみというのが、こんなにも厄やつ介かいなものだとは、これまで考えてもみなかった。

　中でも、一番簡単な解決策が「想いを捨てる」なあたりが実にいやらしい。

　また上原君が根っからどうしようもない男だってんならまだしも……。

　僕は、一つ溜息を吐いて切り出した。

「友達をかばうわけじゃないですけど……でもその、上原君、悪気はないんだと思いますよ？　決してアグリさんを傷付けようとしているわけじゃないっていうか……」

「そんなの、あまのっちに言われるまでもないよ」

　そう笑ってアグリさんは本当に誇ほこらしげに語り出す。

「祐はすごく面めん倒どう見みのいい人だから。だから亜玖璃も好きになったんだし……あまのっちを初めとした他のライバルも引き寄せちゃうんだよね」

「さらりと僕を上原君のヒロインに数えましたね」

「え、違ちがうの？」

「…………。……すいません、恐おそろしいことに、即そく座ざに否定できない自分がいました」

　僕は上原君にオトされてるっちゃ、オトされてる。上原君に他のゲーム友達とかできたら、「キィー！　誰だれよあの子！」となる自信はある。っていうか若干現在もチアキに対してその感情があることを認めよう。ちくしょう、あのワカメめ。僕の「ゲーム詳くわしい友達ポジ」を奪うばいやがって……。

「あまのっち、あまのっち、凄すごい顔で爪つめ嚙かまない」

「はっ！　すいませんアグリさん。それでなんでしたっけ。僕の選ぶゲーム音楽神曲ベスト１０００の途と中ちゆうでしたっけ」

「そんな話はしてないし興味もないし永遠にしないで欲しい」

「まずクロノ・ク○スをどこに置くかって話になってくると思うんですが……」

「ならない」

「個人的にはファイナル○ァンタジー13の楽曲全ぜん般ぱんとかも入れていきたく……」

「あまのっちあまのっち、ちょっと、一言いい？」

「なんですかアグリさん。僕、ゲーム話に関してはちょっとやそっとのことじゃやめませんよ！　僕のゲームに対する情熱を挫くじくにはそれ相応の──」

「きもい」

　たったの三文字で見事に心を折られた僕は素直に黙だまる。謝罪さえ口に出さず黙る。ちょっと泣きそうになりながら黙る。カップを持つ手をふるふるさせながら黙る。

　そうこうしていると、突とつ然ぜん、近くの席から中学生男女六人組のはしゃぐ声が聞こえてきた。男子三人、女子三人。正直似合ってないだぼついた服を着た男子が立ち上がっておどけているのを、女子達が「やだもー」などと笑ってぺしぺし叩たたいている。

「……………………」

「あまのっちあまのっち、そんな泥どろ水みずみたいな目をしない」

「え、僕、そんな目してました？」

「してたしてた。憎ぞう悪おと嫉しつ妬ととあとニート感満まん載さいの目をしていた」

「ニート感は余計ですけども……まあ確かに、負の感情には満たされていました。すいません。ただ、女子とファミレス来る学生とか、滅ほろんでしまえと思います」

「本音だだ漏れだよあまのっち。っていうかまさに今キミ、可愛い女子と二人でファミレスにいるわけだけれども」

「え……。…………。…………」

「え、なにその心外そうな目。こっちが心外なんですけど」

　アグリさんが不満そうに睨にらみつけてくる。僕は少し考えてから応じた。

「いえ、すいません。なんだろう、僕が思い描えがいていた『リア充ファミレス』とは、現状があまりに違い過ぎたもので」

「なにその新出の単語『リア充ファミレス』」

「そのまんまです。僕の中で、主おもにファミレスではしゃぐ中高生あたりに使います」

「なにそれ。あまのっちだって、亜玖璃以外の友達とファミレスぐらい……」

「…………」

「なんかごめん」

　なんか謝られた。僕は一つ溜ため息いきを吐ついてから続ける。

「なんだろう、単純に男女できゃっきゃしやがっての嫉妬もあるんですが、それ以外にも、『ファミレスで金使える程財布に余よ裕ゆうあるのかよ感』とか『家でメシ食えよ感』とか色々ありまして、合わせ技で、ファミレス来る学生へのヘイトが溜たまってるというか」

「言い掛がかりも甚はなはだしいね！」

「僕は一生、ああはなれないと思います」

「いやだからキミ今、可愛い女の子とファミレスで喋しやべってるって」

「…………」

「だから心外そうな顔すんな。こっちが心外だよ！」

　そうは言いつつも、アグリさんは中学生集団をちらりと見て、「まあ」と息を吐いた。

「あまのっちの言うことも、分からないとは言わないよ。実際亜玖璃だって、中学時代はどっちかといえばあまのっち側のタイプだし」

「でしょう！」

「でも、実際今のあまのっちがそうであるように、必ずしもファミレス来る学生皆みながいけすかないわけじゃないと思うけど。たとえば、あの集団の端はじっこの席の女の子」

　くいっと顎あごで軽く中学生集団の方を指す亜玖璃さん。ちらりとそちらに視線をやると、愛想笑いを浮うかべている少し地味めな女の子がいた。

「たとえばあの子だって、どちらかと言えばあまのっちみたいな感性なんだと思うよ。でもあまのっちと違って、ちゃーんと周囲のノリに合わせることで、キミの言う『リア充ファミレス』に参加できている。立派なもんだよ。努力の子だ。で、あまのっちは、ああいう子も滅べと思うわけ？」

「それは……」

　僕が答えに窮きゆうしていると、亜玖璃さんはニカッと笑う。

「今のあまのっちや、あの子がそうであるようにさ。ぱっと見だけじゃ分からない事情っていうのが、世の中にはごろごろしているんだよ」

「亜玖璃さん……」

　僕はこの人の意外な「大人さ」に少し感動してしまい、瞳ひとみを思わず潤うるませる。

　しかし……。




「うぇーい！　見て見て、ヘソだしヘソだし……ヘソだしからの～、ギリギリライン！」

「やだもー、サイテーｗｗｗ」




「やはり滅べと思います！」

　遂ついには脱ぬいではしゃぎ出した学生達の姿を見てダンッとテーブルを叩く僕！

「あまのっちあまのっち、声でかいって！」

「ほら見て亜玖璃さん！　亜玖璃さんが擁よう護ごしていた地味めのあの子、やっぱり実はそこそこノッてますよ！　ほら！　全然遠えん慮りよせず興きよう味み津しん々しんで男のヘソ突ついた！　きー！」

「分かったから！　分かったからあまのっち、こじらせないの！」

「こじらせてません！　僕が正義です！　絶対正義です！」

「それをこじらせているって言うの！」

　いきり立つ僕を、アグリさんがどうにかこうにかなだめすかしてくれる。

　そうして、僕が鼻息荒あらいままながらも、どうにか落ち着いて深くソファに着席したあたりで……。

「あははっ」

　アグリさんがケラケラと楽しそうに笑い出した。

　僕がムスッとしている間も、彼女はひとしきり一人で笑い。

　そうして、ふと、目め尻じりに浮かんだ涙なみだを指先で拭ぬぐいながら告げる。

「ありがとね、あまのっち」

「な、なんの話ですか」

　少しドキリとしながら、視線を逸そらす。アグリさんはしかし、全て見み透すかした様子で続けてきた。

「別に、なんでもないけどさ」

「そうですか」

「そうですよ」

　僕とアグリさんはそんな言葉を交わし、お互たがい窓の外を眺め続ける。

　一体何分そうしていただろうか。何かを振ふり切った様子のアグリさんが、突然「さてっ！」と大きな声を上げる。

「亜玖璃と祐のことはさておき、そっちの方はどうなのさ、あまのっち」

「そっちの方とは？」

「決まってるでしょ。天道さんのこと」

「…………」

　何も答えず額に汗あせを滲にじませながら視線を逸らし続ける僕。アグリさんはこれみよがしに溜息を吐いた。

「……あまのっち、やる気あるの？　自分からばんばん動かないでどうすんのさ」

「そう言われましても……」

　しゅんと落ち込むと同時に、ちらりとアグリさんの様子を窺うかがう。彼女はどうやら本気で苛いら立だっている様子だった。……こういうとこ、ホント、カノジョだけあって上原君とそっくりだと思う。ふと、独身男にお見合いの世話をせっせとしてくれる叔母おばさん夫妻とかって、こんな感じなのかななんて想像を──

「あまのっち今なんか失礼なこと考えてない？」

「とんでもない。アグリさんは世話焼きで優しいなぁと思っていただけです」

「そう。だったらあまのっち、そろそろ貴方あなた、天道さんにアタックしなさい」

「前言撤てつ回かい。鬼おにですか」

　見合いをしつこく薦すすめる親しん戚せきの叔母さんのうざさって、こういう感じなのかなぁと想像しながら返す僕。

　アグリさんはやれやれと肩かたを竦すくめて続けてきた。

「あまのっち。亜玖璃だって、元々すんごい地味っ娘こだったところから、努力して自分を変えて、最後には自分から祐にアタックすることで、今の地位を得たんだよ？」

「彼氏にばんばん浮うわ気き未み遂すいをかまされている今のこの地位をですね、分かり──」

　思いっきり頰ほおをつねられた。ラブコメっぽい優しいあれじゃなくて、ガチで痕あとが残りそうなレベルのヤツ。怖こわい。女性怖い。

　涙目で頰をさする僕を、アグリさんが睨みつけてくる。

「つまり、どんなに自分を磨みがいたところで、それだけじゃ何も変わらないってこと！」

「いや、ときメモだったら、パラメーター上げただけでフラグ立つヒロインも……」

「あまのっち。冷静に考えて。現実において、男のビジュアルが良くなったり、成績上がった途と端たんに露ろ骨こつにすり寄って来る女子って……あまのっち、どう思う？」

「少なくとも僕は友達になりたくないタイプですね」

「で、あまのっちから見て、天道さんはそういうタイプ？」

「断じて違ちがいます！」

　ダンッと再びテーブルを力強く叩く僕。アグリさんはどこか呆あきれた様子で続けてくる。

「じゃあもう分かるでしょ？　あまのっちがどんなに自分を磨いたところで、結局最終的にはやっぱり天道さんに直接接せつ触しよくしないと、意味がないんだよ」

「言ってる理り屈くつは分かりますけど……」

　そりゃ天道さんと喋りもせずに、天道さんと仲良くなることはできないだろう。

　だけど、だからって、この僕が……最近どうにか人と、あんまり嚙かまず普ふ通つうに喋れるようになったかなー感のある（つまりはリハビリが終わった程度の）僕が、音おと吹ぶき高校の頂点に君臨するような女性に話しかけていいものなのか。

　それは、スライム狩かってレベル３ぐらいになった自分に満足してそのままラスボスにまで挑いどもうとしている身の程知らずな勇者と、同じことなんじゃないのか。

　僕がそんな疑問を口にすると、アグリさんは腕うでを組んで溜息を吐いた。

「じゃああまのっちは、何レベルまで上げたら満足なのさ？」

「え？　そりゃ……まあ……なんとなくですが、六十レベルとか？」

「で、今のあまのっちの成長速度で、そこに至る日はいつ来る予定なわけ？」

「…………」

　思わず閉口する。確かに、そんなの待ってたら、高校生活は終わってしまう。

　アグリさんはどこか憐あわれむ様な瞳で続けてきた。

「あのさ、あまのっち。人生はゲームじゃないよ」

「そうですね。とはいえゲームは人生と表現するにも値する素晴らしい娯ご楽らくだと──」

「うるさい黙だまれ」

「はいすいません」

「あまのっち。人と人との関係って、何レベルとかって数値化するようなことなのかな？　好感度を規定のポイント稼かせいだら、その時点からはい友達って話でもないでしょ？」

　ドキリとした。やっぱりアグリさんはこういうところが鋭するどい。上原君にはよく「アホの子」とかって揶や揄ゆされてるけど、僕と違って現実の世界を楽しむことに全力を注いできた人だからこそ……本当に大事なことを芯しんの部分でちゃんと理解しているっていうか。

「あまのっち。この世界じゃ、１＋１は２じゃないんだよ」

「はい」

　真しん剣けんな目で語るアグリさんに、僕も真剣な眼まな差ざしで応じる。

　そうしてたっぷり間を置いた後、人間関係の師し匠しよう・アグリさんは、満を持じして僕にその言葉を言い放ってきた。

「１＋１は…………ラブなんだよ！」

　その瞬しゆん間かん、僕はこれまで厳おごそかだった空気が急激に霧む散さんしていくのを感じた。

「…………はぁ、ラブですか」

「ラブだね！」

　……やっぱり上原君の言う通りかもしれない。なんだろう……こう、本人名台詞ぜりふのつもりなんだろうけど、イマイチ響ひびいてこない感が凄すごい。足りない子感が凄い。

　あとなんか微び妙みように卑ひ猥わいな感もなきにしもあらずだな。１＋１は、ラブ。……いやはや、反はん芻すうすればするほど、いっそクセになる程虚むなしい迷言だよこれ。

　ただ本人は非常にドヤ顔なので、僕は機き嫌げんを損そこねないよう、曖あい昧まいな笑みで返しておいた。

　アグリさんが一人で頷うなずきながら続ける。

「ゲームと違って、恋こい人びとはいつの間にかできたりはしないんだよ」

「いやお言葉ですがアグリさん、流石さすがにゲームだっていつの間にか恋人できたりは……」

「うっさい！　ならなおのことでしょ！　あまのっちも、動かないと！」

「いやそもそも大前提として、僕は天道さんと友達に……いえ、一人の人間として認めて貰もらいたいなってくらいの話だったわけで……」

「同じ事だよ。どっちにしろ、彼女と直接交流しないと何も始まらないじゃない」

「……そうなんですけど……」

　僕はもじもじと俯うつむく。いや、実際自分が臆おく病びようで優ゆう柔じゆう不ふ断だんなことは自覚している。しているんだけど……やっぱり、玉ぎよく砕さい覚かく悟ごで頂点に挑いどむのは怖いじゃないか。ユ○クロで新作の温かいライトダウン手に入れたからって、「よーし、試しにエベレスト登頂に挑んでみるぞー」ってことにはならないのと同じだ。僕側から天道さんに接触するってのは、僕にとってそういうレベルの話なのだ。リスクも含ふくめて。

　とはいえ、このままでは話は堂どう々どう巡めぐり。アグリさんも決して譲ゆずる気はないだろう。

　仕方ないので僕は、少し話の軌き道どうを逸らすことにした。

「えーと、アグリさんって、上原君にはどんな感じで告白したんですか？」

「え？　それ聞いちゃう？　聞いちゃうわけ？　まいったなぁ。えっとねぇ……」

「（うーわ、しまったなぁ）」

　はにかみながら肩にかかる毛先をくるくるといじり、照れ照れと明らかに大長編の惚のろ気け話を始めるアグリさんを見て、僕はげんなりとする。

　彼女はその後本題に入るまでたっぷり三〇分以上前置きに使った後で、ようやく、話を告白の場面へと進めた。

　それまでずっと「脳内テトリス」に興じていた僕も心を現実に戻もどし、彼女の話に耳を傾かたむける。

「それで、勇気を振り絞しぼって祐を呼び出した亜玖璃は、彼にこう言ってやったのさ！」

　どこか誇ほこらしげな面おも持もちで、アグリさんは告げる。




「『上原君、付き合ってー』って」




「…………へ？」

　僕は思わず気の抜ぬけた反応を漏もらす。アグリさんはそれを「聞こえなかった」とでも解かい釈しやくしたのか、もう一度告げる。

「だから、『上原君、付き合ってー』だよ、あまのっち」

「……それはその……本当に？」

　滔とう々とうと上原君への想いを語っていたアグリさんの様子からすれば拍ひよう子し抜けとも言えるその言葉の簡素さに、僕は啞あ然ぜんとする。

　しかしアグリさんは僕の問いにこくりと頷いて続けてきた。

「だって、祐はとにかく軽い女の子が好きなんだって聞いていたし。それに、たとえそうじゃなくたって、結局同じような言葉にはなったと思うな」

「そんな、大事な告白をいくらなんでもシンプルすぎじゃ──」

「逆だよあまのっち」

「え？」

　アグリさんはそこで、同年代とは思えない程に大人びた笑みを見せる。

「大事な気持ちはいつだってすごく単純で、だからこそ、自然と口から零こぼれるんだよ」

「…………」

　何も答えられずいる僕に、アグリさんは珍めずらしく優しいエールを送ってくれる。

「だからあまのっちも、本当に心から天道さんと友達になりたい、お近づきになりたいと思っているなら……そんなに気張りすぎなくたって、自然と言えるよ、素直な気持ち」

「……そう、ですかね？」

　僕はいつだって天道さんを怒おこらせてばかりだ。でもそれはもしかしたら、僕が駄だ目め人間だからじゃなくて……僕が、アグリさんとは逆に、自分の好意を押し殺そうとしすぎているせいなのかもしれない。

「アグリさん、僕……」

　空のカップを両手でぎゅっと握にぎりしめる。そうして僕は、カップの底の底に僅わずかに残った、苦味の塊かたまりみたいな液体を勢い良く呷あおると。

　決意に満ちた顔で、尊敬すべき友人のカノジョへと宣言したのだった。




「僕、明日あした、ダメもとで天道さんに挑んでみようと思います！」





天道花憐






　部活もそこそこに帰き途とについてもなお、私は三角君からのアドバイスを反芻していた。

「すぐ否定から入らず、まずは素直な気持ちで……」

　そんなの普通は難しくもなんともないことなのかもしれない。けれど子供の頃ころから常に「目立つ外見に負けない礼節を」と心がけてきた身としては、本ほん音ねの方を優先して表に出すのを心がけるのは、左利ききを右利きに矯きよう正せいするようなものだった。

「（とはいえこの天道花憐、一度やると決めたことは、とことん突つき詰つめる人間）」

　たとえ女に二言があろうとも、天道花憐に二言はない。

「否定から入らない。素直な心で応じる……」

　ぶつぶつと何度も呟つぶやきながら道を歩く。と、前方からやってきた明らかに周囲を見ていない女子生徒集団の一人と、肩かたが軽くぶつかりかけた。

　直前に気付いてギリギリ回かい避ひした少しチャラい女生徒が、軽く謝罪を口にする。

「っと、ごめーん」

「ああ、いえ、こちらこそ……」

　とそこまで言いかけたところで、私はハッとする。そうして、改めて仕切り直し。

「はい迷めい惑わくでした。あまり歩道で横に広がらないようにして下さい」

「え!?　あ、う、うん……」

　突とつ然ぜんの辛しん辣らつな言葉にぽけっとして立ち止まる女生徒達。そのまま険悪な雰ふん囲い気きになるかと思われたその矢先。

「不ぶ躾しつけな物言い、大変失礼致いたしました。では、私はこれで」

　私は深々と頭を下げると、にこりと微笑ほほえんでから背を向け、颯さつ爽そうとその場を去る。

　そうしてしばらく歩いたところで……私は、充じゆう実じつ感と共にぐっと拳こぶしを握りこんだ。

「（完かん璧ぺきね！）」

　きっと三角君の言いたいことは、こういうことだったのね。先に本音ありきで、後から多少取り繕つくろう。実際やってみると、意外と気持ちがいいかもしれない。

「（いい調子よ私。すぐ『いえ』とか返さず、まず素直に本音で応じて、それから補足やフォローを入れていく。これよ。これなんだわ）」

　私は思わずフッと前まえ髪がみを手で梳すきつつドヤ顔で笑んでしまう。やはり私は意志の力が強い。そこは私自身、美点と思う部分の一つだ。役者の父の血なのだろうか。私は昔から一度「こうなる」と決めたら、いつだって、ちゃんとその理想像を体現してきた。

　今回だってそうだ。「先に本音を出す」と決めたその当日から、既すでにこの身につけよう。私は私の才能が恐おそろしい。

　自信をつけた私は意識改革のリピートをやめ、改めて前を見て歩き出す。気付けば既に繁はん華か街がいへと差し掛かかっていた。

　折角だからゲームショップの一軒も覗のぞいていこうかしら。そんなことを考えながら街の中を歩いていると、ふと……。

「（あれは……）」

　前方から髪かみを振ふり乱みだして猛もうダッシュでこちらに近付いてくる女生徒を見つけた。一いつ瞬しゆんギョッとしたものの、徐じよ々じよに近付くにつれて、どうやらそれが自分のクラスメイトらしいと気付いた私は、すれ違いざまに慌あわてて彼女へと声をかける。

「星ノ守さん？」

「…………!?」

　勢いづいて少し私を通りすぎてしまいながらも、彼女は急ブレーキをかけてこちらを振り返る。

「て……天道さん？」

　胸に鞄かばんをぎゅっと抱だきしめ、はぁはぁと息せき切らせながら応じる彼女。

　正直あまり接点のないクラスメイトではあるので、私はどう対応したものか迷いながらも、まぁとりあえず当たり障さわりのない挨あい拶さつから始めようと──

「（ハッ!?　違うじゃない天道花憐！　まずは素直な気持ちからよ！　そうよ！）」

　危あやういところでそう気付いた私は、荒あらく息を吐はく彼女に、笑顔で声をかけた。

「一瞬ワカメの塊が飛んできたのかと思いましたよ」

「突然の精神攻こう撃げき！」

「ああ、でも、勿もち論ろんいい意味でですよ？」

「そして凄すごく雑なフォロー！　なんですか!?　なんですかこれ!?」

　星ノ守さんがいきなり涙なみだ目めだった。……おかしいわね。何か間ま違ちがったかしら……。

　私はこほんと咳せき払ばらいし、笑顔で仕切り直す。

「すいません、見知った顔だったので、つい声をかけてしまいました」

「え？　あ、はは、はい、その、ここ、光栄です、自分なんかにわざわざ……」

　なにやら私を前に緊きん張ちようしているのか、もじもじと毛先を弄いじり出す星ノ守さん。

　私は三角君からのアドバイスを念頭に置きつつ、会話を続けた。

「が、正直星ノ守さんとは全然親しくないので、何を話していいのか分かりません」

「それ言います!?　声かけた側が、それ言います!?　た、確かにそうなんですけど……」

「勿論、いい意味でですよ？」

「あのあのっ、そのフォロー、全然万能じゃないですからね!?」

　なるほど、そうか。いけない。素直に気持ちを言う方に意識のリソースを割さきすぎて、フォローの方が雑になっていたかもしれない。気を引き締しめなさい、天道花憐。

　…………よし。

「星ノ守さんって、美人でスタイル良くて色も白くて、ホント素敵ね！」

「不気味な突然の褒ほめ殺し！　ここ、これは、新あら手てのイジメか何かなのですか!?」

　おかしい。星ノ守さんが震ふるえ出した。私の褒め言葉は完璧だったはずなのに……。それでも星ノ守さんのリアクションが想定外になる要因なんて……考えられる可能性は一つ。

「うふふ。星ノ守さんって、変わった方ね」

「ええええええええええ!?」

　なんだかとてつもなく心外そうな顔をされてしまった。うーん、やっぱり星ノ守さんは変わった子だ。イマイチコミュニケーションが成立していない。

　このまま不毛な会話を続けても仕方ない。私は自らの心の内を探ると、今最も彼女に訊ききたい話題を探し当て、それをそのまま口にしてみた。

「最近雨野君とはどうかしら？」

「はい？」

　意味が分からないといった様子で首を傾かしげる星ノ守さん。私はにこにこと続けた。

「ですから、雨野君との関係です。何か進展はありましたか？」

「は、はぁ。……あのあの……自分、天道さんにそれを訊かれる意味が今一つ……」

「ハッキリしない人ですね！　それは私にも分かりませんよ！」

「ええええええええ!?」

「ただなぜか訊きたかったのです。それでどうなんですか、雨野君とは」

「ど、どうと言われましても……その、まあ、相変わらずですけど……」

　おどおどと応じる星ノ守さん。

「……相変わらず、ですか……」

　私は以前ゲーム同好会のお試し活動をした際のことを回想する。確かあの時雨野君と星ノ守さんは、互たがいを下の名前で呼び合い、傍はたからじゃ痴ち話わ喧げん嘩かにしか見えない言い合いをしていたわね……。

「…………いいなぁ」

「何がですか!?　天道さん!?　今の話に何か羨うらやましがられる要素ありました!?」

　ぽやんと本音を呟いてしまっていると、星ノ守さんがまたも心外そうにツッコンで来る。……この子、普ふ段だん大人しい割にはツッコミとリアクションは激しいわね。そういうところも雨野君に似ているかも。雨野君に……似て……。似て……。

「…………ずるい……」

「ですから、何がですか!?　天道さん!?　なぜ急に拗すねているんです!?」

　胸の前で両手の人指し指をいじいじと絡からめ合っていると、星ノ守さんがいよいよ混乱した様子で詰め寄よってきた。

　……いけない。鎧よろいを脱ぬぎすぎて、どうにも本音が漏もれだしすぎている気がする。

　私は数回素早く深呼吸を繰くり返すと、軽く天道花憐の鎧を纏まとい直すことにした。

「ふふっ、ゲーム同好会がいつまで続くか、見物ですわね！」

「急に!?　なんですかその唐とう突とつなお嬢じよう様さまライバルキャラ的立ち位置！　天道さん!?」

「失敬、ちょっと間違えたわ。こほん。……あら、ご機き嫌げんよう、星ノ守さん」

「それも急に!?　い、いえ、まあ確かにそれはいつもの天道さんっぽいですけど……」

　どうやらなんとか鎧の纏い直しに成功したらしい。私は改めて会話を再開させる。

「それで、星ノ守さん。今日のゲーム同好会はもう終わったのかしら？」

「え？　あ、あのあの、そうと言えば、そうなんですけど、そもそも今日は同好会にもなっていないといいますか……」

「？　どういうこと？」

　そう私が訊たずね返したタイミングで、中年サラリーマンさんが「失礼」と私達の脇わきをすり抜ぬける。気付けば、私達は歩道の真ん中で立ち止まって喋しやべってしまっていた。男性に「すいません」と謝罪した後、とりあえず星ノ守さんとは歩きながら喋ることにする。

　聞けば、彼女も本来街中の方に用があったらしい。ならなぜ猛ダッシュで真反対へ駆かけてきたのか。それを訊ねると、彼女は少し頰ほおを染めながらも、端たん的てきにことのあらましを説明してくれた。

　彼女の話を全て聞き終えた私は、胸の前で腕うでを組んで大きく息を漏らす。

「まったく、上原君にも困ったものね」

　若じやつ干かん軽そうな人物だとは思っていたけれど、まさかそんなに見境がなかったなんて。

　しかしそんな私の評価に、星ノ守さんが「いえっ」と慌ててフォローを入れてくる。

「上原さんはとっても優しい人です！　そんな、困った部分なんて、全然！」

「そうかしら。話を聞くだに、色んな女性と接点あるみたいだけれど……」
















「？　そうなんですか？　でもでも、あの、特定のカノジョさんとかがいるわけじゃないなら、別に問題ないのでは……」

　星ノ守さんのその言葉に、私は少し引っ掛かる。

「それなのだけれど。……その、私もうろ覚えのうっすらとした情報で恐きよう縮しゆくなのだけれど、確か彼にはカノジョさんがいるって話を聞いたことがあるような……」

「ええっ、そ、そそっ、そうなんですか？」

「ええ。それこそ、あの、例のアグリさんという方がそうだとかって……」

「え？」

　私の言葉に目を丸くする星ノ守さん。彼女は一瞬、ごくりと息を吞のむと。

　次の瞬しゆん間かん──けらけらと、腹を抱かかえて笑い出した。

「あははははっ、天道さん、それは誤情報ですよぉ！　だってだってアグリさんは、ケータのカノジョさんですもん！　上原さんとは関係ないですよ、はい！」

「でも、私はそういう話を周囲から……」

「ああ、それはきっときっと、アグリさんがケータのカノジョだからこそです！　ほらほら、友達のカノジョと二人で喋ることぐらい、よくあるんじゃないでしょうか！　自分はぼっちなのでそういう経験一切ないですけど！　たぶん！」

　憶おく測そくの割には妙みようにキッパリ言い切る星ノ守さんに、私は少し気け圧おされる。

「（そ、そうなのかしら。確かに友達のパートナーと何らかの相談事で喋る機会はあるかもだけれど……）」

　それにしたって、正直なところ、やっぱり雨野君がアグリさんと付き合っているというイメージは湧わかない。上原君の方が全然しっくりくる。けれど……。

「（も、もしかして私ったら、雨野君が付き合っているという事実から、ただ目を逸そらしたいだけなんじゃ……！）」

　あわあわと頭を抱える私に、星ノ守さんが妙に上じよう機き嫌げんに続ける。

「えへへへへ、びっくりしましたぁ。上原さんがお付き合いしているだなんて。天道さんったら、意外にお茶目な勘かん違ちがい乙女おとめさんですねぇ」

「う、うぅ!?」

　あぁ、そうなのかしら。私ったら、事実から目を背そむけるあまり、お茶目な勘違いの説を積極的に受け容いれようとしていたっていうの？　星ノ守さんのように、真実をしっかりと見定める曇くもりなき眼と心を、しっかりと養うべきだったのかしら！

　私がぐるぐると頭を悩なやませる中、星ノ守さんはこの話題に決着がついたと見たのか、サラリと話を変えてきた。

「ところで……天道さんって、ケータと仲悪いんですか？」

「…………え？」

　その意外な質問に、私は雨野君のカノジョ問題で悩むのを中断して顔を上げる。

　星ノ守さんはどこか不思議そうに首を傾げて続けてきた。

「えーと、そのその、二人の関係が正直自分、よく分かってなくてですね。あのあの、ケータが天道さんにゲーム部誘さそわれたことと、だけどそれを彼が断わったこと、ぐらいまでは分かるんですけど……」

「ええ、その通りよ。そこは何も間違っていないわ」

「ふむふむ。ということは、普ふ通つうに考えて、ケータと天道さんってちょっと微び妙みような関係というか……ぶっちゃけあまり良くない関係のはずですよ……ね？」

「それは……」

　そこで私が説明の言葉を詰つまらせている間にも、星ノ守さんは先を続けてくる。

「でもでも、この間、天道さん、同好会のお試し来ていたじゃないですか。ケータいるのに。ということはもしかしたら意外と円満な断わり方だったのかなーと思ったのですが……なんだか二人とも、やっぱり会話とかぎこちないですし。特にケータなんか、自分には暴言吐はきまくりなのに、天道さん相手だと妙に畏かしこまっていますし」

「そ、それはどちらかというと貴方あなた達の関係性が特とく殊しゆなのでは……」

「そうだとしてもです。やっぱりケータと天道さんの関係性って、なんだか不思議だなぁと思っていまして。それでそれで、実際の所、どうなんでしょう？　仲悪いのですか？　じ、自分と天道さんは、もしかしてケータ大だい嫌きらい仲間ですか？　わくわく」

「え、あ、いえ、その……」

　私は思わず言い淀よどむ。改めて言われてみれば……私と雨野君の関係は、奇き妙みようだ。

　確かに彼女の言う通り、雨野君側は私に気を遣つかっているフシが多分にある。きっと部活勧かん誘ゆうを断わった件が彼の中でも尾を引いているのだろう。

　では、私の方はどうなのか。

「（ゲーム部の件に関しては……今も残念ではあるけど、怒おこってたりは、しないわね）」

　正直断わられてすぐは「どうして！」という想いから怒いかりにも似た感情を彼に抱いだいたけれど、それは割合すぐに消えてしまった。

　……では、それはなぜ、いつ、どうして消えたのか。

「（……そうだ。確か、彼と上原君が口論しているのを見て……そこで彼が……）」

　ゲーム部の……私のことを、真しん剣けんに想っていてくれたことを知って。それで……。

　そこまで考えたところで、自分のほっぺたが尋じん常じようじゃなく熱くなっていることに気がついた。星ノ守さんが私を心配そうに覗のぞき込んで来る。

「どど、どうされました天道さん!?　顔真っ赤です！　大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　あわあわと私を心底心配してくれている様子の星ノ守さん。本当に雨野君と似て純じゆん粋すいでいい子だ。そういう意味じゃ。やっぱりアグリさんよりも、ずっとずっと彼にお似合い。

「うぐ!?」

「て、天道さん!?」

「む、胸に、謎なぞの刺さすような痛みが……！」

「一大事じゃないですか！　きゅ、救急車を……！」

「待って星ノ守さん！」

　スマホに手をかける彼女を、私は慌あわてて止める。

　そうして、心配そうに顔を歪ゆがめる彼女に、私は、ニッコリと微笑ほほえみかける。

「この熱、この動どう悸き、この痛み、正直最近しょっちゅうなの。だから大丈夫よ！」

「余計駄だ目めじゃないですか！　むしろなぜそれでまだ病院に行かないのですか！」

「分からないわ。ただ、私の心が叫さけんでいるの。『病院は違ちがう気がする』と！」

「駄だ々だっ子ですか！　子供じゃないんですから、ちゃんと病院行って下さい！」

「…………。…………それでも私が、イヤと言ったら？」

「なんの駆け引きですか!?　そ、そんなシリアスな顔で言っても駄目です！　て、天道さんがなんと言おうと、じ、自分が嫌きらわれようと、それでも救急車は呼びますからね！」

　物わかりの悪い子供に手をやく母親のように、厳きびしく、それでいて優しく……涙なみだ目めでスマホを操作しようとする星ノ守さん。

　私はそんな不器用で優しい彼女に、やっぱり雨野君の面おも影かげを見るも……今度は不思議と心が落ち着き、急速に顔の熱が引く中、心の底からの笑みを見せて彼女に告げる。

「本当にもう大丈夫だから」

「…………。……た、確かに、もう落ち着いているみたいですけど……けど……」

　今だスマホを手放そうとしない星ノ守さん。私はそれに一度微笑んだ後、再び街中へと歩き出す。と、星ノ守さんが慌てて私を追って、横に並んできた。

「……ほ、本当に、大丈夫なんです……よね？」

「ええ、おかげさまで。ありがとう、星ノ守さん」

「い、いえ、自分は何も……。……というか、あの、むしろ、すいませんでした……」

「？　どうして謝っているの？」

「あのあの……えっと、自分、無む駄だに大おお騒さわぎしてしまって……。い、今思い返すと、大おお袈げ裟さにも程があったかと……。あぅ……恥はずかしい……」

　今度は星ノ守さんの方が顔を真っ赤に染める番だった。彼女は両手で顔を覆おおって、うーうーと呻うめき出す。

　私はそんな彼女をなんだかとても安らかな気持ちでしばし見つめた後……ふと夕暮れの空を見上げ、先程の話の続きを切り出した。

「……今私が星ノ守さんに抱いている気持ちと、殆ほとんど同じなんだと思います。私が、以前から雨野君に抱いていた気持ち」

「へ？　今の私への気持ちと……ケータへ抱く気持ちが同じ、ですか？」

　顔を隠かくすのをやめ、首を傾かしげる星ノ守さん。私が「そう」と笑顔で応じると、彼女は少し考える素そ振ぶりを見せた後、難しい顔で答えた。

「……この世から消えてなくなれ、ゲスな下等生物め、ですかね？」

「貴女あなたの自分や雨野君に対する評価の低さって、ちょっと戦せん慄りつしますね」

「えへへ、照れますね」

「うん、照れるところじゃないですね」

　そんな他愛ないやりとりを交わした後。私は改めて彼女に微笑みを向けると、正直に、照れることなくその言葉をぶつける。




「私は今、貴女と友達になりたいって……親しくなりたいなって、思っています」




「…………」

　瞬間立ち止まり、私を見つめてぽーっとする星ノ守さん。私も歩みを止めて待つこと数秒。突とつ然ぜん、彼女は露ろ骨こつにわたわたと慌て出した。

「そ、そんな、天道さんが自分なんかとなんて！……お、おお、恐おそれ多いっ！」

「恐れ多いって」

　最近雨野君からもそのワードを聞いた気がするわね。似た者同士にも程がある。

「それ以上に、ケータが天道さんの友達だなんて……恐れ多すぎて、万ばん死しに値あたいします！」

「貴方の中で雨野君って一体どれだけ下の存在なの……」

　なんだかもう、私が悲しくなってきたわ。こんなにも似た感性の者同士がいがみ合うことって、世の中あるのね。ちょっとしたカルチャーショックよ。

　そうこうしている間にも、星ノ守さんはこほんと咳せき払ばらいをすると、どこか照れを隠すように私から少し視線を逸らしつつ喋しやべり出す。

「じ、じじ、自分としてはその、天道さんさえよければ、よ、よろ────」

『はい、よろこんでー！』

　突然近くから大きな声が割り入ってくる。改めて見ればそこは、丁度飲み屋さんの前だった。注文が連続で入ったのか、中から何度も威い勢せいの良い店員さんの声が繰くり出される。

『はい、よろこんでー！』『はい、よろこんでー！』『はい、よろこんでー！』

「…………」

　そうして、気付けばいつの間にやら……星ノ守さんが、涙目で俯うつむいてふるふるしていらっしゃった。

「（ああっ、控ひかえめに私の申し出を受けようとしていた矢先の猛もう烈れつな飲み屋挨あい拶さつで、場の空気が変な感じに！　これは言えないわ！　彼女、この状じよう況きよう下かで今いま更さら『よろこんで』のワードは言えない！　使いたくない！　飲み屋にのっかりたくない！）」

　とはいえ、やはり星ノ守さん的にはパッと代案も浮うかばなかったらしい。というか、飲み屋さんが未だに連呼しているせいで『はい、よろこんでー！』が私達の頭を埋うめ尽つくし、それ以外の言葉が考えられない。かく言う私だってそうだ。

　結果、彼女はしばらく震ふるえた後……キッと涙目で私を見み据すえたかと思うと、次の瞬しゆん間かんにはこちらに背を向け、叫びながら脱だつ兎との如ごとく駆かけ出した！

「なんかすいませんでしたぁ─────────────────────！」

「なんかこちらこそ──────！」

　去りゆく彼女の背に、私は慌ててそれだけ返す。

　そうして星ノ守さんの姿が見えなくなるまで見送った後……私は、フッと思わず力ない笑みを漏もらす。

「どうしてこういう歩み寄りが……雨野君相手にはできないのかしらね、私って……」

　自分は思っていたよりも不器用なのかもしれない。

　そう思うと、なんだかいてもたってもいられず。

「……素直な気持ちで。否定から入らず。そして、星ノ守さんみたいに純粋に……」

　結局またぶつぶつとそんなことを呟つぶやきながら、また一人、帰路を歩き始めたのだった。





雨野景太






　アグリさんと別れて帰宅した僕は、家族との夕食と入浴を手早く済ませた後、「今日は早めに寝ねるよ」とだけ告げてそそくさと自室へと引きこもった。

　夜九時。部屋の電気を消し、布団を被かぶり──その上でおもむろにゲーム機の電源を入れる。画面に映し出されたのは、まあ見事なまでにギャルゲーギャルゲーしたタイトル画面だ。ニヤリと微笑むオタク少年。

　……い、いや、待って、僕をどうしようもないヤツだと思うのは少しだけ待って。

　家族に隠れて寝ね間ま着きでひそひそとギャルゲーをやっているのは事実なのだけれど、それは、多少僕なりの決意があってのことで。というのも……。

「（明日あした天道さんに友達の申し込みを行う前に……これだけは、クリアしておきたい！）」

　決意の眼まな差ざしで、恋れん愛あいシミュレーションゲーム「きんいろ小細工」のタイトル画面で微笑むヒロインの一人、フラウ・ヘブンリーを見据える。

　そう、今日こそは……たとえ不毛な作業ばかりの徹てつ夜やになろうとも、攻こう略りやく情報を見ずに彼女への告白を成功さようと、僕は心に決めたのだ。

「（そうしたら……きっと、明日、自信が持てる気がする。勇気が出せる気がする）」

　殆ど願がん掛かけや神頼だのみに近い作業だ。それでも、ゲームの中の天道さん似ヒロインの一人もオトせない人間が、現実の彼女と友達になれるものか。

「（上原君なんかに言わせれば、それとこれとは話が全く別なんだろうし……僕も頭では分かっているけれど……でも、こればっかりは譲ゆずれない。僕は、フラウをオトす）」

　かつてここまで真剣に恋愛シミュレーションゲームに臨む男がいたであろうか。

　僕はコントローラーを慣れた手つきで操作すると、既読スキップ等を多用してフラウの攻略を開始した。

　まずはいつもの如く慎しん重ちように、フラウに関わる選せん択たく肢しの一つ一つを精査して、全て彼女の気に入る反応で応じてみる。が、これはこれまでにも散さん々ざん試した手法。当然の如く、やはり最後の場面でフラれてしまった。開始四〇分で、一周目撃げき沈ちん。

「（まあ想定内だけれど……くそ、相変わらず先が見えない）」

　ゲームで詰つんだ際にどういう状じよう況きようが一番キツイかって、僕的には「何が悪いのか分からない」時だ。アクションゲームで強い相手にテクニック不足で負け続けても、「次はいけるんじゃないか」という希望は常にある。それに、たとえ自分じゃ無理だと匙さじを投げる結果になる程敵が強かった場合でも、やるだけやって駄目だった、という達成感めいたものはある。謎なぞ解ときの解法が想像さえつかない程難しいゲームなども、これに近い。

　だが、本来勝てるべきものが勝てず、解けるべきものが解けない状況は話が別だ。

　アクションだったら、本来充じゆう分ぶん回かい避ひできてしかるべき敵の攻こう撃げきが、謎の判定で直ちよく撃げきしたり。謎解きゲームだったら、問題の要件を充じゆう分ぶんに満たした「絶対これで正解だろう」という解法が、正解と判定されなかったりする時、僕は酷ひどい絶望を感じる。

　しかもそれがバグ等でもないというのなら、もう、お手上げだ。

　僕にとってフラウ攻略は、まさに今、そういう状況に陥おちいっていた。またこのゲームは無駄に選択肢が多いゲームであり、総当たり的な手法は正直あまり現実的じゃないし……それやるぐらいなら、最も早はや攻略を見るべきだ。僕は僕の力でフラウを攻略したい。

「（僕なりの正解は既すでに何度も提示しているのに……それじゃ駄目だと言われる。……だったら……正直気は乗らないけど……）」

　そこまで考えたところで、本日二回目のチャレンジを開始。今回は……逆転の発想だ。

「（だったら、僕が『これは嫌われるだろう』と思う選択肢ばかりを選んでみる！）」

　まあ、これでクリアできたら、それはそれで複雑なんだけどさ……。

　そんなことを考えながら告白の場面まで辿たどり着く。まあ当然の如く、けんもほろろな振ふられ方をした。二周目撃沈。

「（そりゃそうだ。フラウの落とし物を届けず自分のものにし、フラウが不良にからまれた時は一目散に逃にげる主人公の、どこに惚ほれる要素があるっていうんだよ）」

　というかそもそもそんな外げ道どう選択肢を用意しておくスタッフもおかしい。アイ○ムの作品か何かかと疑うレベルだ。

　しかし、こうなってくるといよいよ分からない。大まかに見て、僕の選択肢を選ぶ感性自体はそう間ま違ちがっていないはずなんだ。なのに告白が成功しない。これは一体……。

　悩なやみながらも、とりあえず手はコントローラーを操作し続け。漫まん然ぜんと周回を重ねる。そのまま二周ほど不毛に終えたところで、僕は一いつ旦たんコントローラーを置いて、ベッドに寝ね転ころび布団にくるまった。……時刻はもうじき深夜０時を回ろうとしている。

「（……やっぱり、僕は、そもそも天道さんみたいな人とは相あい性しようが致ち命めい的に悪いってことの、暗示なのかな……）」

　流石さすがにここまで光が見えないと、そんな弱気な発想にもなってくる。世間的に問題なくクリアできるはずのものが、僕にはクリアできない。……自分がなぜぼっちだったのかをもう一度、大好きなゲームからさえも突つきつけられているようだ。

「（……自うぬ惚ぼれていたのかなぁ、僕……）」

　天道さんと自分が月とスッポンなのは重々自覚していたつもりだった。なのに今、こんなに悔くやしいっていうのは……僕がどこかでやっぱり、彼女ともっとお近づきになりたいなんておこがましい願いを抱いだき続けていた証あかしだ。……自分から、部活への誘さそいを断わったくせに。なんて浅ましくて卑いやしい人間なのだろう。でも……それでも……。

「…………」

　むくりと起き上がり、再びコントローラーを握にぎる。以前の僕なら、ここらでもう諦あきらめていただろう。ゲームは、楽しんでなんぼ、なのだから、と。無理することじゃないと。

　その根本の価値観自体は今も変わらない。けれど……。

「（このゲームだけは……ただの遊びじゃないんだ！　簡単に諦めたくない！）」

　決意も新たに、本日五周目に挑いどみ始める。そうして最初の選択肢が現われたあたりで、ふと、スマホの通知ライトが点灯しているのに気がついた。

「（そうだ、ゲームに集中するために、音も振しん動どうも切っちゃってたんだ）」

　僕はプレイを一時中断すると、ロックを解除してスマホを確認する。

　すると、最近アグリさんに無理やり入れられたばかりのメッセージアプリの通知と、ソシャゲの通知が一件入っていた。

「（おお、アグリさんと上原君からだ。なにこれ、超ちよう嬉うれしい）」

　設定したばかりの時にお試しでメッセージを送り合ったことはあったけれど、それ以降では初めてだ。

「（ああ、僕の人生にもこんなことがあるのだなぁ……）」

　友達からチャットが来るなんて。じーん。僕はそんな小さな幸せをしばし嚙かみ締しめたのち、うきうきとアグリさんからのメッセージを確認した。

〈あまのっち、今日は明日に向けてよく寝とくんだよ！〉

〈顔の血色とかって、人の印象決める上で超大事なんだからね〉

〈間違っても今日徹夜でゲームとかしないように！〉

〈あ、流石のあまのっちと言えどそこまで馬ば鹿かじゃないか。ごめんね。おやすみ〉

「ホントすいませんでしたぁぁぁぁぁ！」

　ベッドの上でスマホに向かって土下座する。そうして、即そく座ざに返信。

〈ご心配ありがとうございます！　不ふ肖しよう雨野、感無量でございます！　しからば！〉

　緊きん張ちようと慣れなさで、変な文になってしまった。が、なんとなく勢いは伝わった気がする。

　僕は息を整え直すと、今度は、上原君からのメッセージを開く。

〈おい雨野、お前なんか明日天道に接せつ触しよくするらしいじゃん〉

〈そういうことなら、折角だから人集めておいてやるよ！〉

〈衆しゆう人じん環かん視しの中で大々的にやろうぜ、そのイベント！〉

〈そこで天道から友達宣言の一つでも出りゃあ、そりゃお前、一気に地位向上だぜ！〉

〈いやぁ、名案だ名案だ！　んなわけで既にバリバリ動いてっからよ！〉

〈まぁ、これで失敗したら目もあてられねぇけどなｗｗｗｗｗ〉




「『ｗｗｗｗｗ』じゃないでしょうがよぉおおおおおおおおおおおおおおおおお！」




　なにしてんの!?　この人一体、何してくれてんの!?　上原君!?　キミなんか超面白がっていない!?　いや、元々僕の人間関係面白がっているフシはあったけども！　っていうかなんで成功する前提なのこの人！　僕と天道さんの関係性、絶対甘く見てるって！

　僕は慌あわてて返信を打ち始める。

「余計なことしないで……っと。……………………」

　が、そこまで打ったところで、やはり文章を取り消す。そうしてしばし考えた後、改めて、文字を打ち込んだ。

〈ありがとう。上原君の期待、正直重いけど、応こたえられるよう頑がん張ばってみる〉

　そう返して、溜ため息いきを吐つく。

「……こんなに僕のために動いてくれる人に……無ぶ粋すいなツッコミしちゃ駄だ目めだよな」

　そりゃ僕と天道さんの関係を過大評価している部分はあるし、余計なお世話だと思わないこともないけれど。

　でも、僕のためにここまでしてくれる友達には、やはり感謝しかないから。

　僕はそのままホーム画面を呼び出すと、通知のあったソシャゲアプリを起動させた。確認してみると、なんとこちらでもメッセージが一件入っている。珍めずらしい。

　早さつ速そく開いてみると……それは案の定、僕が唯ゆい一いつ交流のあるプレイヤー《ＭＯＮＯ》さんからだった。

〈がんばろう〉

　たったそれだけの文章。いつもながら超簡素。恐おそらくは、今やっているレイドボス（期間限定ボス）を、協力して倒たおそうね、みたいな意味なんだろうけど。

「（きっと《ＭＯＮＯ》さんは、照れ屋で不器用な方なんだろうなぁ）」

　けれど、だからこそ、僕はこの人が大好きで。……この薄うすい繫つながりに救われて。

〈うん、がんばろう〉

　僕はそれだけ返すと、クエストをこなし、上原君やアグリさんから特にメッセージが返って来ていないのを確認すると、スマホの画面をオフにする。

　が、僕はしばらくそのまま……自らのスマホを、ジッと見つめ続けた。

「（……ありがとう、アグリさん、上原君、ＭＯＮＯさん）」

　気付けば、さっきまでどん底だった気分が、すっかり救われている。

　僕は気合いを入れ直すと、スマホを脇わきに置き、代わりにコントローラーを持ってテレビ画面を見み据すえた。

　そこにいるのは、フラウとはまた別の、主人公の幼おさな馴な染じみのヒロイン。このゲームの最初の選択肢は、彼女と下校を共にするか、しないかの部分からなのだ。

　当然、フラウを狙ねらう以上は彼女と親しくなんてしていられない。僕はいつものように、一いつ緒しよの下校を断わる選択肢を──

「……待てよ」

　そこで僕は、はたと手を止める。……もしや……。

　それは、今までの僕に全くなかった発想。しかしそれだけに、妙みような確信が胸を満たす。

　僕は十字キーをもう一度操作すると、下校の誘いを受ける方の選択肢を選んだ。

「（もしかして……）」

　頭の中に「ある可能性」を描えがきながら、そのまま、フラウに限らず、出て来るヒロイン全員にいい顔をする。幼馴染とデートに出かけ、後こう輩はいキャラの窮きゆう地ちを救い、先せん輩ぱいキャラの頼たのみ事を快こころよく聞く。ハーレムエンドを目指すのでない限り、本来ギャルゲーであまり使うべきではない手法、八方美人。それを、僕はあえて淡たん々たんとこなす。

　当然、そんなやり方ではフラウと過ごす時間が減る。今までは見られていたフラウとのデートイベントが見られなかったりさえする。しかし、それでも……。

「（これは……もしかしたら……）」

　僕は自らを突き動かす妙な確信に従って、八方美人を貫つらぬき続けた。

　そうしていよいよ迎むかえた──最終告白のシーン。

　主人公が、いつものように切り出す。

「僕と……僕と、付き合って下さい！」

　最早、ここ数日で何度聞いたか分からない彼の一いつ生しよう懸けん命めいな告白台詞せりふ。そしてそれはこの後のフラウの台詞も同様で、いつも通りなら彼女はこれに困り顔で──

「……うれしい……」

『え？』

　画面の中の主人公と、僕の反応が重なる。だって、今画面の中に映るフラウの顔は……。

　これまで見たこともない、幸福感に満ちた、泣き顔で。

　彼女はそのままにっこりと……頰ほおを涙なみだで濡ぬらしたまま、照れ臭くさそうに微笑ほほえんだ。




「はい、よろしくお願いします。……皆みんなに優しい、大好きな私のヒーロー」




　そのまま、彼女の笑顔が光に包まれるかのようにフェードアウトし、祝福の曲と共にエンディングロールが始まる。

「…………」

　が、僕はただただ、画面の前でただただ呆ほうけ続けた。

「（クリア……できた？）」

　それが、全く信じられない。何が信じられないって、僕がゲームで完全に袋ふくろ小路こうじにはまった時は、これまでほぼ百パーセント、もう自力でクリアは不可能だったから。攻略見たりとか、色々なことに妥だ協きようしてやり過ごすのが関の山で。

　なのに今回は……見事に、エンディングを迎えられて。それも、自分の力で──

「（……いや、違ちがうか）」

　そう思い直して、脇に置いたスマホを見つめる。……僕がこの着眼点「フラウとの関係性ばかりに重きを置くのをやめる」ということに気付けたのは、アグリさんや上原君、そして《ＭＯＮＯ》さんのおかげだ。

　たとえ恋れん愛あい中だろうと、自分達以外の他者をぞんざいに扱あつかっていい道理なんてない。当然だ。この世界は決して、二人だけで成り立っているわけじゃないのだから。

　……それは、ぼっちだった僕には……とにかく友達を一人作ることに必死だった僕には、全くない発想だった。だからこそ、僕だけずっと、フラウが……周囲の人々全てを心から大事に思っている彼女が、攻こう略りやくできなかったのだ。

「……ありがとう」

　僕はもう一度だけ、スマホに向かって礼を告げると。

　フラウの笑顔で終わる幸福な後日談をゆっくりと鑑かん賞しようした後、ゲーム機の電源を切り、布団を被かぶり直した。

　今の僕に、もう、明日あしたへの不安はない。けれど、自信ができたっていうのとも少し違う。

　……気付いたのだ。

「（たとえ天道さんに嫌きらわれていたとしても……僕はもう、充じゆう分ぶんに、幸せ者なんだ）」

　ベッド脇のスマホを見つめてそんなことを考える。

　だったら……今いま更さら何を恐れることがあるというんだ。

　僕は首もとまでタオルケットに埋うまると、頭の中で「きんいろ小細工」の主人公の勇姿を頭の中に何度も反はん芻すうさせつつ、充じゆう足そく感に満ちた眠ねむりの中へと落ちていったのだった。





上原祐






　昼休み、天道がまた雨野の元を訪ねる。

　登校するなり、俺はＦ組の生徒達へとそんな情報をそれとなく流した。

　薄く、不確かで、そもそも俺という発信元さえ特定されていない……そんな信しん憑ぴよう性も何もあったもんじゃない噂うわさ。

　しかしだからこそ、人は興味を抱いだく。現に……。

「ねぇねぇ、実際そこんところどうなのさっ、上原！」

　ゴシップ好きの美み嘉かは、案の定食いついてその話題を振ふってきた。この俺が噂の源流とも知らず。

　朝のＨＲホームルーム前。教室に入ってきた雨野が周囲の妙な空気に戸と惑まどい、少しキョドりながらも自分の席へと向かうのを見守りながら、俺は美嘉に「さあ」と返す。

「別に天道と親しいわけじゃねぇからな俺は。天道の動きまでは分からねぇよ」

「んー？　まあそっか」

　美嘉が素直に納得した様子で引き下がる。周囲にたむろする他メンバーをちらりと確認すると、割と鋭するどいところがある玲れい奈なと大だい樹きあたりは、少し訝いぶかしむような視線を俺に送ってきていた。俺は二人から視線を逸そらし、朝のことを回想する。

　実際、美嘉への回答は噓うそと真実が半々ぐらいだ。天道とそこまで接点がないってのは真実だけど、実際彼女を昼休みにＦ組へ呼び出したのが俺ではあり。

「雨野から大事な話があるみたいだから、昼休み、うちのクラス来てくれよ」

　朝の早い段階でＡ組を訪れて俺がそう切り出した時の、天道の顔ったらなかった。

「（昼休みに告白で呼び出されるのなんざ日常茶飯事なくせになぁ）」

　それが、雨野からの大事な話、と聞いた途と端たんに、明らかに動転した様子で目が泳ぎ出す始末だ。ただ、すぐに赤面とかしなかったあたり、告白とかそういう方面への勘かん違ちがいはしておらず、どちらかというと天道は悪い想像をしているようでもあった。

「（まあ、天道の場合、しょっちゅう雨野にフラれているわけだからなぁ）」

　部活勧かん誘ゆうをふいにされ、星ノ守や亜玖璃の存在にやきもきさせられ、ゲーム話では毎回違った価値観を突つきつけられ。そんな相手からの「大事な話」となれば、そりゃ、浮うかれるよりも先に身構えちまうっつうもんだ。

　しかしこれもまた、養よう殖しよくリア充を自負するこの俺、上原祐の巧たくみな作戦の一つだ。

「（事前に悪い想像をさせておいた方が、友達申しん請せいの成功率はぐっと上がる！）」

　そう、それは商売や詐さ欺ぎの基き礎そテクニックにも似ている。元々五万円で売ろうと思っている商品でも、先に十万円と言ってから、今だけ五十パーセントオフの五万円で大放出と言った方がお得感出るのと同じ。

　事前に天道を不安にさせ、「ゲーム同好会入らなかったことに対する何かかしら」「最近私雨野君に失礼なことしたかしら」「もしかして、目立つのがイヤだから二度と自分に関わらないでくれ、みたいなことなんじゃ……」等と不安にさせて半日過ごさせることで、いざ雨野の本題……「友達になってくれ」提案を聞いた際の安あん堵ど感を増ぞう幅ふく！

　これにより、天道が「ああ、そんなことなら勿もち論ろんＯＫよ」と返してしまう確率はほぼ百パーセント！

「ふふふ……雨野よ、これが勝ち組のやり方だ」

「祐、ドヤ顔でなにぶつぶつ言ってんだ？」

　気付いたら雅まさ也やに気味悪がられていた。俺はこほんと一つ咳せき払ばらいして席を立つと、「トイレ行くわ」と教室を出る。その際、ちらりと雨野に視線を送っておいた。

　教室を出てのろのろと廊ろう下かを歩いていると、背後から小走りで駆かけ寄ってくる足音。

「上原君、なに？」

　俺の隣となりに並んで訊たずねてくる雨野。俺は彼をちらりと横目で見て応じる。

「ああ、トイレ付き合えよ雨野。流石さすがに今の教室じゃ話しづらいことがあってよ」

「…………」

「おいこら雨野、お前なぜ引く」

　気付けば雨野が足を止めてしまっていた。

「……ごめん上原君、僕、そういうのじゃないから……」

「おい待てこらてめぇ。その手の勘違い、お前側にされるのはすげぇ腹立つんだが」

　睨にらみを利きかすと雨野は黙だまって再び隣に並んできた。そうして一つ溜ため息いきを吐ついた後、本題を切り出してくる。

「上原君。天道さんが昼休みに教室へ来るって、なに？」

「お、既すでに耳に入ってたか。誰だれから聞いた？」

「キミ達の会話でだよ」

「相変わらず陰いん気きな盗ぬすみ聞きぼっち野や郎ろうだなぁ」

「勝手に他人の告白をマッチングするいじめっ子体質よりはマシだと思うけど」

　むすっとした様子で返してくる雨野。どうやら、珍めずらしく少し本気で怒おこっているらしい。そういや最近少し忘れがちだったけれど、こいつは元来、譲ゆずれない部分ではそこそこ気き性しようが荒あらいというか、意外と攻こう撃げき性の高いタイプだった。

　そのまま教室群を抜ぬけ、更さらにトイレの前を少し通り過ぎた人通りの少ないあたりまで来たところで、俺は壁かべに背を預ける。

「確かに勝手に色々やったのは悪かった。お前が嫌いやだってんなら、即そく取り消すぜ」

「い、嫌っていうか……」

　少し詰つまる雨野に、俺は続ける。

「そう。実際、お前は今日動くつもりだったし、動くとすれば、結局俺を通して天道を呼び出す流れにはなっていただろう？　直接アウェーのＡ組訪ねて天道に挑いどむとか、ハードル高たけぇもんな」

「う……それは、そう、なんだけど」

　以前ぼっちの星ノ守に話しかけるだけでも大分緊きん張ちようした様子のコイツだ。Ａ組の天道を訪ねるなんて、とてもじゃないが無理だろう。

　雨野は図星を突かれて動どう揺ようしながらも、それでもまだ不満げに俺を睨んでくる。

「そりゃ、色々気を回してセッティングしてくれたことには感謝しているけれど……でも、やっぱりこういうのって、もっとこぢんまりやるべきことなんじゃないかなぁ。二人きりないしは、上原君みたいな友達や知り合いが多少立ち会っている、ぐらいでさ」

「昨日メッセージでも送ったろ？　大勢の生徒が見守る前で……もっと言うとＦ組でやることによって、お前の地位向上も狙ねらっているんだって」

「別に僕、自分の地位を向上させたくて天道さんと仲良くなりたいんじゃない」

　少しドキッとするほど男らしい眼まな差ざしで俺を見み据すえてくる雨野。……ったく、相変わらず面めん倒どうな部分で芯しんがありやがるんだよなぁ、こいつは。そこが美点でもあり……そして、そここそが、こいつにおいそれと気軽な友達ができない要因の一つなんだが。

　俺は頭を搔かいて、俺なりのロジックで対応する。

「……前にお前と小こ競ぜり合いした時も言ったけど、俺はやっぱり、浅い人間関係だって大事だと思うぜ」

「…………」

「お前の言い方を借りるなら、雨野にとって下らなくても、俺や他の人間にとって大事なものって、あるんだ。アニメや漫まん画がや……それこそゲームの中じゃ、地位や名めい誉よに拘こだわるヤツって、ロクでもねぇかもしんねぇけどよ。でも俺は、やっぱりそれらは生きる上で必要なことだと思うし、手に入れる努力をすべきだと思うぜ」

「それは……」

　雨野の瞳ひとみが揺ゆれる。……俺は今、少し、勝手なことを言っている。こいつは基本、そんなこと分かった上で、それでも、自分の趣しゆ味みや意志が大事なタイプなんだ。俺とは少し物事の優先度が違う。だから俺のロジックを押し付けるのはおかしい。

　しかし、それでも……。

「なぁ雨野、俺が今一番嫌いなタイプの男って、どんなヤツか分かるか？」

「なに突とつ然ぜん。……どうせ僕みたいなウジウジしたタイプとかって言うんでしょ？」

「惜おしいけどちょっと違ちがうな。それは二位だ」

「僕結構嫌われてるね！」

「一位はな……」

　俺はそこで少し溜ためて、彼の瞳をしっかり見据えて告げる。

「『地位や名誉に拘らないという名誉』を求めているような輩やからだ」

「…………」

「本当に功こう名みよう心がなかったり、譲れないプライドが一流だったりする類たぐいの馬ば鹿かは尊敬するけどな。群れない自分をカッケーと思いたい程度の理由で孤こ高こうを貫つらぬくのは、生き方や信念じゃなく、向上心を欠いたナルシストの怠たい慢まんだ」

「……手て厳きびしいね」

「いやお前がそうとは言ってねぇさ。どちらかと言えばお前は、本当に馬鹿なタイプだ」

「て、照れるね」

「それも決して褒ほめてはいないがな」

「そうなんだ……」

　しゅんと落ち込む雨野。こいつの感情、忙いそがしいな。いや、俺がそうさせてんのか。

　……仕方ない、ここらで軽く俺の言いたいことをまとめよう。

「なぁ、雨野。これは、お前達の今後のためでもあるんだ。ちょっと想像してみろ。たとえばお前と天道の間でだけ友達関係が結ばれた場合……その後お前らが二人で外歩いているところを見た他の生徒達はどう思うよ？」

「……あ、そっか……」

　目を見開いてハッと何かに気付く雨野。俺は更に続けた。

「他人に承認されない関係ってのは、結構厳しいんだぞ、雨野。ロミオとジュリエット……に喩たとえるのは少しやりすぎかもだが、世の中、人と人との関係は当人達さえ了りよう承しようしていればそれでいいってもんでもねぇのさ」

「確かに。僕なんかが理由もなく天道さんと仲良くしているのは不気味だよね」

　いや、流石にそこまでは言ってないんだが。とはいえここでフォロー入れても面倒なため、俺はそのまま話を進める。

「つまり、友達申請時に少しは周囲に人がいた方がいいんだよ。それも、無責任に軽く情報を拡散してくれる程度の薄うすい知り合いのいる場がベストだ。まるで無関係な人の行き交う街中でやったってしゃーねぇからな。で、全ての条件を満たした上で、お前が一番遣やりやすい場所といったら、もうそれは──」

「二年Ｆ組の教室！　それも人がちゃんといて、時間もたっぷりある、昼休みあたり！」

「そういうことだ」

　俺が微笑ほほえむと、雨野はどこか興奮した様子で俺の手をガッと摑つかんできた。

「流石上原君だね！　やっぱり凄すごいなぁ！　ごめんね、僕、浅はかだったよ！　ありがとう！　本当にありがとう！」

「いやいや、なになに」

　謙けん遜そんする俺。そうこうしていると、廊下にチャイムの鐘かねが鳴り響ひびいた。雨野は慌あわてて俺に声をかけつつ、教室へと引き返す。俺もその背を小走りで追いながら……密かにニヤリと悪どい笑えみを浮かべる。

「（──と、そこまではあくまで表向きの理由よぉ！）」

　雨野の背中を見つめながら、俺は「くくく」とほくそ笑む。

「（俺の本当の狙いは、亜玖璃の様子を観察することにある！）」

　今日の昼休みのイベント。当然、亜玖璃も様子を見に来ることになるわけだが。

　そこで、雨野が天道に友達申請をする際……俺は、多くの生徒達に紛まぎれて、しっかりと、亜玖璃の様子を観察させて貰もらう！　雨野に好意アリ疑ぎ惑わくのある、俺のカノジョをなぁ！

「（雨野の知り合いだけが見守る程度の状じよう況きようじゃ、亜玖璃は素直なリアクションを隠かくしちまうかもしれねぇからな！　それが、人の溢あふれる教室という場ならどうだ！　いちいち咄とつ嗟さのリアクションまで繕つくろったりはしねぇだろう！　天道に大注目が集まる教室において、亜玖璃は自分がじっくり見られているなどとは夢にも思わないだろうからなぁ！）」

　それこそが俺の狙い。

　この状況下で雨野に天道へ挑ませることで、亜玖璃の、素すのリアクションを探る。

　そもそも亜玖璃と雨野が本当にただの友達なら、亜玖璃は雨野を心から応おう援えんし、そして天道との友達関係成立の暁あかつきには素直に喜ぶことだろう。

　しかし、そこでもし亜玖璃が少しでも複雑そうな表情を見せようものなら、それはもう、間ま違ちがいなく黒。亜玖璃が雨野に惹ひかれている証あかしだ。

「（……まあそんな中でも実際一番最悪な反応は、亜玖璃が、気まずそうに彼氏たる俺の様子を窺うかがっている、とかなんだけどな……）」

　亜玖璃と雨野が強固にデキている場合、俺がセッティングした天道への挑ちよう戦せんイベントなんざ二人にとっては完全に茶番……つまりは俺の顔を立てて行っているにすぎないわけで。そりゃ亜玖璃も気まずい表情で俺を見るっつーもんだろう。……うわ、想像しただけで震ふるえる！　まあここまで最悪のケースはないだろうけど！

「（なんにせよ、これでカタがつくはずだ。亜玖璃の率直な気持ちが、分かるはず！）」

　そう、これは謂いわば、雨野の友達申しん請せいイベントに見せかけた……亜玖璃に対するリトマス試験紙イベントだったのだ！

「（養よう殖しよくリア充の策士家っぷりを舐なめんじゃねえぞ！）」

　誰にともなく、心の中で雄お叫たけびを上げる。中学時代の俺が、今までで一番こちらを見下す目をしていた気がするが、関係あるか！　黙ってろよガリ勉野郎！　お前の育はぐくんだ頭脳は今立派に役立っているぞ！

　そうそう、そしてあともう一つだけ、二年Ｆ組で雨野友達申請イベントを起こすのにはオマケの理由がある。それは、星ノ守を立ち会わせられるということだ。

「（少ない人数の立ち会い環かん境きようだとあいつ断わりそうだけど、この状況なら野次馬的に見に来るだろう。で、雨野と天道の友達関係が成立すれば、嫉しつ妬と心を煽あおれるだろうし、成立しなかったらしなかったで、雨野への同情からぼっち同士のシンパシー、そしてときめきへと流れるように感情はシフトするはず！　どっちに転んでも俺は美味うまい！）」

　我ながら……俺は俺の頭脳明めい晰せきさが恐おそろしい。世の中、こんなにも人間関係を熟知し、巧たくみに操れる男子高校生がいるだろうか。いや、いまい。

　俺は雨野に続いて教室へと入り、自分の席に着きながら、抑おさえ切れない笑いを漏もらす。

「ふふふ……くく…………くふふふふふ！」

「いや、だから祐。正直キメェって、今日のお前。ガチで友達やめたくなるんだけど」

　そんな雅也の言葉を聞き流しながら、俺は一人、人間関係のプロフェッショナルを気取り、気味悪く笑い続けたのだった。





亜玖璃






「（昼休みにあまのっちが友達申請かぁ……）」

　三時間目の授業中。亜玖璃は退たい屈くつな古文の文章が書かれた黒板をぼんやりと眺ながめながら、指先で器用にくるくるとペンを回していた。

「（……焚たきつけといてなんだけど、しょーじき、うまくいく気がしないなぁ……）」

　はぁと溜ため息いきを吐く。

「（なんだろ……特にコンキョないけど、予定通りにことが運ばない予感がする。亜玖璃のこの手の勘かんって、凄く当たるんだよねぇ……）」

　あまのっちの話を聞く限り、天道さん側にまったく脈がないとは思えない。あまのっちは基本自じ虐ぎやく的だから、あんま希望的な観測で話を盛っている感じでもなかったし。亜玖璃的には、そんなに悪くない関係なんじゃないかなーとは、思う。けれど……。

「（なーんだろ。あまのっちと天道さんの、あの、こっちが思っている通りにはいかなそうな感じ。不思議）」

　誰だれが悪いというわけでもなく……強しいて言うなら、二人の巡めぐり合わせみたいなのが致ち命めい的に悪い感じ？

　亜玖璃はペン回しをやめると、ノートに丸と矢印で簡易的な人物相関図を描かき始める。

「（あまのっちは、天道さんが好き……というか、憧あこがれてる、と。亜玖璃は、祐が、好き。いや大好き。ここは完全に確定でいいんだけど……）」

　そこから先、ペンが進まない。……天道さんや祐からあまのっちや自分に矢印を伸のばすものの、そこに感情が書き込めない。更さらには「星ノ守千ち秋あき」という人物名も登場させてみるものの、これに関しては本当に何も分からない。

「（あまのっちはこの子が嫌きらい……とは口では言っているけど、明らかに仲良さそうだしなぁ。うーん。まぁ、このままじゃ進まないし、憶おく測そく含ふくめて書き込んでこうかなぁ）」

　そう決めて、今度は確定とは言い切れない情報も書き込んでみる。

「（天道さんからあまのっちは……まあ……普ふ通つう？　嫌われてるとかは、ない気がする。亜玖璃とあまのっちは、戦友。で、祐から天道さんは……。……好き疑惑、と）」

　祐から天道さんへ続く矢印の横に、「好き？」と書き込む。……ペン先がふるふると震えた。……うぅ、泣くな亜玖璃！　泣かないの！　亜玖璃強い子！

「（さて、問題はこの子だね……）」

　星ノ守千秋。しょーじき天道さんよりも読めない子だ。イマイチ分からない。まあ、一応分かっていることだけ書くと……。

「（明らかに祐に気は……あるよね？）」

　星ノ守千秋から祐への矢印に、「好き？」と書き込む。……まあ祐は世界一カッコイイから、女の子に好かれるのは仕方ない。ショックじゃない。ショックじゃないもん。

　問題は、祐が彼女をどう想っているのかってことなんだけど……。

「（星ノ守千秋……あまのっちから聞くだに、大人しいぼっちの、まるで冴さえないオタク女子だってことだけど……）」

　なぜかあまのっちは彼女を過小評価する傾けい向こうにあるみたいだから、イマイチ信用できない。事実、彼女チョー可愛いし。だけど……。

「（でも祐の好みのタイプって……明るくて軽い系だったんじゃ、なかったっけ？）」

　少なくとも亜玖璃はそう思っていたから、今の亜玖璃になったわけで。

　でもよくよく考えてみると……今の亜玖璃に祐が超ちよう食いついていたかというと、そうじゃなかった気がする！　今も昔も、祐は亜玖璃に優しくて、そういうとこホントにいいなって思うし、いやもう超好き、ホント好き、ああ、祐……。

「（…………はっ！　いけないいけない、なんか思考飛んでた！）」

　集中しないと。授業じゃなくて、人物相関図に。

「（改めて考えてみると……もしかしたら、祐って、誰でも好きなのかも）」

　思えば祐は誰にでも分け隔へだてなく優しい。つまり……明るくて軽い系が好きなんじゃなくて、明るくて軽い系「も」好き、だったんじゃ。

　そう考えると、最近の行動にも色々合が点てんがいく。いくけど……。

「（うぅ……）」

　やばい、瞳ひとみに涙なみだが溢れてきた。なにこれちょーまずいんですけど。教室でおいおい泣き出しちゃう勢いなんですけど。それは駄だ目めだ。カレシを想って授業中にめそめそ泣き出す女とか、重くて怖こわすぎる。それは分かっている。落ち着け。落ち着けー、亜玖璃。

　……ふぅ。よし……書くよ……。

「（祐から星ノ守さんへの矢印は……）」

　ペン先をガックガクと震わせながら、「好」とまで書いたところで──ぐしゃーっとルーズリーフを破り去る。隣となりの席のおさげ眼鏡めがね委員長さんに軽く睨にらまれたけれど、亜玖璃はそれも無視して頭を抱かかえた。

「（なにこの凄い抵てい抗こう！　天道さん相手ならギリギリ許せるけど、元々の亜玖璃……地味っ子で冴えなかった頃ころの亜玖璃にちょっと似ているタイプの星ノ守千秋を祐が好きかもしれないって仮定するの、すんごく嫌いやだ！）」

　やっぱりこれだけは認められない。認めたくない。……いや、これまでにもあまのっちと一いつ緒しよに散々証しよう拠こ場面みたいなの見てきたけれど……や、やっぱりほら、まだ分からないよ！　うん！　そうだ！　亜玖璃の勘違いかもしれないもんね！
















「（そ、そうだよ、まだ分かんない。だから……あ、改めて確認しよう！　そうしよ！）」

　そこで亜玖璃はハッといいことを思いついて、机から頭を上げる。

「（そうだ！　昼休みのあまのっちの友達申請イベント！　あれで測ろう、祐の気持ち！）」

　降って湧わいた名案に心が浮うき立つ。

「（まず、祐が本当に天道さんを好きなら、なんだかんだいって、あまのっちの友達申請成功は嫌なはず。友達たるあまのっちの手前仕方なくお膳ぜん立だてはしているけれど……とはいえ嫌なものは嫌なのだから、その感情は絶対表情に出るよね！）」

　わざわざ人が大勢いる教室で、気持ちを取り繕ったりしないはずだもんね！

「（そして、実は星ノ守さんこそが本命っていうのなら……祐はあまのっち達じゃなくて、きっと星ノ守さんを見るはず！　あまのっちを星ノ守さんが実際のところどう思っているのか、気になるはずだもの！　必ず、彼女の反応を窺う！）」

　これで少なくとも祐が天道さんと星ノ守さんのどっちが好きなのかは分かるはず。

　ああ、でも……。

「（祐がこのタイミングで亜玖璃の方を窺っていたりするのが、実は一番最悪のパターンかも。だって……浮うわ気き候補が一堂に会している中でカノジョの様子を窺うって、もう、ガチのナンパ野や郎ろうの思考だもん！　まあ祐に限ってそんなことはないだろうけどね！）」

　なんにせよ、昼休みに全てが分かるのは事実なわけで。

　つまりは、このあまのっちの友達申請イベント……祐の視線に着目することで、彼の気持ちを測るリトマス試験紙的イベントになるっていうことだね！

「（ああ、それにしても亜玖璃はなんて賢かしこい女なの！　流石祐のカノジョにしてあまのっちの師し匠しよう！　自分で自分の狡こう猾かつさが恐ろしい！）」

　授業中にも構わず、亜玖璃の口から、思わず小さな笑いが零こぼれる。

「うふ……ふふ……くふふふ……」

「あ、亜玖璃さん？」

　隣の委員長の心配げな顔もスルーしながら、亜玖璃は一人、人間関係のプロフェッショナルを気取って気味悪く笑い続けたのだった。





星ノ守千秋






　昼休みに天道さんがケータの元へと赴おもむくらしい。

　そんな情報を休み時間にクラスメイトから聞いた──正確にはクラスメイトの会話から盗ぬすみ聞いた自分は、ソシャゲのスタミナ消費作業をピタリと止めて一人黙もつ考こうしました。

「（天道さんが……ケータに用事？　なんだろう……）」

　ちらりと天道さんの様子を窺うかがってみる。噂うわさの当人たる彼女は今日も教室の中央で多くの生徒達と談笑を交わし合っていた。相変わらず女たる自分でも見とれる程に美しい。眼がん福ぷくとはこういうことを言うのかも。……なんだか溜息が出ます。

「（こんなの、そりゃ上原さんに限らず誰もが好きになりますよねぇ……）」

　恋こいのライバル等と言うのもおこがましい。教室の隅すみで気配を消してソシャゲに励はげんでいる自分とは大おお違ちがい。っていうか、今日は家を出てからまだ一言も発していない気がします。三時間目終わりの休み時間なのに。……自分の声帯、そろそろ退化するんじゃ。

　そんなことをぼんやり考えながら天道さんの様子を窺います。当然といえば当然なのだけれど、天道さんやお友達の皆みなさんは昼休みのことについては特に触ふれていません。噂をしているのは、あくまで彼女を少し遠巻きに見守る面々であり。

「（信しん憑ぴよう性が薄うすいってことなのかな？　いやいや……でも……）」

　自分は改めて天道さんを見やります。……ふーむ。

「（普ふ段だんの天道さんは、人に何かこそこそ噂されてたりしたら、それに対して事実なら事実、違うなら違うって、割とキッパリ言っちゃう人だったような……）」

　彼女という人はそういうところが非常にサバサバしているからこそ、今こん日にちの翳かげりがない人気に繫つながっていたりもするわけで。

　そう考えると、教室であからさまにケータとのことが噂になっているのにも拘かかわらず、それに彼女がリアクションをとらないということこそが、むしろ状じよう況きようのただならなさを表現しているようでもあり……。

「（ま、まさかまさか。そんな、ホントにケータに会いに行くなんて……）」

　なぜか自分の中に動どう揺ようが走ります。

「（だってだって、本当に理由が見えないです。ゲーム部への勧かん誘ゆうはもう終わっているのだから……天道さんがケータに会いに行く理由なんて……）」

　二人の事情を多少は知っている自分でさえ今一つピンとこないのですから、他人に色々邪じや推すいされても仕方ありません。まあ、ただ……。

「（噂されているような、恋れん愛あい沙ざ汰たじゃあないと思いますけどね。ケータと天道さんの間で交わされる何かなんて……精せい々ぜい、友達になって下さい的な？）」

　それは可能性あるかも。……そのその、あんまり積極的に認めたくないことですけれど、やっぱり自分とケータは感性が似ています。そして自分は少し前から、ゲーム好きの天道さんとお近づきになりたくてそわそわしていたりするわけでして。

「（もしかしたら、天道さんから行くというより、呼び出されたのかもですね、ケータにとってＦ組は一応ホームですし）」

　そこまで考えると、途と端たんに興味が失せてきました。別にケータが天道さんに挑いどんで玉ぎよく砕さいするとこなんて、見たくもありません。同族だからこそ、それは本当にいたたまれない。

　自分はやれやれと溜ため息いきを吐つくと、改めてソシャゲを……再開させようとして、はたと手を止めました。

「（ん？　でもケータって、カノジョさんいるんですよね？　アグリさんっていう。なのに、他の女生徒呼び出したりするんですかね？）」

　恋愛沙汰ではなさそうとはいえ、ちょっと変な気もしてきました。すると、昨日の天道さんの発言が急に思い出されます。

「（そういえば天道さん……なにやら『アグリさん、実は上原さんとデキてる疑ぎ惑わく』を語っていたような……）」

　正直うっすらとしか覚えていないですけれど、そんなことを言っていた気がします。

　自分はスマホから視線を上げ、再びそわそわとし始めます。

「（そんなそんな、まさかですよ。だって自分、ケータとアグリさんが二人でいるところ見てますし。なによりケータのアグリさん愛が深いのも実感させられていて……）」

　そこで突とつ然ぜん、自分ははたと閃ひらめきます！

「（もしかしてもしかしてっ、ケータのアグリさん愛って凄すごく一方的だったりします!?）」

　まるで雷かみなりにでも打たれたかのように身体からだが強こわ張ばります。

　……まさか……。でも、そう考えると色々辻つじ褄つまは合います。ケータとアグリさんは常々釣つり合わないというか、どうしてミジンコみたいな存在とあの美人さんが付き合うのかと疑問に思っていましたけれど。それもこれも全部……。

「（アグリさん側からの愛情はないと仮定すると、色々説明がつきますね！）」

　あわわわと自分の唇くちびるが震ふるえ出します。

　じ、自分には分かります。ケータと同族の自分には！

「（だってだって、自分やケータは、凄くちょろいです！）」

　誰だれかに少し優しくされたらすぐ懐なついちゃうし、それが異性なら惚ほれもする。それがぼっち歴の長い自分やケータという生き物。

　本来アグリさんは、自分達とは別世界の住人。だけどそれがもし……もし、なんらかのキッカケで、ケータに軽くでも優しくするようなことがあったらどうですか。

「（ケータは一発で惚れておかしくないです！）」

　そう確信して一人頷うなずく自分。だけど本来ならアグリさんはケータみたいなミジンコ、相手にしないはず。だけどそれが実際はカレシ・カノジョ関係に発展しています。

　それはなぜか。

　……答えは一つ。

　今、恋愛探たん偵てい星ノ守千秋の超ちよう絶ぜつ恋愛推理が冴さえ渡わたります！

「（ケータは、アグリさんに弄もてあそばれているんだー！）」

　たった一つの真実が、そこにありました。

　世界の恐おそろしさの片へん鱗りんを垣かい間ま見た自分は、一人、ガタガタと震え出します。

「（ケータ相手に身体目当てとかはないだろうから……お、お金、だろうなぁ。ゲーセンで遊ぶ時に奢おごらされたり……。お、思えば、二人で喫きつ茶さ店入っているアレも、奢らされているんじゃ……！）」

　考えれば考える程、自分の中で確信が積み上がっていきます。

「（お、恐ろしい。だ、だから自分達みたいなのは、ひきこもってなきゃ駄目なんです！　リア充属性の方達は悪あく魔まなんです！　自分達なんか、ちょいちょいと掌てのひらの上で転がしてしまう、天使の皮を被かぶった悪魔なんです！　あ、上原さんは違いますけどね）」

　ケータのチョロさに、自分は心底呆あきれます。まったく、少し優しくされた程度で異性に惚れるだなんて、ホント駄だ目めなチビです。まったく。

「（か……確認しないと！）」

　自分は決意の眼まな差ざしで顔を上げます。……ケータのことなんか大だい嫌きらいですが、流石さすがに同族がリア充に引っかけられているのは見るに堪たえません。

「（じ、自分が、目を覚まさせてあげないと……！）」

　そこまで考えたところで、更さらにこの恋愛探偵、気付いたことがありました。

「（そうか……！　天道さんへの友達になって下さい告白は……ケータからの、ＳＯＳ！　アグリさんに直接別れは切り出せないケータなりの、精せい一いつ杯ぱいのＳＯＳ！）」

　同族の切なる願いに気付いてしまった自分の瞳ひとみに、軽く涙なみだが滲にじみます。

「（分かりました、分かりましたよ、ケータ。今日の昼休み。自分……貴方あなたのメッセージと、小悪魔女の実態を確認するため、Ｆ組に馳はせ参じてあげます！　天道さんも、彼の言葉、しかと受け取ってあげて下さいね！）」

　ギンッと強い眼差しを天道さんに送ると、何かを察したのか、彼女がこちらを振ふり返ります。それに対し、仰ぎよう々ぎようしくゆっくりと頷く自分。

「（……こくり）」

「？？？」

　不思議そうにされる天道さん。……まったく、大した役者さんです。頭の良い彼女のことですから、本当はアグリさんの悪行の全てに気付いていて、だからこそ、あんなミジンコケータの誘さそいにも乗ってあげているのでしょう。なんて優しい人なのでしょうか。

　自分はもう一度だけ、天道さんに強く頷き返すと。

　ずっと保留していたスマホを手早く操作し……現在戦っていた、妖よう艶えんな女性型レイドボスを、これでもかと全力で撃げき破はしてあげたのでした。





天道花憐






　昼休み。Ａ組からＦ組の教室へと向かう道すがら。

　私はいつも通り、毅き然ぜんとした態度で堂々と胸を張って歩きながらも……内心ではこれ以上ない程の動揺を続けていた。

「（ああっ、やっぱり分からない！　私が雨野君に呼び出される理由ってなに!?）」

　朝一番に上原君を通じて呼び出しを受けて以降、私の中では今日一日中、ずっと疑問や不安が渦うず巻まいていて。そしてそれは、これからまさにＦ組へ赴かんとするこの段に至ってなお、まるで収まる気配がない。

　Ｃ組の前を通過しながら、私は必死に思考を巡めぐらせる。

「（正直一番可能性あるのはやっぱり……絶ぜつ縁えん宣言よね）」

　顔から血の気がサッと引いていく。それはとても考えたくはないケースではあるのだけれど、私と雨野君の微び妙みような関係性を考えれば、最もしっくりくる答えでもあり。

「（穏おだやかなゲーム環かん境きようを望む彼にとって、私との交流って、百害あって一利なしですもの。ばったり会った際も、いつも居い心地ごこち悪そうだし……）」

　それにゲーム部を巡るちょっとしたいざこざもある。私も雨野君も、互たがいにまだ少し気まずさは引き摺ずっているというか。

　だから、普ふ通つうに考えて、未いまだに私と雨野君にちょくちょく喋しやべる機会があったこと自体が、本当はおかしかったのだ。結局私はゲーム同好会も断わっているわけだから、基本的に雨野君とは無関係。だというのに、性しよう懲こりもなく一いつ緒しよに散歩したりしていたわけで。

　一応、私も自分が周囲から見て特別な存在であるという自覚はある。謙けん遜そんはしない。

「（雨野君、小心者だから……私に絡からまれるの、やっぱりいやだったのよね……）」

　自意識過か剰じよう、ではきっとないだろう。実際私は目立つ。流石にそれを鼻にかけてまではいないつもりだけれど……どうだろう。それも少し怪あやしいか。少なくとも、ナチュラルに自分が誘ってあげたのだから雨野君はゲーム部に入って当然、なんて思い込んでいたあの頃ころの自分は、どこかで驕おごっていたのだろう。

「（私って……迷めい惑わくな人間なのかもしれない）」

　自分の能力には自信がある。努力して生きてきた自覚もある。人望や信しん頼らいだって、能力に見合う程度には、あると思っている。

　けれど、そんな自分が「魅み力りよく的な人間」であるかは、正直疑わしいとも思っている。

「（少なくとも……雨野君にとって、心許せる人間では、ないんでしょうね……）」

　彼の上原君や星ノ守さんに接する態度と、私に対するそれとでは、ハッキリと違う。

　彼はいつも私にドギマギして……居心地悪そうで……気を遣つかってくれてばかりで……でも、私の意見に対して「違う」と思う時だけは、ハッキリ意思を表明して。

「（それって……どう考えても、あんまり良い関係ではないのよね）」

　Ｄ組の前を過ぎたあたりで、周囲にバレないように小さな溜息を吐つく。

　そのまま少しの間落ち込むも……次の瞬しゆん間かんには、私は再びキッと前を見み据すえ、気合いを入れ直した。

「（しっかりなさい、天道花憐！　たとえ自分にとって決して好ましくない事態に直面しようと、せめて、堂々と、自分らしく振る舞まうことだけは貫つらぬきましょう！）」

　天道花憐という女は、本番に強い女だ。いくら直前まで迷ったところで、覚かく悟ごを持って臨のぞむ大事な場面では、まるで最初から揺ゆらぎなど一切なかったかのように、毅然と振る舞うことができる。そういられるよう、心がけてきた。

　Ｅ組の前を通過しながら、私は自分に言い聞かせる。

「（もうこうなったら腹を括くくるしかないじゃない、天道花憐！　素直に、ありのままに、彼の言葉に対応しましょう！）」

　そう、素直に、ありのままの自分で臨むだけ。三角君からアドバイスを受け、星ノ守さんに実じつ践せんさせてもらったあの手法を、今こそ完かん璧ぺきなカタチで用いるのだ。

「（まず雨野君の言葉を真しん摯しに聞く。で、今度はそれに対し、私は変に鎧よろいを着て否定したりせず、素直な気持ちで、思ったことを返せばいいだけなのよ）」

　なんてことはない。物事の本質はいつだってシンプルだ。

「（私は、雨野君と、正面から向き合う。それだけよ）」

　私は決意を新たにすると、爽さわやかな笑顔でＦ組の教室へと足を踏ふみ入れた。

「失礼します。雨野君はいらっしゃいますか？」





雨野景太






「失礼します。雨野君はいらっしゃいますか？」

　天道さんが教室の入り口へとその姿を現わした時、僕の心臓は口から飛び出さんばかりに跳はね上がった。

「（き、来た！　来ちゃった！）」

　今日一日ずっと覚悟していた場面とはいえ、あの天道さんが僕の名前を使った呼び出しに応じるという状じよう況きようがイマイチ信じ切れず、案外来ないんじゃないかなとさえ思っていたところだったから……。

「こ、ここ、こここ、こちらです！」

　教室中の視線が天道さんに集まる中、僕は嚙かみ嚙みで震える手を上げつつ立ち上がる。

　すると、今度は多くの視線が一気に僕へと向けられる。……う、うぅ！

　天道さんは相変わらず素晴らしく余よ裕ゆうのある、天てん上じよう人びとが如ごとき笑顔で優ゆう雅がに微笑ほほえむと、まるでモデルさんみたいに綺き麗れいな姿勢と歩き方でこちらに向かってきた。

　噂うわさのせいで他クラスからまでも野次馬の集まった大混雑の教室を、モーゼの奇き跡せきが如く割って歩いてくる天道さん。

　以前のゲーム部へのお誘い時を越こえる注目状況に僕は一いつ瞬しゆん立ち眩くらみしかけるも、隣となりにいてくれた上原君に「おいっ」と腕うでを摑つかまれ、ハッと意識を取り戻もどした。

　ふと教室を見回すと、上原君は勿もち論ろん、少し遠巻きにアグリさんがいて……更に、天道さんを追いかけるようにして、教室入り口にチアキまで顔を出してくれていた。

　そして、そのそれぞれ全員が……他のニヤニヤした野次馬達と違ちがい、どこか真しん剣けん味みを帯びた表情を見せている。

「（みんな……僕のために……そこまで……）」

　じーんと感動に浸ひたる僕。ワカメを含ふくむのは癪しやくだけれど……でも、こういうのを、友達っていうんだろうなぁ。ありがたいなぁ。

「こんにちは、雨野君」

　僕の前までやってきた天道さんが、にこやかに挨あい拶さつをしてくれる。僕は一瞬「こここっ、ここっ！」とニワトリの如く喉のどを詰つまらせるも、しかし、もう一度上原君を初めとしたみんなの顔を見ると……心が不思議と落ち着き、今度は天道さんとしっかり視線を合わせ、堂々と応じられた。

「こんにちは、天道さん。今日はわざわざすいません」

「いえ、構いませんよ。それで……」

　天道さんは一瞬言葉を詰まらせかけるも、すぐに立て直すと、笑顔で訊たずねてくる。

「それで、雨野君。今日は一体、どういう用件なのかしら？」

「え、ええ。それなんですけど……その……」

　と、そこまで言ったところで、教室中から濃のう密みつな視線が集まっていることに気がついた。

「（そ、そりゃそうか。今までは皆みんな、多少は気を遣ってちらちら盗ぬすみ見る程度だったけれど……今日は『これからなにかありますよ』と告知してからの、これだもんな……）」

　僕の一挙手一投足に過か剰じような注目が集まっているのがヒシヒシと伝わって来る。

「…………？」

　黙だまり込んでしまった僕に、天道さんが首を傾かしげる。僕はあわあわと唇くちびるを震ふるわせながら、とにかくなんとか場を繫つながないとと、懸けん命めいに喋る。

「え、えと、その、えーと……えーと……ひ、非常に、言いにくいことなんですが……」

「っ！」

　と、そこで天道さんの顔が酷ひどく悲しげに歪ゆがむ。僕は不思議に思って首を傾げた。

「？　て、天道さん？　どうかされました？」

「い、いえ、なんでもないわ。続けて、雨野君。……覚悟はできているわ」

「は、はぁ」

　か、覚悟？　僕が友達申しん請せいするだけなのに、天道さん側にそんなの必要か？

　と、そこまで考えたところで、僕ははたと気付く！

「（そ、そうか！　断わる覚悟か！）」

　それに気付いてしまい、愕がく然ぜんとする僕。……す、既すでに勝負が決している、だと？

　静止してしまった僕に、天道さんが声をかけてくる。

「雨野君？　どうかしたかしら？」

「え？　ああ、いえ……。なんでも……」

　しょんぼりと肩かたを落としながら、そう応じる僕。

「（……もう……やめてしまおうかな？）」

　そんな考えがむくりと頭をもたげる。

　だってこんなの……やる価値がない。勇気を振ふり絞しぼる意味がない。

　負け確定イベントのボス戦で貴重な回復アイテムを消費するようなものだ。

「あの……天道さん。その、やっぱり、なんでも……」

　そう言いかけながら、もしかしたら怒おこっているかなと、上原君の様子を盗み見る。

　と、しかし、彼は……。

「（えー？　なんか全然明後日あさつての方見ているんですけど！）」

　意味が分からない。この場面において、僕以外の何かを熱心に見つめていらっしゃる。

　っていうか、気付いたら、アグリさんも、チアキまで、僕をまるで見ていなかった。……な、なんだこれ。なにしてんの、皆。この状況で他に視線送るって、一体どういう……。

「（はっ！　違う！　これは……そうか！）」

　瞬間、僕は三人の意図に気付く。彼らは、薄はく情じようなヤツらだというわけじゃない。本当に薄情なら、そもそも僕の様子を見に来ないはずだ。そしてただの野次馬根性でもない。それだったら、僕と天道さんの動向をちゃんと見るはずだ。

　では、この場面であえて僕から視線を逸そらすという行動を取る意味とは、何か。

　そんなの、一つしかない。

「（皆……僕に、気を遣って……！）」

　僕が視線に弱いことを知っている彼らは、この場面で心が挫くじけそうになっている僕に対して……最大限に気を遣ってくれているのだ！

　知り合いたる自分達が視線を逸らすことで、多少なりとも、僕の負担を軽減してくれようと！　本当は、成り行きを見たくて見たくて、しょうがないはずなのに！

「（皆……そこまで……僕のことを……！）」

　僕の心に、再び光が差し込んでくる。

　ふと思い出されたのは……昨夜クリアした「きんいろ小細工」のこと。

「（そうか……そうだよね。皆の力を借りて臨むこのイベント……たとえ負けが見えていたって、それは僕が全力で臨まなくていい理由にはならない！）」

　玉ぎよく砕さいが決定しているからって、何だ。こんなにも素晴らしい友人達の力を借りておいて、僕は、彼らにおめおめと逃にげ帰る背中を見せるつもりか？

　違うだろう、雨野景太！

　モブキャラだろうが主人公じゃなかろうが、そんなことは今関係ない！

　これは、人として、男としてどうなのかって話だ！　つまり……。

「（情けなく玉砕する姿を、友人達にしかと見届けて貰もらってこその……漢おとこ！）」

　覚悟を決めた僕は、改めて、真摯な瞳ひとみで天道さんを見据えた。

「…………っ！」

　僕の態度変化に、天道さんも居住まいを正し、教室全体にも緊きん張ちようが伝でん播ぱする。

　そんな中、僕は、相変わらずどっかに視線をやる友人達を微笑ましく見守った後。

　勇気を持って、切り出したのだった。

「天道さん、僕と──」





上原祐






「（ぎゃああああああああああああ！　亜玖璃がなんか超ちよう絶ぜつ気まずそうにこちらを見ているぅうううううううううううううううううううう!?）」

　雨野と天道の友達申請イベントが着々と進む中、俺は現在……そんなこと心底どうでもよく、ただただ、想定しうる中でも最悪のパターンたる亜玖璃の反応に仰ぎよう天てんしていた。

「（こ、こ、この状況下で亜玖璃が俺を見ているっつうことは……つまり……つまり、彼女が雨野と完全にデキていて、この茶番劇を俺に申し訳なく思っているっつうケースじゃねぇかぁああああああああああああ！）」

　しかもなにあの、超絶気まずげな表情！　気まずいのはこっちだわ！　だってもうガチじゃん！　これ、確定じゃん！　浮うわ気きどころか、むしろあっちが本命なの確定じゃん!?　噓うそだろ!?　だってそんな、いつの間に……雨野となんて……！

　そんな、俺の激しい動どう揺ようを他所よそに。

「天道さん、僕と──」

　その傍かたわらではいつの間にやら、雨野の友達申請イベントが佳か境きようを迎むかえていた。





亜玖璃






「（ぎゃああああああああああああ！　祐がなんか超絶気まずそうにこちらを見ているぅうううううううううううううううううううう!?）」

　あまのっちと天道さんの友達申請イベントが着々と進む中、亜玖璃は現在……そんなこと心底どうでもよくって、ただただ、想定しうる中でも最悪のパターンたる祐の反応に仰天していた。

「（こ、こ、この状況下で祐が亜玖璃を見ているっていうことは……つまり……つまり、祐がガチの女好きナンパ野や郎ろうだったってことじゃん！　天道さんでも星ノ守さんでもなく、あえてカノジョの亜玖璃の様子を、しかもあんな気まずそうに窺うかがうなんて……完全に裏でカノジョへの裏切りを働きまくっている証しよう拠こじゃんかぁあああああああああ！）」

　しかもなにあの、超絶気まずげな表情！　気まずいのはこっちだよ！　だってもうガチじゃん！　これ、確定じゃん！　祐が浮気常習犯なの確定じゃん!?　噓でしょ!?　だってそんな、いつから、亜玖璃を見限って……！

　そんな、亜玖璃の激しい動揺を他所に。

「天道さん、僕と──」

　教室の奥ではいつの間にやら、あまのっちの友達申請イベントが佳境を迎えていた。





星ノ守千秋






「（ぎゃああああああああああああ！　上原さんとアグリさんが、なんか超絶気まずそうに見つめ合っているぅうううううううううううううううううううう!?）」

　ケータと天道の友達申請イベントが着々と進む中、自分は現在……そんなこと心底どうでもよく、ただただ、想定しうる中でも最悪のパターンたる二人の反応に仰天していた。

「（こ、こ、この状況下で二人、気まずげに見つめ合っているってことは……つまり……つまり、上原さんとアグリさんが裏で完全にデキていて、この茶番劇を非常に居い心地ごこち悪い思いで見守っているってケースじゃないですかぁああああああああああああ！）」

　しかもなにあの、超絶気まずげな表情！　気まずいのはこっちですよ！　だってもうガチじゃないですかっ！　これ、確定じゃないですかっ！　ケータを都合の良い男として使いつつ、アグリさんの本命は上原さんで確定ってことじゃないですか!?　っていうかもしかして上原さんも満まん更ざらじゃない!?　噓でしょ!?　だってそんな、いつの間に……ケータを差し置いて……！

　そんなそんな、自分の激しい動揺を他所に。

「天道さん、僕と──」

　教室の奥ではいつの間にやら、ケータの友達申請イベントが佳境を迎えていた。





雨野景太






「天道さん、僕と──」

　そう切り出した刹せつ那な、僕の胸にここ最近の様々な出来事が走そう馬ま燈とうのように流れる。

　クリクレ３を欲しがっていた宮みや本もとさん、チアキとの喧けん嘩かだらけな同好会風景、三角君がなんだかゲーム大会で優勝したらしいという吉きつ報ぽう、天道さんとのメダルゲーム対決。

　そうして、特に印象深く想起されるのは、やはりつい最近の出来事だ。

　何度も何度も見た「きんいろ小細工」の玉砕風景。あの主人公の告白台詞せりふは今でも夢に見るぐらい頭にこびりついている。

　昨日アグリさんと過ごしたファミレスの風景。あそこで僕は、今日天道さんに挑いどむことを決意したのだ。ほんっと拍ひよう子し抜ぬけする程軽かった、アグリさんの告白に倣ならって。

　回想を経へて覚かく悟ごを決め直した僕は、一度言葉を句切ると。

　緊張が高まりすぎた場をほぐすように、一度軽く咳せき払ばらいをする。

　そうして、改めて。

「きんいろ小細工」の告白風景や、アグリさんの過去話を胸に、改めて、天道さんの瞳を見つめ、言い直したのだった。

「天道さん、僕と──」





天道花憐






「天道さん、僕と──」

　そう真しん摯しな瞳で切り出してくる雨野君を見た刹那、私の胸に去きよ来らいしたのは、昨日からの出来事だった。

　告白を冷れい徹てつに断わる姿を三角君に目もく撃げきされ、あんまり鎧よろいだけで対処しないよう諭さとされ、星ノ守さん相手に実じつ践せんしてみた、あの一連の出来事。

「（まず素直な気持ちで答える。そして、すぐに否定から入るのをやめる……）」

　あれからずっと自分に言い聞かせてるそれを、今一度、自らの心に浸しん透とうさせる。

「（いつもの、殆ほとんど初対面の人からの軽い告白断わるのとは、わけが違ちがうもの。彼は……雨野君は、今の私が最も尊敬する人間の一人。そんな彼の言葉なんだ。それがたとえ、私の否定であろうとも。私は、作り物の……鎧の天道花憐じゃなくて、ちゃんとまっさらな私、天道花憐の心そのもので答える義務がある）」

　そう決意し直してことに臨む。すると、彼もまた何か決意し直した様子で、言葉を仕切り直してきた。

「天道さん、僕と──」

　丁度良い。私はここぞとばかりに、「否定から入らない」「素直な気持ちで」の信念に従い、少しだけ食い気味に彼の言葉に肯こう定ていで応じておくことにした。

「はい──」





雨野景太






　そうして、多くの生徒達が証人として見守る中、運命の瞬しゆん間かんは訪れた。

























「天道さん、僕と付き合って下さい」

「はい、よろこんで」







　……………………。

　……………………………………………………………………………………………………。

　…………………………………………あっ、僕今ちょっとだけ台詞間ま違ちがえ────。




『ええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!?』




　刹那、校舎全体を揺ゆらす程の、集団による驚きよう愕がくの声が響ひびき渡わたる。




　──こうしてこの日。

　前代未み聞もんの、その場の誰だれもが──当人達さえも──予想だにしなかった意外な格差カップルが、ここに、期せずして誕生してしまったのだった。








あとがき






　どうも、葵あおいせきなです。

　今回も例の如ごとく見事な呪のろい作用であとがきのページ数が長かったのですが、流石さすがに続きすぎなので、今回は少しショートショートを書き下ろさせて頂きました。

　……結果として、あとがき書くよりずっと大変でしたが……。




　まあそれはさておき、「ゲーマーズ！」二巻でした。

　個人的にはこの二巻、全体的に「楽しく書いた」エピソードが多かったです。他シリーズにも言えることですが、一巻はやはり説明や導入も必要なわけで、キャラクター達が本格的にわちゃわちゃし始める二巻は、書いている側も非常に楽しませて貰もらっております。




　さて、この「ゲーマーズ！」、ジャンルとしては「ラブコメ」に分類されると思うのですが。しかし、世間の一いつ般ぱん的な「ラブコメ」が「ラブの合間にコメディ」だとすると、この「ゲーマーズ！」というシリーズは現状「本気でラブを追いかけた結果なぜかコメディ」という意味での「ラブコメ」になっている気がしております。……お、おかしいな、作者的にはそういうつもりじゃなかったんだけどな……。

　私の中で当初「ゲーマーズ！」という作品は、ゲーマー達の平和な日常にちょっぴり切ない恋れん愛あいが挟はさまってくる、超ちよう爽さわやか青春小説として起たち上げたつもりだったような……。

　…………。

　いや、気のせいだな、うん。そんな企き画かくからこんな珍ちん作さくが生まれるはずないもんな。




　では話を切り替かえて最近の日常報告をば。

　今巻作業中、引越こしを致いたしました。前の部屋は作家デビュー当時に住み始めた部屋でして、なんだかんだトータル八年ぐらいは住んでおり。

　で、そこがグッズや自著で埋うまり始めた数年前から「いつか引越すぞ」「作品に一区切りついたら引越すぞ」とは思っていたのですが、どういうわけか毎回シリーズが終わりかけると並行的に次のシリーズを書いて間かん髪はつ入れず出版していく「葵せきなを忘れないでねスタイル」を取ったせいで、イマイチまとまった休みにもならず。

　…………いやまあ、大きな暇ひまができたら、引越しよりゲームの方に時間使ってしまったせいってのが九割なんですが……げふんげふん！

　なにはともあれ、いよいよ観念致しまして……というか限界が来まして、執しつ筆ぴつが一段落したわけでもないタイミングで引越すことに相成ったわけです。

　で、これが実に大変。流石に八年も住んでいると、物が累るい積せきしまくっており。一番かさばるのは本なのですが、ゲームの量もやはり凄すごく。

　ただここ数年はゲームを「ダウンロード版」で済ませることも多く、電子書しよ籍せきなんかも使い始めていることから、これでも結構荷物量を減らせているハズでして。……昔は「やっぱり実物ないとな」派だった私ですが、ここ数年で一気にデータ派に傾かたむいており、この引越しで改めて「うーん、荷物にならないって重要かも」と思ってしまった次し第だいです。

　とはいえ「ゲーマーズ！」作中で雨あま野のなんかも言ってますが、私もゲームは実物のパッケージ裏見るのがやっぱり好きです。コミックのカバー裏なんかも、一部は電子じゃ見られなかったりしますしね。でもダウンロード版のおかげで、人気ゲームが売り切れで全然できないという事態がなくなったことは非常に喜ばしく……と、この引越しを機に現在データと実物の狭はざ間まで揺ゆれまくっている最中でございます。




　さて、引越し作業中には「ゲーマーズ！」の登場人物達には及およばないながらも、私にもちょいちょい珍ちん事じがありました。

　引越し直前のある深夜、コンビニ帰りの道をぽてぽて歩いていたらに白タンクトップの若いにーちゃん二人組に「今暇ですか？」と声かけられたりとか（「ひ、暇では、ないですね」と普ふ通つうに答えて去りました。実に中ちゆう途と半はん端ぱなエピソード）。

　まさに引越すその前日にトイレの電球切れたりとか（トイレさんが私の引越し作業を見て「もう、俺、頑がん張ばらなくていいッスか……」となったんだと思います。だが、トイレさんよ。あと一日だけ頑張るわけにはいかんかったか）。

　前々作たる「生せい徒と会かいの一いち存ぞん」グッズを整理中、バレンタインチョコレートセットみたいなのが出てきて、「こ、このチョコって……何年前の？（ごくり）」と戦せん慄りつしてみたり。

「ゲーマーズ！」の一巻見本までつい箱につめてしまい、転居先で片付けが落ち着いて、さて一巻を確認しつつ続き書こうか……となったところで、整理したばかりの押し入れの奥から引っ張り出すハメに陥おちいったり。

　あとは、前の部屋での管理会社立ち会い確認の時（傷つけたものとかないかの確認）。

　葵「（この半月程度、どんだけせっせと片付けて掃そう除じしたと思ってんだ！　この部屋には最も早はや、一片の曇くもりもないぜ！　トイレの電球が切れている以外はな！）」

　と自信に満ちたドヤ顔してたら、にこやかな管理会社のおねーさんが最初に開けた戸と棚だなに、あろうことか、一体どうしたら見み逃のがせるのかってレベルの大きな「土ど鍋なべ」がずでーんと鎮ちん座ざましましていたこととか（おねーさんに、「こんなの初めてでした……」と、他の場面でエロく言って貰えたなら最高だったお言葉を頂きました）。

　と、そんなこんなで、なにはともあれ引越ししましたという話でした。




　では、ここからは謝辞を。

　二巻も引き続き素す晴ばらしいイラストで彩いろどって下さった仙人掌さぼてん様。今巻のみならず、ドラゴンマガジンでの特集等でもお力ちから添ぞえを頂き、本当にありがとうございました。表紙になっている天てん道どうや星ほしノの守もりだけではなく、他のキャラ達も皆みな個性的で素晴らしく、ラフや完成稿こうが担当さんから送られてくる度たびに一日中ニコニコさせて貰っております。今後ともよろしくお願い致します！

　次に担当さん。二シリーズの並行だったり、引越しに伴ともなう手続きのあれこれだったりで、今巻作業中は特にご面めん倒どうをおかけいたしましたが、全すべてに手て際ぎわよく対応して頂き、ありがとうございました。

　そして、こんな妙みようなラブコメの二巻にまで手を伸のばして下さった読者様方。

　このシリーズでは今後も様々な珍事や馬ば鹿か馬ば鹿かしい事態が巻き起こりますが、作品の根底に流れる「ゲームは楽しい！」だとか「小さな幸せ一いつ杯ぱいの日常！」みたいな理念だけは常に一いつ貫かんしていく所存なので、今後も安心して気軽に楽しんで頂けたら幸いです。

　なんでもありな作品とはいえ、雨野が巨きよ大だいロボに乗って闘たたかい、星ノ守が敵の幹部へと闇やみ落ちし、上うえ原はらがカッコ良く散る展開とかは、ないと思いますしね。……たぶん。




　そ、それでは、ますますラブコメの加速する三巻で、またお会い致しましょう！





葵あおい　せきな　
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